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BIG-4


ぼくの名前は山田。目覚めたら四天王になってました。





大楽絢太
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ワダアルコ




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ


第一話　新入りと四天王


第二話　恋愛相談と四天王


第三話　魔界デートと四天王


第四話　女風呂と四天王


第五話　ヴォルフォレカ・クエストと四天王


第六話　山田と四天王


エピローグ





　あとがき












【してん‐のう　四天王】







①　仏教世界で、〝帝たい釈しやく天てん〟に仕える四体の神のこと。


　　東方の持じ国こく天てん、西方の広こう目もく天、南方の増ぞう長じよう天、北方の毘び沙しや門もん天てんまたは多た聞もん天のことをさす。





②　あるジャンルの中で、特に優すぐれ、目立つ四人の称しよう。「韓ハン流りゆう四天王」「ものまね四天王」「Ｖシネマ四天王」





③　〝魔ま王おう〟や〝首領〟に仕え、日夜世界征せい服ふくの為ために奮ふん闘とうする悪の四幹部のこと。


　　用例「フハハ。○○を倒たおしたくらいでいい気になるなよ？　奴やつは四天王でも最弱の存在！　四天王の真の恐おそろしさ、この○○が教えてくれるわっ！」







【泥でい舟しゆう社発行、現代用語辞典より抜ばつ粋すい】












この物語は、四天王の、四天王による、四天王の為ための物語。
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　プロローグ







　白状しよう。


　ぼくだって、昔は〝異世界での冒ぼう険けん〟に憧あこがれていた。


　苦しむ村人を救う為ため立ち上がり、盗とう賊ぞくをやっつけて、村人から感謝されたり。


　森の中で火を焚たいて、それを苦楽を共にした仲間と囲み、愉ゆ快かいに宴うたげをしたり。


　時をかける翼つばさを復活させ、それで仲間と共に世界中を飛び回り、旅をしたり。


　次々仲間が倒たおれていく中、最後は歯を食いしばって悪の親玉を倒し、ハッピーエンドになだれ込んだり、してみたかった──


　が。


　してみたかった。


　そう、あくまで『してみたかった』である。


　さすがに高校一年になってまで、自分が異世界に行けるとは（そんなに）思ってないし、行ったとしても、勇者的な活かつ躍やくができるとは（ほぼ）思ってないし、ましてや、そこで物もの凄すごく意気投合できる仲間とめぐり合う可能性なんて、皆かい無むだと（基本的には）思っている。


　いってみれば、ぼくは『卒業』したのだ。


　年を重ねた当然の結果として、ぼくは『異世界冒険譚たん』に憧れる少年を、普ふ通つうに、ちゃんと、『卒業』していたのである。





「にもかかわらずっ……………！」





　ぼくは、イライラしながら、周囲を見み渡わたした。


　岩いわ肌はだがむき出しになった、巨きよ大だいな吹ふき抜ぬけの部屋──。


　目の前では、総勢一○○体ほどの『化け物』どもが、まるで神でも前にしているように、ガクブルと震ふるえながら、ぼくに向かって跪ひざまずいている。


　全長一○メートルはあるであろう、自分の尾おで描えがいた輪の中に座る、威い圧あつ感のある赤せき竜りゆう。


　翼を生やし、尖とがった槍やりを持つ、茄な子す色の、ツルツルした肌の触しよつ角かく付きの二足歩行の悪あく魔ま。


　前を向いているのか後ろを向いているのかもわからない、人型の巨大な岩石獣じゆう。


　どいつもこいつも、ぼくなど片かた腕うでで肉につ塊かいにできそうな連中が勢ぞろいである。


「チィッ……！」


　嫌いやな予感がする。嫌な予感がする。


　ぼくはそいつらを無視し、そいつらの間をぬって、部屋の奥にあった、巨大な岩製の円えん卓たくに進んだ。そこには──


「ちょっと新入り……遅おそいじゃない！」


　頭の上にチョコンと乗った黒い三角耳。腰こしまで伸のびた金色がかった動きのある赤い髪かみ。ややつり上がり気味の鋭するどい瞳ひとみ。


　そして胸の先せん端たんや腰のあたりなど、本当に大事な部分しか隠かくれていない、頭がおかしいんじゃないかと思えるくらい露ろ出しゆつしたハイレグのようなものを纏まとった、どこか猫ねこっぽさを感じさせる、気の強そうな風ふう貌ぼうの女子。


「で、でも……仕方ないよ。やっくんは、今日、初めてお勤めなんだし……」


　菖蒲あやめ色の瞳を潤うるませながら、その女をとりなすようにオロオロしている、氷海のように青く澄すんでいる蒼あお髪かみで、どこかおっとりとした風貌の、しかし胸だけはやたらデカイ小こ柄がらな体たい軀くの女の子。


「…………」


　そして、ピーン。何な故ぜか無言で一人コイントスをしている、炎ほのおのように赤い瞳に、褐かつ色しよくの肌、長い銀ぎん髪ぱつの、何を考えているか表情からまったく読み取れない、少し年下のようにも見える、恐ろしく美形の少年（たぶん）。


　以上、三人の男女が、ぼくを待ちわびていたように、椅い子すに座ってこっちを見てる。


　なんだこの状じよう況きよう……!?


「いよう。これでようやく『四天王』が全員が揃そろったな」


　そして、その三人が座る円卓の前に、身長一八○近くある、ガタイのいい、黒の短髪の女が快活に健康的な犬歯を見せながら堂々と立っていた。


「ではこれより、第一級例会議を始める」


　女は、好戦的な笑えみと共にいう。


「議題は──もちろん、『人類抹まつ殺さつ計画』に関して、だ」





　もう一度いおう。


　ぼくはもう、『異世界冒険譚』に憧れる少年を、普通に、ちゃんと、『卒業』していた。


　にもかかわらず。





　目が覚めたら、ぼくは、何故か魔王軍の四天王的存在になっていた。






　第一話　新入りと四天王







　そして──


　それは、冗じよう談だんでも、夢でも、幻まぼろしでも、ドッキリでもなかったようだ。


　ぼくの悪夢は──


　それから一ヶ月後、今日この日になっても、まったく、ぜんぜん、終わる気配がなかった。


　そうそう。申し遅おくれたが。


　ぼくの名前は、山田。


　少なくとも、ファンタジーものの主人公には絶対向かない名字を持つ、能力・性格的にもわりと普通の、何の面おも白しろみもない、ごく一いつ般ぱん的な一五歳の男子高校生である。


「一ヶ月……か。夢……じゃないんだろうな。さすがに」


　ぼくは、だだっぴろく殺風景な岩造りの自室で、窓を見ながら重いため息をついた。


　窓の外は、まだ午前中だというのに真っ暗。完全な闇やみ。天にはご丁てい寧ねいなことに雷らい鳴めいが轟とどろいている。


　魔ま界かい。


　この辛しん気き臭くさい世界にきてから、かれこれ、一月……。


「いい加減、帰りたいわ……」


　元の世界──人間界、というか日本に、気になることが山ほどある。


　親には、こっちに来る時何もいってないし。


　その他、学校（このままいけば留年決定か？）、毎週見ていたアニメ、ドラマの続き、もうとっくに出てるハズの漫まん画がの新刊、ここに来る日買う予定だった新作のゲーム……考えれば考えるほど、あっちの世界にさっさと帰りたい。


「あーあ…………」


「……なーにを辛気臭いカオしとるんじゃ。お前わ」


　窓を見ながらため息をレンパツしていると、ふいに、目の前から声がかけられた。


　いつの間にか窓が開き、そして窓まど枠わくに一羽わの鳥──スズメがとまっている。


「まーたホームシックとやらにかかっとるんじゃないじゃろうな？」


　スズメはじじむさい声でピーチクさえずった。


「何度もいうが、人類の命運を握にぎっておるのは他ほかでもない。お主じゃ。お主が、人類を、守るのじゃ！」


　スズメは叫さけんだ。


「お主こそ、選ばれた、真実の勇者なのじゃ！」


「……」


　ぼくはめんどうになって、ポケットに入っていたミミズの疑ぎ似じ餌えをぶんっ、と窓の外に投げた。


「うっひょお！」


　スズメは完全にケモノの目でそれを追い、そして窓から羽ばたき去っていく。


「ぼくの人生……本っっっ当にこれで大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……!?」


　ぼくは、脂あぶら汗あせをかきながら、深刻に不安になった。


　その時だった。


　コンコンッ。


　ぼくの部屋の扉とびらがノックされた。


「山田様」


　ドスの利きいた声。扉の外にいるのは、おそらく体長五メートル以上、ゲームだったら絶対終しゆう盤ばん以降にしか出てこないような一つ目巨きよ人じんだろう。


「山田様」


「あー……うん。はい」


　なんか嫌いやな予感を感じつつも、ぼくは返答。


「なんか用？」


「司令官から第一級召しよう集しゆう命令が発令されました。四天王の皆みな様さまには、全員、円卓の間に集合する義務が発生します」


「あ・の・なぁ……！」


　わななきながらぼく。嫌な予感はあたった。


「第一級召集命令って。要は、一番の緊きん急きゆう時に発動される号令だよな？」


「はい」


「それがこんなしょっちゅう発令されるって。おかしいと思わないか!?　また計画遅れるぞ!?」


「司令官のなさることに間ま違ちがいがあろうはずがございません。召集は無む駄だにみえて、そこには恐おそらく深遠な狙ねらいが……」


「……本気でそう思ってるのか？」


「…………。なんにせよお急ぎください☆」


　巨人は意外にかわいい声でそういうと、ズンガズンガと足音を鳴らしながらぼくの部屋から去っていった。


　野や郎ろう……逃にげやがった。


「──気をつけろよ」


　扉をにらみつけていると、背後から忠告が聞こえてきた。


　スズメだった。くちばしには、ミミズの疑似餌がしっかりくわえられている。あれをくわえながら普通にしゃべってるってことは、コイツの声はくちばしの動きとは関係ないんだろうか。


「お主は、神術のおかげで、魔や族つらからは魔族にしか見えんようになっとる。が、本質的には、何も変わっておらん。肉体は人間そのまま。もし連中に人間であることがバレたら、そこでゲームオーバーじゃからな」


　ハミハミと疑似餌をかみ締しめながら、スズメは脅おどすような口調でいってきた。


「お主と他の四天王では、魔力のケタが違いすぎる。お主の魔力はたった７」


「……他の四天王の平均魔力は？」


「５３００００じゃ」


「絶望的すぎるだろうが!?」


　うんざりした声でぼくは叫んだ。


「そうじゃ……自覚しろ！　お主は絶望的な状況におるのじゃ！


　仮に、四天王の一人がハナクソをほじって、飛ばしたとして。もしそれがお主にあたった場合、お主はハナクソに体を貫つらぬかれ、即そく死しする」


「真顔でなにいってんだこの小動物が……！」


「事実、それくらい力量が違うということじゃ。ゆめゆめ油断めされるな、勇者よ」


「ハナクソで即死する勇者ってなんだよ!?　あぁもうまじ帰りたいわぁ……」


　ぼくはうんざりしながらもポケットから消しゴムを取り出し、窓の外に投げた。


「わっ、ミミズ!?」


　スズメは目の色を変えて飛んでいった。


　バ、バカかあいつは……!?　……二度と帰ってくるなケダモノ。


「あああ……くそう。しかしなんでぼくがこんなメに……!?」


　ぼくは窓を閉め、頭を抱かかえる。


　……が。どれだけの時間頭を抱えても、ここでは、誰だれも助けてくれない。


　なんせ、この巨大な城に、人間はぼくしかいないのだから。


　……ぼくは覚かく悟ごを決め、扉を開ける。


　魔力〝７〟の人間が、魔ま王おう城をうろつく。


　レベル１の主人公が、いきなり最終ダンジョンにぶちこまれたような緊きん張ちよう感を、ぼくは常に味わっている。







　　　　※




　円えん卓たくに行くと、他の三体（？）はすでに到とう着ちやくしていた。


「山田。遅おそい！　あんたまた遅ち刻こくよ!?」


　ぴょこん、と動く三角の猫ねこ耳みみに、金色がかった赤あか髪がみの、目のつりあがった高こう露ろ出しゆつ女と。


「で、でも、やっくんはまだ来て一ヶ月なんだしある程度大目に……いえなんでもないですゴメンなさい」


　口答えしておきながら、結局半泣きで口を閉じてる、蒼あお髪かみの引っ込み思案そうな女と。


「…………」


　ピーン。コインを右手で弾はじく、ものものしい雰ふん囲い気きの銀髪の美青年。


　そこにいるのは、その三体。


　こいつら、ぼくが初めてここにきた時も、おんなじようなこといってたよな……他にセリフのパターンないのか……？


「うるさいな……遅刻はしてないだろ。だいたい、何の用なんだよ、司令官殿どのは……」


　ぼくはボヤくようにつぶやきつつ、円卓に腰こし掛かけた。


　正直、コイツらとはレベルが違いすぎて、実際には話すのもヒヤヒヤものなのだが……同じ四天王なのに、やたらビクビクしてては怪あやしまれる。


　故ゆえにぼくはこの三人には、できるだけ平静を装い、対等な口調で話しかけるようにしている。


「またくだらない話なんじゃないだろうな……？」


「う、ううん。やっくん。今日はけっこうだいじなおはなしみたいだよ……？」


　オドオドしながら、しかしぼくを〝やっくん〟呼ばわりしつつ耳打ちしてくる蒼髪少女。


　ちなみに軽く紹しよう介かいしとくと、こいつの名は、ヴォルフォレカ。雪のヴォルフォレカ。通つう称しよう〝ユキ〟。


　魔力的には恐ろしいポテンシャルを持っているハズなのだが、何な故ぜか常に挙動不ふ審しん、ビクビクオドオドしっぱなしの女。


「ちょっと！　伝統ある円卓の間で何私語くっちゃべってんの!?　私そういう不ふ真ま面じ目めな奴やつ一番キライなんだけど!?」


　その右みぎ隣どなりで、ぎゃーすか騒さわいでいるのは、アーディンブルグ。雷かみなりのアーディンブルグ。通称アディ。


　性格はうるさい。おしつけがましい責任感強し。正式に任命されたわけではないはずだが、何故か常にボスを気取っている。


「…………」


　さらにその右隣で、呆あきれたように嘆たん息そくしてる銀髪の男の名が、イグナレス。炎ほのおのイグナレスだ。


　コイツは基本、あまり喋しやべらない。何故かコイントスを異常に好む妙みような奴。まぁこいつの妙さは、そのうちわかってもらえるだろう。


　アーディンブルグ、ヴォルフォレカ、イグナレス。この三人が、ぼく以外の、魔王城最高幹部四天王である。


　しかし、


　アーディンブルグ。


　ヴォルフォレカ。


　イグナレス。


　山田。


　……山田って……。


　ぼくは複雑な気分になる。


　まぁ、別にぼくもヤマダリアン、みたいな名前にしろ、とはいわないけど、いくらなんでも他のいかにもな名前に比べて、ぼくの名前だけ浮うきすぎじゃないか……？　あのスズメ、その辺ツメ甘いんだよな……。


　複雑な気分になっているぼくをよそに、その三人は、なおもぺちゃくちゃとしゃべり続けていた。


「だいたい、あんたらちょっと緊張感足りないんじゃない!?　？　聞いてんのイグナレス！」


「…………」


「ま、まぁまぁ。いっくんはこういう芸風なんだし大目に……ねえやっくん？」


「さあな……」


　はいはい……。


　ぼくはその三人によるコントじみた風景を見ながら、静かに嘆息する。


　こいつらは、だいたいいつもこんな感じだ……。


　最高幹部のクセに、なんかノリがカルい。


　見た目も、下手したらコスプレしてる同年代の人間にしか見えないし、油断すると、元の世界の学校にでもいるような気さえしてくる。


　しかし、事実は、大きく違う。


　こいつら三人は、見た目こそ、その辺のファミレスにでもいそうな感じだが……


　例えばイグナレスの正体は、〝スーパーノヴァ〟という、火か炎えん族でも一○○○万体に一体しか生まれない炎の魔ま神じんで。


　アーディンブルグは、〝ドラゴン・エンプレス〟という、魔界の竜りゆうの頂点に立つ女。


氷人族を統すべる〝ブリザード・キング〟のユキも同じである。


　こいつらは、普ふ段だんは燃費がいいという理由で人型をとっているだけで、実際にはバリバリのモンスターなのである（たぶん）。


（まったく勘かん弁べんしてほしいよな…………）


　ぼくはその三人を見ながら天を仰あおいだ。


　こんなバケモノどもと同席しなければならないだけで、ぼくみたいな一いつ般ぱん人には、けっこうプレッシャーだ。


（さっさと〝任務〟達成して、こんな奴らとはおさらばしたいよ……）


　ぼくは嘆息。


「おーう、悪わりぃ、遅おくれた」


　けだるげに円卓に頰ほお杖づえをついていると、いきなり円卓奥の岩戸が乱暴に開かれ、また一体、円卓に新たな魔物が現れた。


　日本人よりさらに濃こい黒髪ショートカットの、さばさばした雰囲気の女。


　その女の登場に、ぼくら四天王は、一応起立した。


　ぼくらは、魔王軍では、かなり権けん威いの高い存在だ。しかし、魔王軍にも、ぼくら四人より偉えらい存在が、二人だけ存在する。


　一人は当然、魔界の王『魔王』。


　そしてもう一人がこの女。


　魔王軍作戦司令官。


　ベラドランナ。通称ベラである。


「お待ちしておりました。司令官殿」


　キッチリ瞬しゆん時じに仕事モードに切り替かえたイグナレス達が、胸の前に手をやり、洗練された執しつ事じのように仰ぎよう々ぎようしく礼をする。こいつら、やろうと思えばこういうこともできるんだよな。


「あー。いい、いい。いきなり呼び出して悪かったな。ちっとお前らに見せたいもんがあってよ……」
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　見せたいもの────その単語にぼくは大いなる不安を感じる。


「……けどその前に、お前らのほうから、なんか報告あっか？　あるなら聞くぞ？」


　椅い子すにふんぞり返りながら、ベラ。


「……ではまず私が」


　ぼくは挙手した。


「例の、第四地区の魔ま獣じゆう族と物質族の紛ふん争そうですが。先日、私と、私の部下で出向き、鎮ちん圧あつしてまいりました。同時に、両部族に、〝例の計画〟へ参加する確約もとりつけました。これで我が軍は二万の兵を手に入れたことになります」


　わりと誇ほこらしげに胸をはりながら報告するぼく。


「ふーん。了りよう解かい。次っ」


　が、ぼくの報告に対するベラの反応はシンプルだった。


　バ、バカな……次、だと？　待ってくれ。ぼく、それなりにすごいことしてないか!?　労ねぎらいの言葉ひとつないのか!?　あの話をまとめるのにどれだけ苦労したか……！


「……では、次も私が」


　ぼくはややムキになって再度挙手した。


「第一地区の放置されている治水工事の件ですが。これも直接私が出向き、現地の責任者を説得、遅れている理由を説明してまいりました。真しん摯しに。これでここ最近低下気味だった魔王様の支持率も多少は回復するかと……」


「ふーん。次っ」


　反応は同じだった。くっ……！


（ヤぁマダ！）


　絶望していると、隣となりから、小さく声が聞こえてくる。


（あんた、空気読みなさいよ！　いまベラ様は、そんな報告欲ほしがってないでしょ!?）


（ま、まぁまぁ、あっちゃん……でも……確かに今回はあっちゃんの言うとおり。空気読んで？　やっくん？）


（…………！）


　他の四天王どもだった。奴らは咎とがめるような目つきで、ぼくをにらんでくる。


　空気読め、じゃねぇ……！　空気読むのはお前らだろうが……!?


　ダメだ。こいつら、明らかにベラの〝見せたい物〟に心奪うばわれてやがる……！


「……報告は以上です」


　ぼくは仕方なく諦あきらめ、うなだれながら報告を終了した。なんで真面目にやってるぼくがこんな報むくわれない立場なんだ……!?


「そうか。ではこちらの番だな」


　そんな中、ベラが、満面の笑えみで口を開く。


「実はな。今日、お前らをわざわざ召しよう集しゆうしたのは他でもない」


　四天王──ぼく以外の──が、ゴクリと唾つばを飲み込む音が聞こえる。


「『人類抹まつ殺さつ計画』準備開始から、はや一月。決戦の刻ときは日に日に近づいている。そして、その全面戦争に勝利する為ために、我々は今は少しでも多くヤツらの情報を手に入れなければならないワケだが──


　そんな中。またアタシは、敵の〝機密情報〟を手に入れた」


　にやり、と笑いながらベラ。


「お……」


「おおっ!?」


　がたたっ！　その言葉に（ぼく以外の）四天王が、興奮気味に円えん卓たくから立ち上がった。


「き、機密。また機密を手に入れられたのですか!?」


　アディが、興奮を抑おさえきれないように立ち上がっていい。


「こ、これでまた戦いを有利に進められますね……！」


　ユキが鼻息荒あらくそう呟つぶやき。


「………っし！」


　イグナレスも、何な故ぜかガッツポーズのようなしぐさをしながら、喜びを表現している。


　なんなんだこいつら……!?


「そのとおり。これを手に入れるのに、どれほどの犠ぎ牲せいを払はらったか……」


　そんな面々の反応に、ベラは、瞳ひとみに涙なみだすらうっすら浮かべながら小さく頷うなずいているが……


「あ、あのう…………」


　そんな中、そのノリに、正直ついていけない人間が一人──。


　……ぼくだ。


「あの、まさか。機密って。また魔界に紛まぎれ込んできた、人界の玩具のことじゃないでしょうね……？」


　猜さい疑ぎの視線をベラに向けながら、ぼく。


「…………」


「…………」


　場に立ちこめる、謎なぞの沈ちん黙もく。


　──そうなのである。これまでも、ベラが人界の【最高機密】を見つけたといって、ぼくらにそれを見せてきたことがあった。


　が、そういってベラが見せてきたのは──


　割れ物を包むビニール製のプチプチ。ルービックキューブ。ちえの輪。


　確かに魔界には存在しないが、明らかに、『人類抹殺計画』の役に立ちそうもないものばかりだった。


「ぼく、もう嫌いやですよ……ガラクタを研究するのは」


　ぼくはさすがにそこはハッキリいうことにした。


「この前のルービックキューブなんて、アレのせいで、どれほど『人界抹殺計画』に遅れが生じたか……！」


　魔界には、玩がん具ぐがあまりなく、娯ご楽らくに対する耐たい性せいがないのかなんなのか。こいつらは、人界から流れ着いた玩具に触ふれると、異常なほど興味を示し、結果、恐おそろしいくらいそれらに没ぼつ頭とうするのである。そして魔王軍の仕事は停てい滞たいする。


「『計画』開始からもう一月ですよ!?　ぼくが見てる限り、一同遊んでばかりで、『計画』一向に進んでないんですけど!?　いい加減……マジメに計画進めましょうよ!?」


　ぼくは、半泣きになりがなら、周囲の幹部どもに嘆たん願がんした。


　おかしな話だが、とある契けい約やくにより、ぼくは一日でも早く、『人類抹殺計画』を発動させなければならない立場にいる。なんせ、







　①四天王として、魔王軍の『人類抹殺計画』進行を補助、最終段階まで移行させる。


　②すると、眠ねむりについていた魔王が復活、出現する。


　③その魔王を倒たおす。魔王が死亡するのと同時に魔族消しよう滅めつ。人類に永久の平和が訪おとずれる。


　④任務完かん了りよう。普ふ通つうの高校生山田、無事、日本に帰れる。







　ぼくがあのスズメに教えられた、日本帰き還かんまでの段取りがこう、だからだ。


　だからこそ、このまま、また魔族どもが人界の玩具にうつつを抜ぬかす展開は、なんとしても避さけたいのである……ぼくはとっとと①『人類抹殺計画』だけを進めたいのだから。


「魔王様の為。魔族の為。さっさと人間を滅ほろぼしましょうよ！」


「心配するな。山田」


　しかし、そんな必死で職場環かん境きようの改善を訴うつたえるぼくに、ベラは苦く笑しようしながら優やさしい声でいった。


「確かに今回も、アタシが手に入れたのは、魔界に流れてきた人界からの漂ひよう流りゆう物だ。


　が──今回のは、今までの玩具と違ちがい、マジで重要そうなアイテムなんだ……。恐らく人類の、軍事兵器かなにかだと思う」


　真ま面じ目めな表情でいうベラ。


「軍事兵器ぃぃ……？」


「ああそうだ。見ろ──っ！」


　ベラはそういうと、どこからともなくその〝見せたい物〟を取り出し、ぼく達に見せ付けてくる。


　その取りだされた物を見て──


　ぼくら魔界四天王は、四者四様の声をあげた。


「お、おお！」


「す、すごぉい……！」


「……!!!」


「げぇっ……！」


　感嘆の声をあげているのは、アディ、ユキ、イグナレス、魔界出身の三人。


　思わず絶望の声をあげたのは──もちろん人界出身のぼくだ。


　箱から取り出された物は──ある種、考えうる限り、最悪の物体だった。


　ちえの輪→プチプチ→ルービックキューブに続き、魔界に流れ着いてきたもの。それは──


　赤と白を基調とした、レトロで味のあるボディ。


　本体につながれた、二つの長方形の物体。


　そして本体に突つき刺ささる、ポップなイラストと文字の書かれた小さなブロック。


　それは下手したら、魔界の文化そのものを変えてしまいかねないアイテム……！


　ファ○コンだった。


（なんてこった……！　止めなければ……！）


　ぼくはかつてない危機感を覚え、戦せん慄りつした。


　ぼくですら、中学生のころ、ゲームをやりすぎて、四回ゲーム機を窓から母親に捨てられた経験があるのだ。


　それを、ちえの輪で一週間寝しん食しよくを忘れるような娯楽ハングリーな連中に渡わたしたら……。魔族に人界のゲームが理解できるわけがない、という気もするが、理解できた場合、空前の超ちようブーム、ファ○コンブームが起こる可能性がある。そうなったらどれだけ計画に遅おくれが生じるか……！


　ぼくは魔族とゲームのコンタクトを、全力で阻そ止ししなければならない。


　人類のために……いやなによりぼくが日本に帰るために…………！


「さ、触さわるな！　それに触れてはダメだ！」


　ぼくは凄すさまじい形相で叫さけんだ。こうなったら、ゆとり世代の最強武器、インターネットで身に着けた理論武装ハッタリで、なんとかファ○コンを遠ざけてやる……！


「？　ダメって……なんでよ？」


　そんなぼくを、アディをはじめ、場にいる魔ま族ぞく全員が不思議そうに見てくる。


「これ、どう見ても人界の機密情報じゃない。なんでこれに触るのがダメなのよ。アンタ……もしかして、これについてなんか知ってるの？　魔族なのに？」


「う……！　い、いや。こ、これが何かは詳くわしくは知らんが」


　慎しん重ちようにコトを進めなければならない。


　こいつらとゲームを接せつ触しよくさせないのも重要だが。


　ぼくの正体が人間だということを悟さとらせるわけにもいかない（惨ざん殺さつされるから）。


「し、知らんが。見るからに危なそうなフォルムしてるだろう。だから、魔王軍最高幹部、〝知〟の山田として緊きん急きゆう提言する。


　この物体は、人間どもが、われら魔族に手傷をおわせるため送り込んだ、高性能な爆ばく弾だんの可能性がある、触らないほうが──」


「ないわよ」


　ぼくのハッタリは、いきなり一いつ蹴しゆうされた。


「え……？」


「爆弾の可能性はないわ」


　こっちを見ながら、平然といったのは、雷かみなりのアーディンブルグ。


「な、何故わかる……」


「何故って……爆弾ってことは雷らい管かん使うでしょ？　火薬の点火に使う、金属製の筒つつ。私、雷属性だから、目に見えなくても、ある程度近くにある金属の形とか種類感知できるのよ。これ雷管ぽいの入ってないもん。じゃあ爆弾じゃないでしょ？」


「…………」


　ぼく、閉口。


　や、やっべぇ……しらねぇ。ぼくの知識とか、所しよ詮せんウィキペディアレベルだから、雷管とか、そんなガチの知識まで踏ふみ込まれると、なんもいえねぇ……。


　ク、クソ、ぬかったか。ここで変にモタつくといろいろ怪あやしまれる恐れがある。


　ぼくは慌あわてて路線を変へん更こうする。


「そ、その通り。もちろんこれは爆弾じゃあない。そんなことくらいこの〝知〟の山田にはお見通しだ」


　断言した。


「……ふーん」


「ただ、今回の物体は……それくらい未知の物体だっていいたかったんだ」


　よ、ぼく。


「今までの単純な漂流物に比べて、あまりに構造が複雑すぎる。使い方すらわからない。これほど正体不明のものに、迂う闊かつに触るのは危険だ」


「む……」


「た、確かに……」


　ぼくの話に、ややひるんだ表情を見せる魔族ども。


　計画どーり。こいつら魔族の田舎いなかもんは、この機械が、実はテレビとセットでないと意味をなさないことすら、理解するのに数十年はかかるだろう。


　思い知れ……！　人間と魔族の文明レベルの差をッ……！


「いや……待て」


　その時だった。すごく聞きたくないセリフが聞こえた。


　汗あせをかきながら、ぼくはギギギ、と声の聞こえたほうに顔を向ける。


　そこにいたのは──


　登場からここまで、たったの一言も口を開いてなかった赤あか髪がみの男、イグナレス。


（コ、コイツ……何いきなりしゃしゃり出てきてるんだ!?）


　ぼくが戦々恐きよう々きようとしていると、イグナレスは、ゲーム機についている、黄色のコードを持ち、怪け訝げんな顔つきで、


「この黄色いコード……。どこかで見たことがある」


　……ふざけたことをいいだした。はあ!?


「ウソ!?」


「いっくん！　どこで!?」


「あれは……そうだ、思い出した。一○年くらい前に魔界に来た、黒い、四角い箱。あれに……ちょうどこれをさしてくださいといわんばかりの穴なかったか？」


　やや自信なさげに、しかし泣きたくなるくらい正確な推理を見せるイグナレス。なんでだよ!?


「お──おおおおっ!?」


　そしてそのアディの声で、いっきに魔族どもが息をフキカエシタ。


「そ、そうよ。あ、あった。確かにあったわ、そんな箱！　そんな穴！」


「い、いっくん凄すごいよ！　凄すぎるよ！　完全にお手て柄がらだよ、その発見！」


　まるで財宝へたどり着くための石版のナゾでもといたかのような、すさまじい興奮に包まれる魔族ども。


「騒さわぐことはない。真実はいつも一つだ。じっちゃんの名にかけて……な」


　ピン……コインを弾はじき、渋しぶく決めるイグナレス。


（クッソがぁぁ……！）


　そんな中、ぼくだけが、内心で地じ団だん駄だをふみまくっていた。


（普段喋しやべらんクセに、いきなりしゃしゃり出てデタラメな推理力発揮しやがって……！　なんでこんな時に限って一○年前のテレビとこのファミコンをつなげる……!?　なんなんだお前は？　わざとか!?　わざとなのか!?）


「よーし。さっそくあの黒い箱もってきましょ！」


「あれ、確か雷らい獣じゆうの槍やりが触れると動いたよね？　ついでに雷獣の槍ももってこようよ？」


　頰ほおを紅潮させながら、イグナレスの助言に従い、早くも動き出すアディとユキ。


「くっ……ま、待たれいっ！」


　そんな二人を、ぼくは慌てて止めた。


「あ、あの箱と、この物体。それがつながることも、当然この〝知〟の山田には四、五分前からわかっていた！」


「えぇぇぇ……？」


「そ、それを踏まえたうえで、ぼくは、無意味だといってるんだ！　いいか？　ぼくの推理によると、おそらくあの箱とその物体をつなぐと、画面に、人界の情報が人界の文字で表示される！　お前らに、その文字が読めるのか!?」


「あ、読めるよー？」


　勝負あり、だった。


　もじもじと答えたのは、どちらかというとぼくの味方だと思っていた女、雪のヴォルフォレカだった……。


「…………読めるんだぁ……」


　泣きたかった。


「う、うん。それっ」


　ユキはいうと、ぼくの目に人差し指を向ける。


　瞬しゆん間かん、ぼくの視界が白くなる。


「な、な、何を……!?」


「え？　やっくんがいうから。文字が読めなくても、その文を書いた人が、何をいいたかったか文字から読み取れるオリジナルの魔術……作ったんだけど。今」


「今ぁ!?」


（こ、このガキ。そんなほんやく○ンニャク以上の便利呪じゆ文もんを今のこの一瞬のアドリブでつくったっていうのか!?　無茶苦茶じゃないか……!?）


　驚きよう愕がくしてる間にも、ユキはえい、とかいいながら、アディとイグナレスにもその呪文による補助をほどこしている。


「へぇー、これで人間語読めるんだ？　さすがユキ……創作魔術の天才じゃん」


「悪くないな」


　満足げな二人。


　ダメだ…………。こいつら何でもアリですやん……。


　ぼくはさすがに心が折れて地面に座り込んだ。勝ち目なし。


「決まりだな──では、魔王軍司令官ベラが命令を与あたえる！」


　ベラが満足げに会議のまとめに入った。


「四天王よ。われらが王、魔王の為ために。そして魔界に住む愛いとしき同どう胞ほう達のために。これより全力でその謎なぞの物体に挑いどめ。そしてそこから、有益な情報を入手せよ！」


「ははっ！」


　椅い子すから立ち上がり、その場に勢い良く跪ひざまずく他の四天王三人。


「…………ははっ」


　もはやこうなってはどうしようもない……。


　円えん卓たくから立ち上がり、仕方なく、ぼくも跪き、頭こうべをたれる。





　こうして、今日も魔界四天王の時間は無む駄だに奪うばわれることになったのだった。





　　　　※




「はぁぁ…………」


　ぼくは目の前に広がる光景を見ながら、心底──心底嘆たん息そくしていた。


　ぼくは、こんなところで、なにをいたしておるのだろう…………？


　魔王城作戦会議室。円卓の間。


　円卓の上に、人界ではいまどき珍めずらしい、古くさいブラウン管のゴツいテレビが置かれ。そこに接続されたファミ○ンの映像が映しだされている。


「へぇ！　中々のモンじゃない！」


「す、すごいね……！　どうなってるんだろうこの技術……!?」


「フン……音楽も一流……！　あなどれんな、人間……！」


　目の色を変え、シリアスにファミ○ンの映像にかぶりつく魔王軍四天王三人。


（なんで……なんで魔界でファミ○ンやってるんだぼくは……!?）


　その後ろでぼくはがっくり肩かたを落とす。


（しかも。しかもやるソフトがドラ○エⅠって……何十年前のゲームだよ!?）


　そう。画面に映し出されているのは、国民的王道ＲＰＧの、記念すべき第一作。


　Ⅰはもちろん神作だが、VIIIを一七周クリアしてるぼくにとっては、映像のギャップがあまりにもすごすぎる。


　画面の中では、魔王を倒たおすべく選ばれた勇者（主人公）が、王にそれらに関して説明を受けている──。


　どっ。


　その瞬間、なぜか、四天王の間で笑いが起こった。


（え……？　ドラ○エのオープニングに笑いどころとかあったっけ……？）


　不思議に思いつつ、ぼくは三人の会話に耳をかたむける。


　すると──


「魔ま王おう倒すって！　どんだけ奇きをてらったストーリーよ!?」


　爆ばく笑しようするアディ。


「た、確かに。ちょっと斬ざん新しんすぎるね……これじゃ感情移入しにくいし……基本どおり、神を倒す魔族のストーリーにして欲しかったかも」


　不満げにユキ。


「ふう……これでは期待できそうにはないな」


　落らく胆たんの息を漏もらすイグナレス。


（こんの……馬ば鹿か魔族どもがっ！）


　ぼくは呆あきれ返った。


（Ⅰのシナリオは、シンプルだけど、そこに冒ぼう険けんのワクワク感、わかりやすさ、感動、熱さ、ぜんぶつまってる一作目にしてある種完成された神シナリオなんだよッッ!?）


　熱弁をふるいたい。ふるいたいが──ぼくはぷるぷると拳こぶしを握にぎり締しめ、じっとこらえた。


　ぼくは魔族。〝知〟の山田。いきなりドラ○エの良さを熱弁するわけにはいかない……！


　人間じゃなくて、魔族がドラ○エやってるんだ……。ある程度の文化の違ちがいは受け流すしかない……！


　ぼくは画面に視線を戻もどす。


　現在、コントローラーを握っているのはイグナレスだ。


　イグナレスは、もともとなんでもそれなりに器用にこなすほうだが、恐おそろしいことに、ドラ○エもそれなりにこなしていた。


「なるほど……戦せん闘とうはターン制。すばやさのパラメーターが高いほうが先制攻こう撃げきか……。ゲームバランスが少々シビアだな。もう少し攻撃力──いや防ぼう御ぎよ力を……」


　ぶつぶついいながら、店で武器防具を買うシステム、装備という概がい念ねん、そして初戦闘……それらの難関を、なんの苦もなくクリアしていくイグナレス。……コイツこんなに饒じよう舌ぜつな奴やつだったっけ？





　イグナレスのゲームプレイは至し極ごく順調に進んだ。当然、ゲームのお約束を知ってるぼくには劣おとるが、しかし、下手なゲームアレルギーの人間より、はるかにスムーズなプレイだった。


「しかし……この魔王軍、馬鹿よねぇ」


　そんなプレイをダラダラと見ていると、同じく画面を見ているアディが唐とう突とつにぼそりとこぼした。


「ん？　なんでだ？」


　気になって聞くぼく。


「ん？　いろいろあるけど……。まず第一に、この勇者とやらに、律りち儀ぎに一対一で戦いを挑む意味がわかんない」


　ばっさり言い放つアディ。


「本気で討つ気なら。街だろうがどこだろうが押しかけて、囲んで袋ふくろ叩だたきにしないとさ」


「あ……あぁ……」


　た、確かに、リアル魔王軍の立場から見れば、そういいたくなるのもわかるが……。これゲームだしなぁ…………しかも魔王側のクレームいわれても……。


「で、でも、それいったら、魔族の配置にもちょっと疑問残るね？」


　お菓か子し（なんか得体の知れない小骨）をポリポリかじりながら、遠えん慮りよがちにいったのはユキ。


「なんで、こんな危険分子に対して、レベルの低い順番に魔族ぶつけちゃうんだろう……？　そのせいで、結果的に、勇者さんの成長をうながすハメになっちゃってるし……この魔王軍には四天王いないのかな？　私らだったら、勇者さんが最初の城出た瞬間、四天王全員で総攻撃しかけて、やっつけちゃうのにね」


　心底不思議そうにいうユキ。いや……そりゃそうだが。だから、最初の街を出た瞬間、四天王全員に総攻撃される無理ゲー、ゲームとして成立しないから……。


「む……!?」


　と、そんな中。イグナレスが操作していた勇者が、画面内で死亡し、イグナレスが悲鳴をあげた。


　序じよ盤ばんの洞どう窟くつの中にいる、姫ひめを守る緑のドラゴンに無む謀ぼうにも戦いを挑んでしまい、火か炎えん攻撃であっけなくひねり殺されたのだ。


「チ……なんだこのゲームバランスは……何な故ぜたかがドラゴンがここまで強い……!?　　アイツらの魔力なんて、せいぜい８００００ぐらいだろう……!?」


　イグナレスはいかにも四天王らしいキレ方をしている。


「まぁいい。敗北は敗北だ。次……誰だれかやるか？　山田やるか？」


　そしてイグナレスは、ぼくを見ながら暗い声でそういってきた。


「え？　ぼ、ぼく？」


「あぁ。お前、なんかうまそうだし」


「べ……別にいいけど……」


　かなり前とはいえ、ぼくは一応、Ⅰは何度かクリアしてる。だいたいのルートは覚えてる。


　まぁもちろん、あまりうまくプレイすると怪あやしまれるし、やるからにはほどほどに下手にやるつもりだけど…………


　というわけで、ぼくはイグナレスからコントローラーをがっちりと受け取った。


「……待って」


　が、その瞬しゆん間かんだった。


　なにやらアディが、やや不ふ機き嫌げんなカオで口を開いた。


「イグナレス。あんた人界の道具に挑ちよう戦せんして、無様に敗れといて、なんの責任もとらないつもり？　それでも魔王軍最高戦力四天王なの？」


「ぬ……!?」


　その言葉に、イグナレス、そしてぼくは思わず息をのんだ。


　お、おいおい。


　た、たかがゲームで、なにをいいだすんだコイツは……？


　アディは続けた。


「それはあんたを四天王に選んだ魔王様への裏切りだわ。敗れた者には、なんらかのペナルティがあたえられるべきよ」


「た……確かにそうかもしれんが。じゃ、じゃあ、どうしろというのだ……？」


　やや焦あせったようにイグナレス。


「うぅん……じゃ、こうしましょ」


　アディは、ぴっ、と人差し指をたてながら提案した。


「幸い、この物語に出てくる魔族は、いまのところすべてこの城に実在してるわ。それを利用して、勇者が死んだ場合、プレイヤーは、勇者の死亡した状じよう況きようを追体験しなければならない、というルールを設けましょうよ」


「は……はぁぁ!?」


　アディの思わぬ提案に、ぼくは耳を疑った。


「そ、それってつまり。たとえばいまのイグナレスみたいに、ドラゴンの火炎で死んだら、プレイヤーも現実世界でドラゴンの炎ほのお浴びるってことか!?」


「そういうこと」


「どんな死のゲームだよ!?」


　カ○ジかよ!?


　しかしアディは、ぼくの意見に耳をかさず、肩をすくめた。


「なーにいってんの。これでもペナルティとしては軽いほうじゃない。普ふ通つうの魔物の攻撃じゃ、私達の身体からだはほとんどダメージなんか負わないじゃない」


「い、いやいやいや……！」


　お前らはそうでも、おれの身体は深刻なダメージ受けるんだよ！


「フン……面おも白しろい」


　が──焦っているのはぼくだけだった。


　ピーン……またしてもコインを弾はじきながら、


「どうも緊きん張ちよう感がたりないと思っていたんだ。いいだろう。そのルール、のった。魔王様への忠誠を示すためにも、ひとっぱしりドラゴンに炙あぶられてくるとしよう」


「え……えぇぇっ!?」


　驚きよう愕がくするぼくを尻しり目めに、イグナレスは、まるで銭湯にでもいくようなノリで、軽い足取りで円えん卓たくの間から出て行く。


「そっか、そうだよね……」


　そんな中、ユキも、決意を固めたように呟つぶやく。


「これ、おもちゃじゃなくて、人間達からの挑戦状みたいなもんだもんね。ちょっと怖こわいけど……それくらいの気き概がいでプレイするのが正解だよね」


　眠ねむそうな目で、ぼんやりそう言い放つユキ。


　いや……これ、人間達からの挑戦状じゃなくて、おもちゃだから！


（えらいことになってきた…………！）


　ぼくは内心で頭を抱かかえた。


　だから魔界でファミ○ンなんかやりたくなかったんだよ！　やっぱファミ○ンは家で一人でやるのが一番だ……！


「さ。それじゃ、続きを始めましょっか？」


　そんな中、アディが無情に宣告。


「やっくん……頑がん張ばってね！　死なないで！」


　そしてユキがぼくの手元を見ながらいう。


「え……？　ぼく？」


　ぼくは、その視線をおって、自分の手元に視線を落とした。


　そこには──さっきイグナレスからしっかり受け取っていた、ファミ○ンのコントローラー。





　絶対に負けられない戦いがそこにはある──。





　ぼくの脳のう裏りで、誰かがどこかで聞いたことのあるようなフレーズを叫さけんでいる。





　　　　※




「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ…………！」


　そして、ぼくのゲーム人生でもっとも過か酷こくな時間は幕をあけた。


　主人公の死亡は絶対に許されない──


　しかしあまりに完かん璧ぺきでは、他の四天王に怪しまれる──


　生かさず、殺さず、時にギリギリに、時に楽勝に、到とう底てい既きプレイとは思わせないドラマチックな冒ぼう険けんを、こめかみから血が出そうなまでに頭を回しながら自演で展開し続ける。


　動画サイトとかに投とう稿こうしたら、すごい再生数になりそうな冒険だった。


「す、すごいじゃない山田……！」


「壮そう絶ぜつな旅だよこれ……！」


「…………！」


　他の三人も、その冒険に惹ひきつけられているらしく、宝箱の位置やら、自分達で考えた今後の展開などを、ぼくに後ろからアドバイスしてくるが、正直ぼくにはそれを聞いている余よ裕ゆうはなかった。（ちなみにイグナレスはドラゴンに炙られたが、火属性なので、むしろ元気になって即そく戻もどってきた）


（えーと。コイツの体力値は八○だから、勇者の攻こう撃げき力とレベルからダメージを逆算して──）


　頭の中で見たこともないような複雑な数式が組み立てられていく。


　命がかかったゲーム、これほどのプレッシャーがかかるとは…………！


　そして、何時間たったのだろう。


　一時間か──


　三時間か──


　五時間か──


　ぼくは苦労に苦労をかさね、とうとう最終目的地である魔ま王おうの城にたどり着いていた……。





（ここまでくれば大だい丈じよう夫ぶか…………!?）


　集中力も限界に近い。ぼくは万ばん全ぜんを期す為ため、一息つこうと、いったんコントローラーを円卓に置く。


「悪い。少し休きゆう憩けいさせてくれ」


　ぼくは後ろの三人にそう言葉をかける。


　が────


　そこには、少し拍ひよう子し抜ぬけの展開が広がっていた。


　ぼくの後ろで、ずっとぼくのプレイを見守っていたはずの三人は、いつの間にか円卓から姿を消していた。


　それどころか。円卓の間の明かりが消えている。


　ぼくは気づいていなかったが──


　ぼくはいつからか、ずっと一人でドラ○エをやっていたらしい。


「な……なんだよ。見るなら、最後まで見てろよ……」


　ぼくは、なんとなく面白くないような、拍子抜けしたような、複雑な気分で呟いた。


「もしかして…………交こう替たいしてやったほうがよかったのかな……」


　一いつ瞬しゆん考えるが……しかしそれはぼくにはわからなかった。


「まぁ、でも、いっか……。これなら、気楽にプレイできるし……」


　暗い円卓の間で、ぼくは再びピコピコと勇者の冒険を再開させた。


「……………………」


　無言でプレイ。


　円卓の間には、不気味なラストダンジョンのＢＧＭが鳴り響ひびいている。


「……そういや、前も同じようなことあったっけな……」


　ぼくは日本にいた頃ころの生活を思い出し、呟いた。


　ぼくの周りの友達も、昔は、みんな、ぼくと一いつ緒しよにゲームをやっていた。


　しかし──しかし。


　小学校五年から六年にあがる時。


　小学校から中学校にあがる時。


　そして受験を経て、高校にあがる時。


　年を重ねるごとに、ぼくの周りからは、一緒にゲームをやる友達や、異世界に夢中になる友達が、一人、また一人とどんどん減っていった。


　そして最後の一人もぼくの前からいなくなった時──


　ぼくもそういうことから卒業することに決めた。


　納なつ得とくするしかなかった。


　人生というのは、こんなもん。


　異世界での大冒険も、世界の命運をかけた戦いも、そしてなにより──一緒にそういうものに憧あこがれてくれる友達すら、この世には存在しない。


　そんなに甘っちょろいものに期待せず……日々淡たん々たんと、強く、一人で生きていかなくちゃいけないんだ──と。


「う…？　くそ……」


　なんだかしらないが、いきなり視界がにじんできて──ぼくは慌あわててそれを腕うででぬぐった。


「馬ば鹿か……アホ……なに泣いてんだ……?!」


　元いた世界が恋こいしいからなのか。それとも、どこの世界にいっても、同じようなことをしてる自分に嫌いや気けがさしたのか。わからない。わからないが、なんか、こらえきれないくらい悲しい気持ちが全身を回り始める。


「くっ…………」


「あれ？　明かり消えてるじゃん」


　が──そんな中だった。


　いきなり、後方でそんな声が聞こえたかと思うと。


　パッ──円卓の間に明るさが戻った。


　ぼくはギョッとして、声の聞こえたほうに視線を向ける。


　するとそこにいたのは──


「はあ……？　あんた、なんで目ぇ赤くしてんの……？」


「う、うそ……もしかしてやっくん、なんか感動的なイベントに遭そう遇ぐうしたんじゃ……」


「ふ、ふざけるな山田……！　何な故ぜ俺達を呼ばん!?」


　不思議そうにぼくを見つめる、ユキ、アディ、イグナレスの姿。


　三人は、各おの々おの手になにかを持っていた。


「お、お前ら……？」


　ぼくは事情がわからず、目をこすりながらうろたえる。


「なにやってんだ……？　部屋に戻ったんじゃ……」


「はあ～？　なにいってんのあんた？　なぁんも話聞いてないわね……」


　呆あきれるように嘆たん息そくするアディ。


「やっくんが疲つかれてるみたいだったから、ゴハンつくってきたんだよ……」


　笑え顔がおでユキ。


「そ……そうだったのか……？」


　ぼくはほんとにまったく話を聞いてない自分を恥はじた。


「仲間ががんばってるのに、俺達がそれを見捨てるハズがないだろう」


　コインを弾はじきながら、平然といったのはイグナレス。


（な……仲間って……）


　ぼくは──混乱した。


　そんなこと──人間界時代も含ふくめて、生まれて初めていわれた──。


　ぼくは、こいつらとさっさと縁えんを切って、人間界に帰りたいと思ってただけなのに……


　こいつらのこと仲間などと微み塵じんも思っていないのに……


　こいつらは、ぼくのこと、仲間だと思ってるっていうのか……？


「さぁ。さっさと続きやりましょ」


「あと少しで終わりなんだよね？」


　三人が、再び円えん卓たくにつき、ぼくのプレイを見守る態勢に入る。


「…………」


　ぼくは少し考えて──


　ふりかえった。


「あ……あのさ」


「？」


「アディとユキ、まだこれやってないじゃん。ここまできたら、四人でクリアしたいし。お前ら……交替するか？」


　もしかしたら、ルール的に却きやつ下かされるか……？　と思いつつも、ためしにきいてみるぼく。


　そんなぼくの言葉に対する二人の反応を────


　ぼくは一生、忘れられないだろう。


「や──」


「やったぁぁぁぁぁぁ！」


　二人は──まるっきり小学生のように無む邪じや気きに破顔し、跳とび上がった。そんな二人の表情を見るのは初めてだった。


「い、いいの!?　やっくん!?」


「え？　あ、あぁ……ぼくは別にかまわないけど……けどいいのか？　主人公死んでないのに、交替して」


「ばぁか。主人公が死ななければ交替できない、なんてルールは誰だれも決めてないわよ。あんたがあまりに怖こわい顔でやってるから、誰も替かわって欲しいっていいだせなかっただけじゃん」


　憮ぶ然ぜんとアディ。




[image: ]


「あ……そ……そういやそうか……」


　てことは、ぼくはただコントローラーを独り占じめしてたイヤな奴やつと化してたってことか……。





　その後、ユキとアディは交替で、ラストダンジョンを突つき進んだ。


　ユキは異様にうまかったが、逆にアディは異常なほどゲーム音おん痴ちだった。


　ぼくは久しぶりに、他人がプレイするゲームを後ろから見て、応おう援えんした。


　ゲームは、家で一人でやるのが一番だと思っていたが。久しぶりに大勢でやると、なんか……思ったより悪くない気がした──。





　　　　※




　そして翌朝────


　ぼくらは、つきっきりで挑いどんでいたド○クエⅠを、とうとうクリアした。


　ユキが死に、アディが死に、最終的にクリアしたのはイグナレスだった。


　ゲーム内の世界に平和が戻り、そして、画面にスタッフロールが流れる。


「フン……思ったより悪くなかったわね…………」


　もはや涙なみだぐみながら、なんだか思い出を振ふり返るような口調で、アディ。


「そうだね、最初は、奇きをてらいすぎかとおもったけど……」


　同じくやや潤うるんだ目でユキ。お前、さっきといってること真逆じゃねーか。


「フン……シナリオも悪くなかったな。シンプルだけど、そこに冒ぼう険けんのワクワク感、わかりやすさ、感動、熱さ、ぜんぶつまってた、ある種完成された魔まシナリオだった」


　同じく感動した様子でいうイグナレス。こ、こいつ。ゲーム歴一日のクセに、ぼくとほぼ同じレビューにたどり着くとは……！　魔シナリオって、神シナリオってことだよな……？


「やれやれ……」


　ぼくもそのスタッフロールを見ながら、ようやくホッと一息ついた。


　なんかいろいろあったが、なんとか命の危機は脱だつしたな。もうファミ○ンのソフトが魔界にまぎれこんでくる、なんて珍ちん事じはそう簡単に起こらないだろうし。これでしばらく、勇者が死んだらプレイヤーも死ぬ、なんて絶望的状じよう況きようには陥おちいらないだろう。そして仕事もはかどるってもんだ。


「おーい」


　四人でスタッフロールをながめていると。円卓に、来訪者の声が鳴り響いた。


　見る。そこにいたのは、司令官ベラだった。


「どうだった？　今度の異物は？　なんかわかったか？」


　その質問に、ぼく達は顔をみあわせる。


　三人が、ぼくに答えろ、と目でうながしてくるので──仕方なくぼくは立ち上がって答えた。


「え、えぇ。これはどうやら、人間どもの映像を使った娯ご楽らくのようです」


「ふーん……。面おも白しろかったか？」


　再び顔をみあわせる四天王。全員、うなずいている。


「えぇ、まぁ…………いろいろ考えさせられる内容ではありましたけど……」


　──例えば、滅ほろぼさなくちゃいけない、とかたくなに思ってたけど。実は四天王こいつら、けっこういい奴なんじゃないのか、とか…………。


「ふーん。いいじゃん」


　満足げにうなずくベラ。


「じゃ、引き続き、調査頼たのむわ」


　そしてベラは──満面の笑みでいった。


「……はあ？」


　一いつ瞬しゆん意味がわからず、首をかしげるぼくら。


「ひ……引き続き、とは？」


「ん？　いや、だから。昨日、一いつ緒しよに流れてきた、他の異物も、調査してくれっていってんだよ」


　いうとベラは、やはりどこから取り出したのか、巨きよ大だいなダンボール箱を円卓の上に置く。


　そしてその中をのぞいたぼくらは──四者四様の悲鳴をあげた。


「おおっ！」


「ああっ！」


「む……！」


「げぇっ!?」


　感嘆の声をあげているのは、アディ、ユキ、イグナレス、魔ま界かい出身の三人。


　思わず絶望の声をあげたのは──もちろんぼくだ。


　ダンボール箱に入っていた物。いや、詰つめ込まれていた物。それは──数百本に及およぼうかという、中古のファミ○ンのカセット。


「ちょ……これ、ぜんぶクリアしろっていうんですか!?」


「ああ。よろしく頼むわ。じゃなっ」


　去っていくベラ。


「仕方ないわねぇ。ま、体力的には、あと一〇〇日ぐらいは徹てつ夜やできそうだし。んじゃ…………また死んだら、主人公の死に様追体験するってルールで、やってみましょっか」


　肩かたを鳴らしながらアディが手に取ったのは、、スペラ○カー、ほしをみる○と、魔○村…………といった類たぐいの高難易度ゲーム。


「終わったな……」


　絶対に負けられない戦いがそこにはある──。


　ぼくの地じ獄ごくはまだ終わりそうにない。





　こんな感じで……


　ぼくの四天王ライフは始まっていた。






　第二話　恋愛相談と四天王







『四天会議』。


　参加できるのが、魔王軍六六六万の魔族の頂点中の頂点、魔王を除いたＮｏ．１～５にあたる魔族だということ、遥はるか古代より続けられてきた由ゆい緒しよある会議であるということ、そしてなにより、『人類抹まつ殺さつ計画』は、そこで話をつめない限り、永遠に前進しない──魔界にとって、非常に高貴で重要なる会議。


　だからこそ。


　だからこそ、である。


「悪い……最近疲つかれたまってるし。九九％幻げん聴ちよう、もしくは聞き間ま違ちがえだと思うんだけど。二、三、確かく認にんしていいか？」


　ファミ○ン騒そう動どうもひとまず一段落し。


　久々に、まともに行われることになった『四天会議』の開始早々。


　円卓の間で。ぼくは周囲にいる三体──その中でも、特にリーダ面づらをしている女、アーディンブルグ──に、ゆっくり事情説明を求めた。


「ったくどんくさいわね……これだから新入りは」


　そのぼくの質問に、ハイレグ女アディは、ハァ、と嘆息し、


「まぁでも私は寛かん大だいだから質問を許可してあげる。どうぞ？」


　さもめんどくさそうにそう告げてくる。……どうも。


「んじゃ、まず質問、その①。ぼくら魔王軍最高戦力『四天王』の最終悲願ってなんだっけ？」


「？　『人類抹殺』？」


「正解。なんで語ご尾びに〝？〟ついた？　今。


　んじゃ、質問、その②。僕らが最近ファミ……人類側の『軍事機密』ヤリまくってたせいで全然進んでない計画の名前なんだっけ？」


「えぇ……何それ。んー……難しすぎて全然わかんないけど。もしかして……『人類抹殺計画』？」


「正解。〝もしか〟しないよね。どう考えても……！


　じゃあ、最後、質問、その③！　そんな状況に置かれてるぼくらが、今日この『四天会議』で話し合わなければならない議題って……一体なんだ!?」


　ぼくは、祈いのるような気持ちでアディに詰め寄ったが……


「だからそれはさっきいったとおり……」


　アディは、きょとん、とした顔でぼくを見たまま……こういうのだった。





「うちの部隊のキメラ。通つう称しようキメコの〝恋こいの悩なやみ〟についてでしょ？」





「なんでやねん!?」


　思わず関西弁になりながら、手元にあった資料を円えん卓たくに叩たたき付けるぼく。


　どこの世界に、キメラの〝恋の悩み〟について真しん剣けんに討論する『四天王』がいるんだよ!?


（一体……いつになったら仕事するんだよ、こいつらは!?）


　魔王城の最さい奥おう、『円卓の間』の円卓につっぷしながら。


　ぼくはままならない自分の『似え非せ異世界冒険譚たん』をひたすらに呪のろうしかない。








　改めまして……もう一度軽く自己紹しよう介かいしておこう。


　ぼくの名前は山田。少なくとも、ファンタジーものの主人公には絶対向かない名字を持つ、能力・性格的にもわりと普ふ通つうの、何の面白みもない、ごく一いつ般ぱん的な一五歳の男子高校生である。


　いや……まぁ。魔界で四天王やってる時点で、既すでにごく一般的な一五歳の男子高校生という定義からは外れつつあるんだが。


『四天王』。


　そう。ぼくは今、何故か、魔界で『四天王』をやっている。


　例のスズメ曰いわく、それは人類を救う為ため、ということだが……


　ちなみにあのスズメのいう、人類を救う段取りとは、こうだ↓







　①四天王として、魔王軍の『人類抹殺計画』進行を補助、最終段階にまで移行させる。


　②すると、眠ねむりについていた魔王が復活、出現する。


　③その魔王を倒たおす。魔王が死亡すると同時に魔族消しよう滅めつ。人類に永久の平和が訪おとずれる。


　④任務完かん了りよう。普通の高校生山田、無事、日本に帰れる。







　……なんでほっといても目覚めるはずの魔王を無理やり起こしてまで、今、魔族を根絶しなければならない理由もますますよくわかんないし……


　特とく殊しゆ能力なんざ、何一つもってないぼくが、どうやって魔王を倒せるのか？


　それもよくわからないが……


　しかし正直いって、その辺の細かい部分はぼくにはどうでもよかった。


　それより、今、この段取りで、ぼくにとって重要なのはまずは①。


　つまり、四天王として、魔王軍の『人類抹殺計画』進行を補助、『人類抹殺計画』を最終段階にまで移行させること。





　だからこそ、である。


「オカシイだろ!?　人類抹殺と、キメコ？　……明らかに人類抹殺のほうが、急を要するよな!?」


『人類抹殺計画』そっちのけで恋愛相談になだれこむこんな展開容よう認にんできるか！


　ドンッ！


　ぼくは円卓を叩き、強きよう硬こうに反論した。が。


「こっちも急を要するのよ！」


　ドンッ！　ビキキッ！　アディは、ぼく以上に、円卓を叩き割るほどの勢いで、ビックリするぐらい自信満々に反論してきた。え……えぇ……？


「あんた……キメコがこの問題のせいで、どんだけ傷ついてると思ってんの!?」


　真剣すぎる眼まな差ざしでアディ。


「これが原因でキメコ辞やめちゃったらどうすんの？　キメコはうちのムードメーカーだし……軍内の結けつ婚こんしたい合成魔族部門で四年連続四位の逸いつ材ざいなのよ!?　辞められたら困るでしょうが！」


　いや……　知らんがなっ！


　ぼくは正直思った。


　キメコって誰だれかも知らんし！


　ムードメーカー気質ってことも知らんし！


　結婚したい合成魔族部門で毎年四位ってことの凄すごさもいまいちわからんし……トータル、ぜんぜん、重要性伝わってこねぇ！


「お、おい……お前らもなんとかいってくれよ……！」


　このままではラチがあかない。ので、ぼくは、アディ以外、話がわかる──かもしれない、ユキとイグナレスに助けを求めてみることにした。


「で、でも……確かに今回は、あっちゃんのゆってることも、まちがってないかも……」


　が。俯うつむき、真っ白な頰ほおを赤く染めながら予想外のことを意見してきたのは、超ちよう内気な少女、雪のヴォルフォレカ、通称〝ユキ〟。


「え、えぇぇ……？　お、お前……」


「だ、だって。ジンルイマッサツも大事だけど……今、目の前で困ってる部下のコ助けるのも、大事じゃないかな？　わたしら、一応、上に立つ四体なんだし……！」


　ますます俯きながら、しかしそのわりにいうことだけはハッキリいうユキ。


　う……なんか正論ぽいことを……！


　と、少したじろいでいると、


「あ、でも……ごめんね。やっくんも、わたしみたいなポンコツに、そんな偉えらそうなこと、いわれたくなかったよね……？」


　さらにユキは顔をあげ、何故か今にも泣きそうに潤うるんだ瞳ひとみで、ぼくにそう続けてきた。


「え……？　いや、別にそんなことは──」


「わたし、ダメだね。部下はかばえるのに、やっくんの心は気き遣づかってあげられなかった。四天王失格だ……」


　なんか一人で勝手に盛り上がってるユキは、涙なみだをぽろぽろ流しながらそう呟つぶやくと、


　ヴンッ！


　右手に氷の剣を出現させ、ザンッ！　それをいきなり、思い切り自分の心臓に突つき立てる。


「え……えぇぇぇぇぇ!?　オィィィ!?」


　基本ネガティブなユキだが、ここまで暴走したのを見たのは初めてだ！


　ぼくは本気で狼ろう狽ばいしながら円卓から立ち上がったが──その心配はなかったらしい。


　パリンッ。氷の剣は、ユキの心臓にささってはいなかった。氷の剣は、ユキの持つ圧あつ倒とう的な基本防ぼう御ぎよ力の前に、触ふれた先から、ガラス細工のように粉々に砕くだけ散っていた。


「ううっ！」


　それを見て、ユキはますます泣き出した。いや……


「氷属性の剣じゃ、わたしにかすり傷すら与あたえられない！　反省すら下手だなんて！　それがわたし、雪のヴォルフォレカ！　可お笑かしいね……ねぇ、みんな、可笑しいね!?」


「…………」


「…………」


「…………」


　誰も可笑しくなかった。何この茶番。


　もうさりげなくユキのことはスルーすることにした。


「お、お前は？　イグナレス……」


　ぼくはやや疲れながら、最後の希望、イグナレスに聞く。


　イグナレスは閉じていた目をゆっくりと開き、


「……悪いが。オレは自分の意思や、執しゆう着ちやく、欲望、そういう低てい俗ぞくなものを捨て去った存在。どちらでもいい。意見を仰あおぎたいなら俺ではなく、こいつに聞け」


　突とつ然ぜん求ぐ道どう者のような口調でそういうと──ピンッ、ポケットの中から取り出した一枚のコインを指で天てん井じように向け弾はじいた。


「表なら人類抹まつ殺さつ計画に。裏ならキメコの恋の悩みに手を貸そう」


　そしてそう宣言すると、弾いた手でコインをキャッチ。手の甲こうにのせ、コインの向きを見る。


　すると現れたのは──魔ま王おう軍のエンブレムが描かかれた面。


「……裏だ」


　短く、イグナレス。


「……なぁ」


　頭痛と共に、ぼく。


「？　なんだ？」


「そのコイン、ぼくが知る限り毎回裏のような気がするんだが……気のせいか？」


「……。おっと」


　指し摘てきした瞬しゆん間かん、ジュッ。イグナレスの手から、コインが蒸発して消えた。


「悪いな。少しばかり平熱が高い体質でな。長時間物を持てないんだ」


「…………」


　君、この前のドラ○エの時、死ぬほど長時間コントローラー握にぎり締しめてなかったっけ……？　あれオリハルコンででも出来てたの!?


「決まりね」


　そしてそんなユキとイグナレスのリアクションに、満足そうな嘆たん息そくまじりにいったのはアディ。


「ま、ほんとは決をとるまでもない二択たくだったけど。山田以外がまともな思考持ちでよかったわ。さぁ、キメコを呼んでちょうだい。魔王軍最高戦力四天王による、緊きん急きゆう恋れん愛あい相談会を始めるわよ!!」


　アディが吼ほえ、円えん卓たくの間の扉とびらの外に待機していた魔物が、どこかへ駆かけていく音が聞こえる。


　魔王軍最高戦力、四天王。


　どうやら今日も、まともに四天王をやる気はなさそうである……。







　　　　※




　というわけで、何な故ぜか、部下の〝恋こいの悩なやみ〟とやらを聞く羽目になってしまったぼく。


　何故魔界にまで来て、こんなガラにもない、むしろ人間界でやったことないような甘あま酸ずっぱいことをしなければならんのか……


　不満はいくらでも噴ふん出しゆつしたが──ゴネても仕方ない。


　まぁ、やったことないから知らんけど、恋の相談なんて、一時間もあれば終わるだろうし……ここは大人しく従ったフリして、さっさとコイツら満足させて、『人類抹殺計画通常業務』に戻もどるとするしかないよな……


「それじゃ、最初のキメコ、中入れて」


　ぼくのそんなぬるい妥だ協きようを打ち砕いたのは、耳に入ってきた、アディのそんな一言と、開かれた円卓の間の扉の向こうに広がる、異様な光景だった……


「え……？」


　呆あつ気けにとられた声を出したのは、ぼく。


　開かれた扉から、おずおずと中に入ってきたのは──


　ヤギと、ヘビと、ライオン……それら三種の動物の顔面が、串くしだんごのように、トーテムポールのように三つ縦に重なった、奇き怪かいな生物。


　そのすぐ後ろに──


　ヤギと、ヘビと、ライオン……三種の動物の顔面が、串だんごのように三つ縦に重なった、奇怪な生物。


　そのまたすぐ後ろに──


　ヤギと、ヘビと、ライオン……三種の動物の顔面が、串だんごのように三つ縦に重なった、奇怪な生物。


　そしてその後ろにも──


　ヤギと、ヘビと、ライオン……三種の動物の顔面が、串だんごのように三つ縦に重なった、奇怪な生物。


　その列は、延々と伸のびている。


「お、お、お……おい！」


　ぼくはいきなり目の前で展開されたそのシュールかつ恐おそろしい光景に、狼ろう狽ばいした。


「なんだこの光景!?　なんかキメコいっぱいきたぞ!?　どれがキメコだ!?」


「はあ？」


　ぼくのその質問に、四天王三体は呆あきれ顔。


「どれって。どれもキメコよ。みんなキメコ」


「はあ!?」


「お前……いまさら何いってんだ？」


　ピーン、と意味もなく手の中のコインを飛ばしながらいったのは、イグナレス。


「キメラは俺達みたいな単一魔族オリジナルじゃないし……魔王軍ウチにだって二○○体ぐらい所属してるじゃないか」


「いや、そりゃわかるけど……」


　つまりあれだろ？　姿形は一いつ緒しよだけど、個体は違ちがう、ゲーム風にいうところの、キメラＡ、キメラＢ、キメラＣ、キメラＤ……みたいな話だろ？


「キメコなんていうから、その山ほどいるやつらの中でも、特別仲がいい一体に限定されてんのかと……」


「そりゃまた勝手に思い込んだわね。ウチらは、キメラって種族自体をキメコって呼んでんのよ」


　ハッ、と何故か勝ち誇ほこったような笑えみでいってくるアディ。くっ……腹たつわぁこの女。何のメリットがあってそんな意味不明な風習つくってんだ……！


　だいたい、本場の魔界のキメラって串だんご形なのかよ……？　なんかゲームとかに出てくるキメラとだいぶ違うんですけど……。


「じゃ、じゃあ、恋れん愛あい相談ってどうすんだよ……？　キメラ族全員が、一いつ斉せいに恋の悩み抱かかえてるわけじゃないだろ……！」


「ところがそうでもないわ。今、キメラ族は交配期だしね。みんなそろそろいろいろ悩み始めた頃ころじゃない」


「マジかよ……！」


　なんかやだ、そんな横並びスタートの恋愛。


「だから、けっこう急を要する問題っていってるじゃない。二○○体の部下が一斉に恋に悩み始めたのよ。組織としてけっこうな危機でしょ？」


「ま、まぁ、確かに……」


　万が一、二○○体一斉に仕事をストップでもされたら相当問題だ。


　……ってまぁぼく人間なのに、何でこんなに本気で魔王軍のこと心配してんだって話だけど……。


「ってなわけで、ちゃんと親身になって相談にのりなさいよ。いっとくけど、こういう時に役立つのも、〝知〟の称しよう号ごうを持つ者の役目なんですからね！」


「わ、わかったよ……」


　というわけで、規模がデカイのかそれとも小さいのか……


　四天王ＶＳキメラ二○○体のガチンコ一本勝負の幕が開けた──





　　　　※




『最近、なんか彼とのデートがマンネリ気味で……』


　キメラ達が抱えてるのは、例えば、そんな妙みように人間臭くさい悩み。


　それに対する四天王の返しは……正直ショボかった。


「んー……別れれば？」


　元〝知〟の称号を冠かんしていた四天王アーディンブルグは、その経歴を微み塵じんも感じさせないほど短たん絡らく的で簡素な答えを返し。


「ダ、ダメだよ別れちゃ。魔王様は、乗り越こえられるコにしか試練を与あたえないんだよ！　今は辛つらいかもしれないけどもう少し頑がん張ばればきっと──ってわたしみたいなおちこぼれが何語ってんだろうね……可お笑かしいね。……気にしないで。わたしのことは、路ろ傍ぼうの氷とでも思ってくれれば……」


　──やはりユキは、誰だれも何もいってないのに、何故か一人で果てしない闇やみの底へゆっくり沈しずんでいき。


「悪いが興味がない。表なら関係を続け。裏なら別れろ。


　……裏だ。別れろ」


　そしてイグナレスは、相変わらず裏しか出ない超ちようイカサマくさいコインで、適当にアドバイスを送っている。


「あ、あ、あのさ……」


　こんな茶番適当に終わらせて、さっさと『人類抹殺計画通常業務』に戻りたかったぼくだが……予想以上に受け答えが雑なので、何体目かの相談の途と中ちゆうで、いい加減黙だまって見てられなくなってきた。


「お、お前ら……それ、相談のってる意味あんのか？」


　そんなんだったら、相談しないほうがマシなんじゃ……？


「ていうかお前ら……そもそも、他者の相談のれる程ほど、恋愛経験豊富なのか？」


　段々、そこすら不安に思えてきた……ぼくは確かく認にんしてみる。


「あ……当たり前でしょ！　この美び貌ぼうにこの性格よ！　超恋愛経験豊富よ。妖よう婦ふだとか毒婦だとか魔ま性しようの女なのよ、私は！」


　何故か自分のことを必死に妖婦アピールするアディ。


「え？　う、うそ、すごい！」


　それに感嘆の声をあげたのはユキ。


「あっちゃん、昔から、仕事終わった後とか、休みの日とか、誕生日とか、ずっとわたしの部屋で一人でヤケ食いしてるし。てっきりわたしと一緒で、彼氏とかいないんだと思ってた！　すごいね、あっちゃんは、やっぱりわたしとは違うんだね!?」


　ユキは尊敬の眼まな差ざしをアディに向けてるが、


「ぐっ……うるさいわね……ユキ、あんたちょっと黙ってて……」


　アディは、赤面しながら超迷めい惑わくそうな顔。


　いや、そのリアクション、さっきの自じ慢まんがウソだって思いっきり物語ってないか……？


　ていうか誕生日に女友達の部屋でヤケ食いしてる時点で、相当旗色悪い気がするんだが……。


「グダグダ騒さわぐな……経験の少なさなんざ、センスと勘かんでごまかせる。今までだって、それで様々な軍の危機をなんとかしてきたじゃないか」


　そんな疑心暗あん鬼きのぼくに、今度はイグナレスが目を閉じながら淡たん々たんと説明するが……


　い、いや……やっぱ恋愛経験少ないんじゃん。ていうかセンスと勘で軍の危機ごまかすなよ……。


「ていうか。山田、あんた、自分はどうなのよ？」


　そんな風に頭を抱えてると。アディが、ずいっと身を乗り出し聞いてきた。


「え？」


「そんな風にぐちゃぐちゃいってくるからには、あんた、さぞかしモテて、恋愛経験豊富なんでしょうね？」


「う……」


　ぼくは固まった。


　自慢ではないが──


　ぼくはまったくモテない。


　彼女いない歴は一五年。生きてきた日数と同数。


　特に中学生になって以降は、なんか気き後おくれしてぜんぜん女子に喋しやべりかけられず、仕方なく同じニオイのする仲間とつるみ、教室の隅すみで遊○王カードとかやってる平成日本男児として当然の学園ライフ送ってたから──


　ますます、いよいよもって、これっぽっちも、考えられないくらい……モテない。


「い、いちおう……昔、親しん戚せきの女の子と、二、三回文通したことはあるけど……」


　それでもなお、ぼくは変なプライドを発揮して、ぼそぼそなけなしの武勇伝を呟つぶやいてみたが……


「…………」


「…………」


「…………」


　聞こえなかったのか、それとも聞こえなかったフリをしてくれてるのか、みんなは真顔で無言だった。……ありがとう四天王……。


「ひ、ひどい……」


　とかやってると。ふいに、前方から、そんな哀かなしげな声があがった。


「え？」


　見ると──今相談を受けていた串くしだんごキメコ──が、ブルブル震ふるえながら、こちらを鬼おにの形相でにらみつけている。


「みなさん……大して恋愛経験なかったんですか……？　ということは……さっきのアドバイスは、知ったかぶりだけで……いい加減な知識と勘だけで作られた、冷やかしのアドバイスだったんですか!?」


　カッ──！　なんか、窓の外に稲いな光びかりと怒いかりをシンクロさせたりしながら、キメコが、相当本気でキレた口調で詰つめ寄ってきた。


　う、うおお……！


　そのマジギレテンションに、人間のぼくはもとより、他の三体の四天王も、若じやつ干かん動どう揺ようの表情を浮うかべている。


「キ……キメコ？」


「だったら……だったら、絶対許さない……！」


　キメコの怒りは、ますますヒートアップしていく。ライオン・ヘビ・ヤギ、すべての顔面が同時に憎にく々にくしげに歯を食いしばる表情を見せ、


「アディ様達は本気で心から尊敬している……でも、恋愛だけは……恋こいだけは別問題っ！　私達の恋を嗤わらうということは、私達の彼氏、家族、友達、すべてを嗤うということ……


　さっきのアドバイスが、大した恋愛経験に裏打ちされない、いい加減な知識と勘だけでつくられたアドバイスだったなら……我が一族は……今この瞬しゆん間かんをもって、全員ことごとく辞表を出させて頂きます！」


　キッ、とこちらを睨にらみつけながら、キツク言い放つキメコ。


「え……えぇぇ!?」


　なんか……えらいことになってきた！


　たかが恋愛相談が、なんかえらいことになってきた！


　ぼくは超狼ろう狽ばいした。


　二○○体同時に辞職されたら、組織としてもかなりの大打だ撃げきだし、なにより……勝手に恋愛相談会開いといて、その結果、二○○体も部下に辞表出されたら……それ、思いっきり、上司ぼく達の責任問題に発展するんじゃないのか!?


「な……なにいってんのよ。だから！　私達は、恋愛経験豊富だっていってるじゃない！」


　そしてその危機を感じとったのは、ぼくだけじゃなかったらしい。


「さっきのアドバイスも、その豊富な経験に裏打ちされた、心のこもったアドバイスよ！　ねえ!?」


　アディが青ざめた顔でダラダラ脂あぶら汗あせを流しながら、必死の言い訳を開始した瞬間──


〝もはやそう言い張るしかねぇ……！〟


「うん」


「もちろん」


「その通り！」


　ぼくを含ふくめた、残りの三体も、瞬時にアディのウソに加勢した。


　なんかかつてないほど一瞬で気持ちが一つになった。


「で、でも……みなさん、さっき恋れん愛あい経験豊富じゃないって……！」


「あ、あれは設定よ！　設定！」


　もはやここは一番口が達者なアディに任せるしかない。ぼくらがじっとりとした汗をかく中、アディが、一人ひきつった顔で必死に言い訳していた。


「設定……？」


「そう！　ほら。なんかあんたら、緊きん張ちようしてるみたいだったし。親しみもってもらおうと、大してモテないって設定にしたのよ！」


　そうとう無理はあるが、しかしアディは機き関かん銃じゆうのように喋り続ける。


「本当は、私はさっきいった通り、モテまくりの妖婦だし。ユキは、こう見えて、最高一○股またかけてたこともある、超淫いん乱らんなオンナなんだから！」


　ユキを指差しながら、断言するアディ。


「え、えぇぇ……？　あ、あっちゃん、いくらなんでもそれは……！」


　さすがにその追加裏設定に、ユキは愕がく然ぜんとした表情を一瞬浮うかべたが……


「ヴォルフォレカ様？」


　キメコの疑ぎ惑わくの視線に、


「ま、まぁね……やっぱオトコは質より数よ、数……一体の魔族じゃ物足りないしね……うっふん[image: ]」


　ユキは半泣きで恐おそろしく似合わないセリフをもらしていた。うわ……一瞬でヨゴレに……なんて不ふ憫びんな……。


「イグナレスはクールぶってるけど、赤ちゃんプレイとか大好きだしね」


　そしてアディのウソ設定はますます暴走する。


「お前……殺すぞ……」


「イグナレス様？」


「いや、まぁ、その…………好きなんだ。…………そういうのが……」


　……ガクリ。その言葉と共に、イグナレスは吐と血けつして、死んだ（ように見えた）。


「あと、残るは山田だけど……」


　アディがこちらをチラリと見、口を開く。


　うわ……ぼく、なんていわれるんだ……!?


　何な故ぜかドキドキしながらアディに告げられる裏設定を待つぼく。


　そしてアディが言い放った言葉は……


「……ゴメン。山田だけは、リアルにモテないの」


「…………山田様。その……ドンマイです」


「…………」


　ぼくだけ何故か裏設定追加されなかった。


　そして何故かキメコにまで中ちゆう途と半はん端ぱに同情された。なんでやねん……！


「ま、まぁ、モテないっていっても。一応、付き合ったオンナの数は、三○は超こえてるけどね（ギャルゲーで）。……昔はヤンチャしてた時期もあったし（格ゲーで）」


　なので仕方なく、ぼくは自分で自分の裏設定を追加した。そうじゃないといろいろややこしくなるだろうが……！　なんでぼくだけ自演なんだ……。


「と、まぁ、これでわかったでしょ？」


　そして、そんな自演も含めて、とにかく、ある程度キメコを煙けむに巻けたと確信したのだろう。


　アディは、やや安あん堵どの笑えみを浮かべながら、


「私達は、恋愛面でも、四天王レベルなのよ。だからさっきまでのアドバイスも、適当に見えて、かなり含がん蓄ちくあったの。だから安心して？」


　キメコに念押しする。


　しかしキメコは──


「うぅぅ……」


　まだ納なつ得とくがいった表情ではなかった。


　そして疑わしそうな目でアディを見つめた後……


「で、では、最後に、確かく認にんの為ため、この場で何か証しよう拠こを見せて頂けませんか……？」


　ボソリ、アディに向かってそう呟く。


「え？　証拠？」


「はい。今アーディンブルグ様がおっしゃった皆みな様さまの武勇伝は、皆様のキャラクターに沿ったものですし、かなりのリアリティがあると思うのですが──」


　真ま面じ目めな顔で、アディに告げるキメコ。


　ていうか……さっきの裏設定、リアリティあると感じられちゃったのかよ……


　淫乱といわれたユキ、赤ちゃんプレイが大好きといわれたイグナレス、そしてリアルにモテないといわれたぼくは、それはそれでショックで、やや暗い顔で俯うつむいた。


　そんな中キメコは続ける。


「ですが──それはやはり、ただの情報。実際この六つの瞳ひとみで見たわけではありませんし……


　疑うわけではないのですが。何か、今、この場で、皆様が私達より恋愛経験が豊富で、一歩も二歩も先にいっている……と思える証拠を、実際に見せていただけないでしょうか……？」


　恐る恐る、ぼくら的にはかなり困った──しかしキメコの立場からすれば、当然ともいえる要求を口にするキメコ。


「例えば、上手なキスの一つでも見せていただければ、私たちも気持ちよく再び皆様に忠誠を誓ちかえると思うのですが……」


「え……えぇぇぇ……!?」


　おどおどと切り出されたキメコからの提案に、ぼくらは完全に硬こう直ちよくした。


　む、無理だよ……まず……したことねーし……。相手……もいないし……


「……………」


　と、その強きよう烈れつな要求の前に、ぼくらは無力に沈ちん黙もく。ここまでか……？　さすがに諦あきらめかけた、その時……


「わ……わかった」


　その瞬間。予想外の魔族が、立ち上がり、反撃を開始した。


　立ち上がったのは──真っ白でふっくらとした頰ほおを真っ赤に染めた、内向的な少女。


　雪のヴォルフォレカ。


（え？）


　その予想外の行動に、ぼく、アディ、イグナレスは面食らった。


　何故ユキが……？　何するつもりだ？　困こん惑わくしていると、


「キメコに辞やめられたら困るもん……わたし、がんばる」


　自分にいいきかせるようにそういいきり、


「やっくん……」


　そして、はにかみながら、ぼくを見て、ぼくを呼んだ。


「へっ……？」


　一瞬事態が飲み込めないぼく。


「やっくん……その……協力してくれない？」


　ますます頰を赤くし、俯きながら、消え入りそうな声でいってくるユキ。


「きょっ……協力。スか？」


　さすがに徐じよ々じよに事態を掌しよう握あくしてきたぼくは、何故か敬語でユキに返答。


　ユキに協力するって……


　つまり、そういうことだよな？


「ちょ……ちょっと！　ユキ!?　本気!?」


　しかしそこに邪じや魔ま者ものが一人。


　けっこう動どう揺ようした表情の、美しい赤あか髪がみの女。雷かみなりのアーディンブルグ。


「え？　な、なんで？」


　そんなアディの横よこ槍やりに、ユキは、不思議そうな顔で聞き返した。


「な、なんでって！」


　アディはそこで必死な顔で、


「なんでもクソもないでしょ!?　そういうコウイは、そんな軽々しくやっちゃいけないの！　もっと自分を大切にしなきゃ！」


　なんか古ふる臭くさい熱血教師みたいな説教を放つ。いや、お前……毒婦キャラは？


「えぇぇ？　う、うーん……あっちゃんのいいたいこともわかるけど……でも仕方ないよ。魔ま王おう軍の為だもん」


　そしてそこで、


「わたしなら平気だよ？　みてて、あっちゃん」


　ユキはアディにニコッと笑いかける。


　そこまでいわれて、もはやアディは反論不可能だったのだろう。


「……わ、わかった……勝手になさい……後こう悔かいしてもしらないからね……」


　結局、なんか打ちひしがれたように、自らの椅い子すに深く腰こしかけ、それきり黙だまりこくってしまった。


「じゃ、やっくん」


　そしてそんな中、ユキはぼくの隣となりまで歩いてきて、照れたような顔で告げてくる。


「え……えぇぇ……まじで？」


　ぼくはここにきて壮そう絶ぜつに動揺し始めた。


　い、いや……


　そりゃ魔族とはいえ、ユキは相当可愛かわいい。


　はっきりいって、人間には再現不能な、不自然といってもいいくらいの美び貌ぼうの持ち主だ。


　にもかかわらず、雪のようなもち肌はだといい、いつも潤うるんだ大きな目といい、ちょっとふっくらした頰といい、自分に自信のない性格といい……そしてむやみやたらとデカイそのやわらかそうな胸といい……


　なんかこう、守ってあげたくなるというか、男の心をぐっとワシ摑づかみにする才能を持っている。あの女は。


　そんな美少女と、クラスでも目立たない冴さえない青年であるこのぼくが関かかわる機会など、今後金輪際……たとえ人界に帰ったとして、ぼくの一生に一度でもあるだろうか？


　断言できる。


　ない。


　んなもんあるはずがない。ぼくをナメるな！


　ましてや、そういうことになる可能性など……砂さ漠ばくで無くした砂すな粒つぶを見つけるようなもんだ。ありはしないんだよ！


　人類の裏切り者と罵ののしられてもいい……


　非国民と呼びたきゃ呼べばいいさ。


　けど、ぼくの気持ちはもう固まっている。


　ぼくはこの瞬しゆん間かんから人間を捨てる。狼おおかみになる。男ならわかってくれ。女子もなんとか目をつぶってくれ……だって、もう、ほんとにここが人生最後のチャンスかもしれないんだよ!?


　いくぞ……勝負だ四天王！


「あ、あの……やっくん？　どうかした？」


「い、いや……すまない。少しばかり時の涙なみだを見ていた」


　ぼくはギッ、と椅子を引き、その場から立ち上がった。


「そ、そっか……よくわかんないけど、ゴメンね……？　いきなりで」


「い、いや……こっちこそ、その……よろし……く」




[image: ]


「…………」


「…………」


　変な間。


「あ、そ、そうだ。歯とか磨みがいたほうがいいのか？」


　もう、初心者丸出しの質問を繰くり出すぼく。


「あ、そ、そうだね……でもそれはいっくんに聞いたほうがいいと思うよ」


　苦く笑しようしながらユキは答える。


「…………。うん？」


　ぼくは我ながら妙みような声をあげた。


　そしてその瞬間、ぼくは妙なことに気づいた。


　今の今まで、頭に血がのぼりすぎて気づかなかったが……


　いつの間にか、ぼくの傍かたわらに。ぼくより頭一つ背の高い青年、イグナレスがぬっと立っている。


「…………」


「…………」


　なんか──


　猛もう烈れつに嫌いやな予感がし始めた。


　今までかいたことのない異常にぬるい汗あせが、全身から噴ふき出てくる。いやまさか。


「悪い……最近疲つかれたまってるし。九九％勘かん違ちがい、もしくは思い過ごしだと思うんだけど。ユキ。二、三、確認していいか？」


　ぼくはわらにもすがる思いで聞いた。


「？　う、うん。もちろん」


「じゃあ質問その①……。ぼくらは、今から、その……そういうこと、をするんだよな？」


「う、うん……そうだね。なんか照れるね」


「あ、ああ。で……質問その②……そういうことをする、〝ぼくら〟っていうのは……ぼくとユキ。そういうことだよな？」


「や……やっだぁ！　やっくん。そんなわけないじゃない！」


　ユキは顔を真っ赤にしながら、ブンッ、と力いっぱいぼくをはたこうとした。ぼくは必死こいてそれを避さけた。ゴガァッ！　ぼくの身体からだ横数センチを通過したユキの手は、衝しよう撃げき波はと共に円卓に当たり円卓の一部をえぐりとる。ぼくは震ふるえ上がった。


「そんなの恥はずかしくて……わたしには無理だよぉ」


　それだけのことをしておきながら、ユキは顔に両手をあて、恥ずかしそうに身をよじった。


（それに、ただの男女の口づけじゃ、キメコの一歩も二歩も先にいってるってことにならないし）


　そしてユキは、こそこそと小声でぼくにそう耳打ちしてくる。


（だ、だったら……誰だれと誰が口づけするんだよ!?）


　ぼくの嫌な予感はもはやほとんど確信に変わっていたが。ぼくは最後の望みをかけて聞く。


　しかしその質問にユキが満面の笑えみで返してきたのは──


　予想通り、悪夢のような返答だった。


「？　もちろん、いっくんとやっくんだよ？」


「…………」


　ガッシャぁ。ぼくは気がつくと、地面にさっきユキがばらまいた、円卓の破は片へんの上にくずおれていた。


「いっくんには、さっきオッケーもらったの。やっくんも、ありがとうね……協力するっていってくれて。わたし……あの時嬉うれしかった」


　ぽっ、と頰を赤らめながらユキ。


「なぁんだ……そういうことか……」


　向こうのほうでアディが妙に安あん堵どした声をあげている。


「…………」


　そんな中、ぼくは死人のような顔で、最後の力を振ふり絞しぼり、イグナレスのほうに首を向けた。


「お前は……それでいいのか……？」


「いや、それが…………」


　イグナレスはイグナレスで、苦く渋じゆうの表情を作り、


「表なら拒きよ否ひ。裏ならお前との口づけに手を貸す、という条件でコイントスやったら、裏が出てしまってな……」


「そこは表にしとけやこのスカタンンン……！」


　どうせそのコイン、裏しか出ないよう細工されてんだろ!?


「じゃ、がんばってね。いっくん。やっくん」


「…………」


「…………」


　そしてぼくらは顔を見合わせ──


　カッ！


　窓の外で激しく稲光が瞬く中。


　息を止め、未知の領域へと、突とつ撃げきした──





　　　　※




「何もかも……我が一族が浅はかでした」


　円えん卓たくの間。ぼくらの前に、キメラ一族二○○体が床ゆかに這はい蹲つくばり、謝罪の意を表明している。


「皆様のアドバイスが、恋れん愛あい経験に裏打ちされない、いい加減な知識と勘だけで構築されていたなどと……とんでもなかった。皆様の恋愛レベルは、我々とは次元が違う。アレを見た今なら、素す直なおに信じられます」


　神しん妙みような面おも持もちで、キメコ。


「謝罪の意もこめて。今後我が一族は、少なくとも三○○年、魔王軍に忠誠を誓ちかうとここに約束しましょう。そして故郷のキメラ五○○体もこちらへ呼び寄せ、魔王軍に所属させます。なんなりとコキ使ってやってください」


「そう。まぁいいわ。とりあえず今日のところは下がりなさい」


　答えたのはアディ。


「はっ……失礼します」


　そう答えた後。キメコ達はゾロゾロと去っていく。


「ふう。なんとか危機をのりこえたわねっ」


「よかったね」


　それを見て安堵の声を漏もらすアディとユキ。


　それとは対照的に……


「…………」


「…………」


　心に隠かくし切れないダメージを追い、円卓上でうなだれるぼくとイグナレス。


「ちょっと。何へコんでんの？　あんたらのお手て柄がらじゃない」


　不思議そうに聞いてくるアディ。


「お前なぁ……ヘコむに決まってるだろ……」


　ぼくは恨うらみがましくアディを見つめたが、


「なーにいってんの。私の天才的なアシストのおかげで。一線は越こえずにすんだんでしょ？」


　アディは自信満々にそう返してくる。


　ぼくとイグナレスは顔を見合わせ──嘆たん息そくと共に、頷うなずく。


　そう。実はあの時、ぼくとイグナレスは、かろうじて一線を越えずにすんだ。


〝インパクト〟の寸前。アディこと、雷かみなりのアーディンブルグが城外に特大の稲いな妻ずまを呼び寄せ、キメコ達の目をくらませてくれたので、ぼくらはその隙すきに緊きん急きゆうで進路変へん更こう。お互たがいのブツを回かい避ひし、そしてキメコ達が視力を取り戻もどした頃ころには、既すでにコトが済んだ二人のように抱だき合った迫はく真しんの演技を見せ、なんとかゴマかしたのだ。


　魔ま界かいには、あまりＢＬ的な文化は浸しん透とうしていなかったので、それでも十分効果抜ばつ群ぐんだったらしい。


　何体かのキメコが鼻血と共に担たん架かで運ばれていったりしたくらいだし、彼女達は、完全にぼくらの関係を信じてしまったようだった。


「そうなんだよ……信じられちゃったんだよ……」


　ぼくらがヘコんでいるのはそこなのである。


　最大の危機は脱だつしたとはいえ、信じられてしまったのだ。


　ぼくらは実はデキている、と……。


「へーきへーき。アイツらそんな頭よくないし。明日にはすっかり忘れてるわよ」


　満面の笑みでアディ。だといいけどなぁ……？


「けどユキ……お前、あの場面で、よくあんな奇き策さく思いついたな……」


　と、げんなりした表情で、しかし感心したようにいったのはイグナレス。


「え？　あ、う、うん。実は前から、そういうのもいいなってちょっと思ってたから……今日見られてよかったよ」


　照れくさそうにいうユキ。


「今度それ題材にして、小説でも書こうかな……」


「「やめてくれ」」


　ぼくとイグナレスは同時にＮＧを出した。自分題材のＢＬ小説なんか読みたくないっす……。ていうかユキって…………。


「まぁ、でも、これで懲こりたろう」


　ぼくはアディにクギをさしておく。


「うかつに恋愛相談なんかのるから、ロクでもないこと起こるんだ。もう今後はやんないでくれよ……」


「あ……ゴ、ゴメン」


　その瞬しゆん間かん。アディの顔色がさっと曇くもる。


「え？」


「いや、実は、さっきキメコ達ばっかり恋愛相談会開いてもらってズルいって……他の種族からクレームがあって。明日はアンデッド系。明後日あさつては魔ま獣じゆう系。明々後日しあさつてはスライム系と今後も恋愛シンポジウムの予定が目白押しなんだけど……」


「なんでやねん……!?」


　コイツ学習能力ゼロか……!?　ぼくは円卓に書類を叩たたきつける。


「お前、だったら恋愛カウンセラーにでもなれよ!?　四天王の仕事はどうすんだよ!?」


「まぁまぁ、いいじゃん。今回みたいに、うまくすれば戦力増強にも繫つながるんだし……いざとなったら、必殺の山×イグコンビのパフォーマンスもあるんだからさ」


「いっとくけど次やらせたら……」


「オレ達はクーデター起こすからな……！」


　こんな調子で、ぼくはいつになったら日本に帰れるんだ……？


　ぼくは頭を抱かかえながら、ゆっくり窓の外に視線を移す。


　窓の外では。相変わらず、魔界らしい闇やみ夜よの中に、雷らい鳴めいが轟とどろいていた。






　第三話　魔界デートと四天王







　妙みようなこと、もあるものである。


　その朝、ぼくは、円卓の間へ出勤する為ため、ぼくら四天王が暮らすフロアの廊ろう下かにある、大型貫かん通つう魔導エレベーターに乗り込み、いつも通りの冴さえない一日を開始しようとしていたのだが……。


「お」


「あ」


　その朝は、エレベーターに乗り込む前。エレベーターのまん前で、一体の魔族と鉢はち合あわせしてしまった。


　そこにいたのは──


　黒い猫ねこ耳みみに。へそなんか勿もち論ろん丸出しの、やたら肌はだ面積の多い服をまとった、やや目め尻じりのつりあがった不ふ機き嫌げんそうな女。


　四天王一声がデカくて、そのガキ大将気質故ゆえ、なんとなく四天王の大将的ポジションにもおさまってる〝ドラゴン・エンプレス〟。


　魔王軍最高戦力四天王。〝雷〟のアーディンブルグである。


「…………なぁんだ。山田か……」


　そのアディは、開口一番、物もの凄すごく失礼な態度でそういってきた。


　コイツ……第一声が〝なぁんだ〟って……そんな挨あい拶さつありえるか……!?


　ぼくは瞬間的に頭に血をのぼらせたが、


「あーあ……ったく…………どうすればいいのよ……」


　目の前で、エレベーターの扉とびらを見ながら、なんともアンニュイな溜ため息いきを漏らすアディを見て、そこで少しクビを捻ひねる。


（……ん？）


　短い付き合いだが。相手は魔族だが。そして別に友達でもなんでもないが。


　この状じよう況きよう、さすがにこう思わざるをえない。


（なんかコイツ……今日……ちょっと元気なくないか……？）


〝雷〟のアーディンブルグといえば〝やかましい〟〝攻こう撃げき的〟〝自己中〟……まあこういうところに落ち着くと思うんだが。


　今日に限っていえば、その辺の刺とげ々とげしさが少し足りない。いつもに比べるとパワーダウンしている。


「はぁ……」


　アディのアンニュイ・モードは、その後エレベーターに乗り込んでも、改善されることはなく続くのであった。





　そして〝事件〟、が起こったのはその直後だった。


　エレベーター内。


　多分、巨きよ人じん族等も乗り込めるようにだろう、天てん井じようまで三○メートル以上はあるバカでかいエレベーター内に、


「……………………」


「……………………」


　しばらく、ぼくとアディの、なんとなく息苦しい沈ちん黙もくがたちこめていたのだが……


「山田」


　その中、隣となりに立つアディは、唐とう突とつに口を開くのであった。


「あんた……今日、四天会議終わった後ヒマ？」


　ぼくを見ず、まっすぐ前を向いたまま、アディ。


「……は？」


　いきなりの質問に、ぼくはかなり面食らった。


　魔界に来て一ヶ月半。こんなパターンに遭そう遇ぐうしたのは初めてだった。


「べ、別に……用事はないけど」


『四天会議』が終われば、『人類抹まつ殺さつ計画』を進めることもできないし。ぼくはいう。


「よかった。なら、悪いんだけどさ」


　アディは腕うでを組み。


「今日、会議終わったあと、ちょっと私に付き合ってくんない？」


　少しスネたような横顔でそういってくる。


「は？」


　困こん惑わくするぼく。


「付き合う？」


「そう」


「なんで？」


「なによ。嫌いやなの？」


「いや……別に嫌ってこたないけどさ……」


　アディにジロリとにらまれ、ぼくはややたじろぐが……


「だったら……いいじゃない。たまには、私とあんた、二体きりのコミュニケーションも重要だって」


　アディはそんなとってつけたような理由を口にすると、チンッ。ちょうど到とう着ちやくし、左右に開き始めたエレベーターの扉へ、


「イグナレスとユキには内ない緒しよね。バレたら、アイツら、なんか五う月る蠅さそうだし。じゃあね」


　そういい残し、向かい始めた。


「お、おい……！」


　ぼくまだ行くとも行かないともいってないんですけど!?　ぼくはアディを引きとめようとしたが、


「会議終わった後、円えん卓たくに残っといて。そこから出発するから。間ま違ちがってもユキとイグナレスに誘さそわれて、どっかいったりしないように。すっぽかしたら死し刑けいよ。じゃあね」


　既すでにアディの中では話はまとまってしまったようだ。


　ぼくにそういい残し、エレベーターから、完全に姿を消してしまった。


「……マジかよ……!?」


　残されたぼくは項うな垂だれる。


　魔ま界かいに来て一月半。


『四天会議』、『大四天会議』の時間外で、魔族、それも四天王と接せつ触しよくするパターンなど、これが初めてだ。ぼくはゴクリとツバを飲み込む。


（何させる気なんだよ……アイツは……！）


　果たしてぼくは生きて帰れるのか……？


　ぼくはかなりの不安を抱えつつ、ガァァ……扉が閉まり始めたエレベーターから、慌あわてて駆かけ足で飛び出していった。







　　　　※




　今日の『四天会議』の議題は、


　・フ○ミコンのⅡコンについている謎なぞの無数の小さな穴の利用法について（答え＝マイク）。


　・その後のキメコの恋れん愛あい事情について。


　……等々。相変わらず、まったく『人類抹殺計画』に毛ほども関係のない問題ばかり……だったが。


　今日ばかりは、さすがに、ぼくもそれに対して強く反発することができなかった。


　会議終しゆう了りよう後、自分がどうなるか分からない不安で『人類抹殺計画』どころではなかったのである。


　こうして今日も『人類抹殺計画』は遅ち延えんしていく……。


「じゃ、今日はここまでにしとこっか」


　とかいってる間に、『四天会議』終了の合図がつげられ、ぼくはビクリと身体からだを震ふるわせた。


　アディのほうを見ると、アディは円卓から立ち上がり、そ知らぬ顔で思い切り身体を伸のばしたりしている。


　そんな中だった。


「あっちゃん、今日どうするの？」


　アディの隣に座っていたユキが、おもむろにアディに近寄りそんなことを聞いた。


「ん？　え？　何が？」


　その問いかけに、やや動どう揺ようしたようにアディ。


「？　何がって？　いや、別に深い意味ないけど。いつも通り、あっちゃん、わたしの部屋に来てグダグダしていくのかなって」


　きょとん、とした顔でユキ。


「あ……あぁ。そういうこと？」


　アディはやや不自然な笑え顔がおをつくり、


「今日はやめとく。ちょっと調子悪いのよ」


　顔の前に右手を立てながら、申し訳なさそうにいう。


　その答えに……


「そっか……」


　ぶわっ。ユキは涙なみだをためながら、震えて答えた。えぇ……？


「そうだよね……わたしなんかと一いつ緒しよにいても……あっちゃんつまんないだけだよね」


「い、いや。誰だれもそんなこといってないでしょ!?」


「ううん、いいの……なんか逆にスッキリした。自分がこの世の中で誰にも必要とされてないことを再さい確かく認にんできて。わたし、消えるね？　サヨナラ、あっちゃん……いっくん……やっくん……元気でね」


　そういうとユキは、ブンッ！


　頭上に今日は全長三メートルぐらいある氷の大おお斧おのを作り、


　ガンッ。自分の頭に落下させる。


　パリンッ。


　しかし大斧は、ユキに触ふれた瞬しゆん間かん、はかなく砕くだけ散った。


「ううっ！　また死にぞこなった！　憎にくい……自分の石頭が憎い！」


「…………」


「あ～あ。なんかお腹なかすいちゃった。じゃ、またね。あっちゃん、いっくん、やっくん」


　そしてその二秒後には、わりとケロッとした顔で円卓の間から飛び出していった。


　……つくづくなんなのあの女……？　あの致ち死し率〇％の自殺未み遂すいやると、アイツの中で何がリセットされるの……？


「オイ」


　とか思いながら、啞あ然ぜんとアディとユキのやりとりを見てると。今度はぼくの横からぼくに声がかかった。


　見るとそこにいたのは、もう一体の四天王。炎ほのおのイグナレス。


「お、おお。イグナレス。何？」


「お前、この後ヒマか？」


「え？」


　つい数時間前にアディから聞いたセリフとまったく同じことをいってくるイグナレス。


「い、いや、その……」


　口ごもりながらアディを見ると、


（あんた……わかってんでしょうね）


　キッ！　恐おそろしいことに、親指で首を真横に搔っ切るジェスチャーと共に、そんな視線が飛んできた。うう……わかってますって。


「イグナレス。悪い。今日はちょっと他にやることがあってな」


「なんだ……」


　落らく胆たん気味にイグナレス。


「気分がのったから、この後、ちょっと人類抹殺計画について話しあおうと思ったんだがな」


「え……えぇぇっ!?」


　ぼくは目を見開く。コ、コイツ、何でこんな時に限ってそんな殊しゆ勝しような心がけに!?　またコインの気まぐれか!?


「無理なら仕方ない。こんな気分になることは金輪際もうないだろうがな。じゃあな」


「あ、ああああっ……」


　ぼくは身み悶もだえしながら、去っていくイグナレスの背中に手を伸ばしたが、イグナレスはもともとそこまで執しゆう着ちやくがなかったのだろう。そういうやつだ。一度もこちらを振り返ることなく、円卓の間から去っていった。


「あああっ……」


「よーしよし」


　そんなぼくを見て、いつの間にかぼくの傍かたわらに立っていたアディが、満足げに頷うなずいている。


「上出来よ山田。さ、それじゃ、いきましょっか？」


　そんな笑顔のアディに、ぼくはちょっとキツイ視線を送る。


「お前……これだけの代だい償しようぼくに払はらわせて、ぼくをどこに連れていくつもりだよ!?」


　恨うらみがましく、ぼく。


「どこって……そうね……」


　その質問に、アディは、口元に指をあて、しばし考えた後……


　まったく予想外の答えを返してくるのだった。


「とりあえず、服でも買いにいきましょっか？」


「……え？」





　　　　※




（なにがどうなってるんだ……!?）


　ぼくは自分の置かれている状じよう況きようを理解するのに脳のう細さい胞ぼうの全パワーを費ついやしていた。


　理解不能の状況、その①。


「ねえ。これどう？」


　ぼくが、何な故ぜか、そこまで関係が良好でもない女、雷かみなりのアーディンブルグと、服を買いにきているというこの事態。


　アディは、更こう衣い室から出てきて、普ふ段だん着ている服とは違う、黒いライダースーツのような無骨な戦闘服をまとった自分を、別に恥はずかしがるでもなく、慣れた様子で平然とぼくに披ひ露ろうしてきている。


（いや……そりゃ普ふ通つうに可愛いけどさ……）


　性格と、多少の刺とげ々とげしい目つきさえ別にすれば、ハリウッド女優も裸足はだしで逃にげ出すようなルックスを持つアーディンブルグである。そこにあるのは、ユキ同様、人間ではないからこそ実現できる不自然なくらい整った美び貌ぼうだ。


　けどぼくは、目を奪うばわれるとか、照れるとかではなく、やはり困こん惑わくのほうが強かった。


（人間界でも、女子と服を買いにいくなんて……いや、ていうかそれ以前に、ぼく、自分の服、自分で買ったことあったっけ？


　とにかく、こんなことやったことないのに。何でぼく、魔界でこんなことやってんだ？


　コイツ、何考えてんだ……？）


　困惑し続けていると、


「ちょっと！　感想求めてんだから、なんかコメントつけなさいよ!?」


　アディがやはりキツイ目つきで文句をつけてきた。


「え？　あ、い、いや……まぁいいと思うけど……なんか牙きばの塔とう出身って感じで……」


「はあ？　何その意味不明なコメント……これだから非モテ魔族は……。


　……まあいいわ。それより、あんたもなんか服選びなさいよ。わざわざ四天王専用の服屋来てるんだから」


　嘆たん息そくと共に、アディ。


　そう──


　理解不能の状況、その②。


　ある意味、これこそが、最も理解不能、というか、納なつ得とくできない事象なのかもしれない。


　ぼくがアディに連れてこられたのは、服屋は服屋でも、ただの服屋ではなかった。


　なんと、魔ま王おう城内にある、四天王専用の服屋……


　つまり、いかにも四天王っぽいマントだの。いかにも四天王っぽいブーツだの。いかにも女四天王がつけそうなビキニアーマーだの。


　そういう、四天王向けのファッションだけを専門に扱あつかった、マニアックすぎる服屋だったのである。


（四天王の服って……こういうトコで市し販はんされてるものだったのかよ?!）


　え？　じゃあ、例えば、戦闘前にこっちの体力を全回復してくれる炎の男だん爵しやく的四天王とか。いきなりマシンライダーみたいのに変身する四天王とかが着てる服も、みんな、こういう専門店で揃そろえたもんだったのか……!?


　なんだろう……そのマヌケな舞ぶ台たい裏うらは……。それを思うと、今までゲームとかで出てきた古今東西の四天王も、みんな、ちょっと可愛かわいく思えてくる。アイツら、服とか買ってたんだ……？


「あんた、どういう系の四天王ファッション好きなの？」


　困惑しているぼくに、アディは聞いてくる。


「え？　どういう系？」


「そうよ。いろいろあるじゃん。クラシック系四天王ファッション。ジプシー系四天王ファッション。コンサバ系四天王ファッション。半はん裸ら系四天王ファッション」


　四天王ファッションだけでも、そんなにあるのかよ……？　まぁ半裸系じゃないことだけは確かなんだが……。


「さ、さぁ……あんまり考えたことないから……」


「ふーん？　でも確かにいわれてみると……あんたの着てる服って、既き存そんの四天王ファッションにはちょっとカテゴライズできないモンよね」


　アディはそういうと、ちょい、とぼくの着てる学ランの袖そでをつまみながらいった。


　ああ、そういえば、告白していなかったが……


　魔王軍最高戦力。四天王、〝知〟の山田は。下校後すぐに魔界に送られたので、魔界に来てからこっち、ずっと、真っ黒な詰つめ襟えりの学ランを着たままである。


　他の四天王達の〝ぽい〟服装と並ぶと、明らかに違い和わ感ゴリゴリなのだが……今日、この瞬間まで、奇き跡せき的に誰にもつっこまれずに来ていた。


「材質は謎なぞ。デザインの源流も不明。メーカーも聞いたことないし。防ぼう御ぎよ力は……ふーん？　よくわかんないけど、いろいろ複雑な魔術プロテクトかかってるわね。あんまり見たことない流派の魔術だけど……これ、誰が考案したプロテクト？」


「……たぶんスズメ……」


「え？」


「あ、い、いや。部下おススメの服屋」


「ふーん？　けっこういい仕事するね、そこ。ま……でもさ。その一いつ張ちよう羅ら気に入ってんのはわかったけど。今日はせっかく私がもう一着買ってあげるっていってんだから。なんか一着、好きなの選びなよ」


　そして理解不能の状況その③が、これである。


　何故かアディは、ぼくに服を一着プレゼントすると言い出したのだ。


　正直、別に四天王っぽい服なんていらないし……そもそも、アディがぼくにプレゼントする動機がまったくわからないので、あんまり気が進まないのだが……


　コイツ、本気で何が狙ねらいなんだ……？


　とかグジグジやってると、


「あ。ねぇ、このマントとかいいんじゃない？」


　アディが、どこかの棚たなから黒く物々しいマントをぼくに持ってきた。


「え……えぇ……？　マントっすか？」


　現代日本人で、生しよう涯がいにマントを纏まとったことのある奴やつが、一体今日本にどれだけいるだろう……？


　しかしアディはまったく引く気はないらしく、


「うん。これなら、あんたの今の服にもあわせられるし……ふむふむ。材質はブラック・ウィン・ドラゴンの本ほん革がわ。基き礎そ防ぼう御ぎよ力は＋二二五。魔術耐たい性せいは、混乱・石化・毒・眠ねむり・麻ま痺ひ・スタン・目め潰つぶし・恐きよう慌こう・家か畜ちく化を無効。属性攻こう撃げきは、炎を半減。悪くないじゃん」


「いや……」


　うん、確かに凄すごいと思う。もしＲＰＧだったら、即そく主人公の為ために買ってあげたいスペック持ってるけどさ……。


「とにかく着てみなよ」


「マジかよ……」


　ここまでプッシュされると、さすがに完全には断りきれない。


　ぼくはマント──何故か予想していたより遥はるかに軽い──を受け取り。渋しぶ々しぶ、試着室へ足を運んだ。





　　　　※




　そして数分後、鏡の前に現れたのは──


「お、おおっ……？」


　なんか──予想外にしっくりはまった、マントを装着したぼくの姿。


　あれ……？


　ぼくは首を傾かしげる。


　色の系統が同じだからか？　なんか思ったより……悪くなくないか？


「…………」


　ぼくは一度右みぎ腕うでを身体からだの前に運び……勢いをつけてから、ごうっ！


　思いっきり後方のマントを払いのけてみる。


　ぶぁさっ！　鏡の中で、たなびくぼくの黒いマント。お、おお……。


「フハ……」


　自然と──邪じや悪あくな笑えみがこぼれた。


「くくっ……愚おろかな人間どもめが……この私にかなうと思っているのか？　アーディンブルグを倒たおしたくらいでいい気になるな。奴は四天王最弱の存在。真の四天王の恐おそろしさ……この俺、知の山田が教えてくれるわッッ……！」


「なんで私が既すでに敗北した設定なのよ……!?」


　試着室のカーテンの向こうから、アディの不満げな声。


「で……？　どうなの？　それ気に入ったの？」


「え？　あ、うん。けど……ほんとにいいのか？　これ、高いんじゃないか？」


　なんか段々本気で欲ほしくなってきたので、ぼくは一応アディに確かく認にん。


　ぼくの長年のゲーム勘かんからすると、このスペックだと三○○○○○Ｇぐらいはする感じなんだが……。


「別にいいわよ……たった三○○○○○Ｍだしね。じゃ、さっさと出てきて。丈たけ直しして、次行くわよ、次」


「次？」


「決まってんでしょ？　ショッピングの後は、ゴハンよ、ゴハン」





　　　　※




　続けて連れていかれたのは、魔王城内にある超ちよう大型食堂……その名も『サーチ＆デストロイ』。


「食堂かよ……」


　食しよく卓たくについたぼくは、やや不満げにいう。


　この食堂は、三食利用してる食堂なので、わりと飽あき飽きしていた。


「だってデストロが一番うまいじゃん」


　アディはそういうと、バサッ。食堂のテーブルの下に置かれていた誰だれかの読みさしの新聞──魔界で最大シェアを誇ほこる『大魔界新聞』──を広げ、そこに目を落とした。オッサンかお前……。


「まぁ……いいけどさ……」


　ぼくは嘆息しながら、最近ちょっと座りなれてきてしまったデストロの食卓で、ゴツゴツした岩製のコップでお冷を呷あおる。


　とかいってる間に、早速料理が運ばれてきた。


「おまたせしましたぁー」


　腹の出た身長三メートルくらいのオークがぼくに運んできたのは……


「クラッサマノリエイエス、です」


　クラッサマノリエイエス、という料理。


　…………。


　いい機会なので、魔界での食生活についても話しておこう。


　魔王城の魔ま族ぞくが喰くらっているのは、腐くさり落ちた臓物、流れたての鮮せん血けつ、生々しい目玉……


　等ではない。


　とはいえ──


　人間界とそっくりの食事だ！　と驚おどろくような食事でもない。


　どちらでもない、形容不能の物を食っているのだ。ここの連中は。


　例えば、今目の前にあるのは──


　クラッサマノリエイエス。


　もう名前からして何がなんやらという感じだが。


　見た目もどう形容していいのかよくわからない。


　一番似ているのは──たまにファミレスとかで出てくる、銀色のアルミホイルに包まれたハンバーグ──だろうか？


　この、クラッサマノリエイエスも、まず、緑色の薄うす皮かわに軽くくるまれている。


　そして、そこに、フォークを突つき刺さすと……





『あーあ……』





　何な故ぜかそこからそんな落らく胆たんの声が聞こえ、その薄皮が消しよう滅めつする。


　すると中から、真っ白なリンゴのような果実が出てくるので。最終的にそれを食べるという──本当にわけのわからない仕様になっている。


　味も、人間界で食べたことのない味がする。一番近いのは……ミカンだろうか？　異様にぬるくて甘ったるいミカンというか……。リンゴを食ってミカンの味って表現するのも情けないが……しかし事実である以上仕方がない。文句があるなら魔界まできて一回クラッサマノリエイエス食ってくれ。


「なんか、あんたっていっつもクラッサマノリエイエス食べてない？」


　視線は新聞に落としたまま、アディが料理名を嚙かみもせず聞いてくる。


「うーん……なんか病やみ付きになるんだよな……コレ」


　しかも悔くやしいことに、これ食ってると、なんか身体の調子よくなるんだよな……疲つかれにくくなるし。お通じもよくなるし。


「って。お前は食わないのか？」


　ぼくはふと気づいて聞いた。アディも何か頼たのんだかと思っていたが。どうも奴は何も頼んでなかったらしい。


「うん……なんか食欲ないんだよね。今日」


「ふーん……？」


　となると──つくづく様子が変だな。ぼくは思う。


　四天王で一番食うのはアディだし。食堂大好きだしな。


「ん……？」


　と──そこでぼくはふと気づいた。


　アディは、ずっと『大魔界新聞』を見ているわけだが……


　アディは新聞を万まん遍べんなく見ているわけではなく、同じページの同じ記事をずっと見ているらしい。


　視線を辿たどると、そこにあった記事の見出しは──


『大型殲滅巨人兵器フレア・モビル、資金難により開発中止に……？』


　──そんな文字。


「ああ、その件か……。ふーん。一いつ般ぱんの魔族も知ってる情報なんだ？」


　クラッサマノリエイエス、をほおばりながら、ぼく。


「そりゃそーよ。大型殲滅巨人兵器フレア・モビルは人類抹まつ殺さつ計画の重要なシンボル。魔界中が注目してるんだから」


　はあ。朝エレベーター前で会った時と同じ、暗く重い溜ため息いきを漏もらすアディ。


　？　なんでコイツが、この件で嘆たん息そくするんだ……？


「まぁ……落ち込んでても仕方ないんだけどね」


　そういうと、アディは新聞をたたみ。再びテーブルの下に戻もどしてから、ぼくのほうへ視線を戻す。


「さ。いつまで食べてんの？　あんまりモタモタしてるとユキとかイグナレスに見つかっちゃうかもしれないし。そろそろ、本日の最終目的地行くわよ」


「あ？　最終目的地？」


「決まってるじゃない」


　アディは立ち上がり、平然そのものの顔でこう断言するのだった。


「部屋よ、部屋。私の部屋」





　　　　※




　──あれ？


　その一○分後。アディに連れられて、六六五階に到とう着ちやく。そしてそろそろアディの部屋に辿りつきそう、という場面──


　ようやくぼくは、これは、何か変だぞ、と思い始めていた。


（アディの部屋……？）


　第一イベント→アディとショッピング。


　第二イベント→アディとディナー。


　第三イベント→二人でアディの部屋へ。


　今まで、あまりにそんな雰ふん囲い気きが出なかったので、まったく気づかなかったが。


　ショッピング→ディナー→どちらかの部屋。


　これって完全に──典型的なデートコース乗ってることにならないか？　ぼくら。


「到着っ」


　とか思ってるうちに、ぼくとアディは、


『四天王〝雷かみなり〟のアーディンブルグのへや』


　と下手くそな字で書かれた、扉とびらの前に到着。


「ちょっとそこで待ってて。洗せん濯たく物ものとか干しっぱなしだし、片付けてくる。そんなんじゃ、ムードもへったくれもないでしょ？」


　ばたんっ。やや照れたようにそう言い残し、アディは自室の中へ先に入っていく。


「……ムード？」


　残されたぼく、ますます困こん惑わく。


　ムードって何だ？


　なんか……すごく嫌いやな予感がしてきた。


　ぼくは先日も白状したが、恋れん愛あい経験がほとんどない。


　しかし、ショッピングとディナーを楽しみ、その後どちらかの部屋になだれこんだカップルが、その後何をするかぐらいは、だいたい想像できる。


　なんというか、こう……ここではレーベル的に実じつ況きようできないようなことをするはずだ。


「おまたせっ！」


　ビクッ！　とか考えてる最中、早くも目の前の扉が開き、アディが顔を出したので、ぼくは思わず跳とび上がった。


「ア、アディ。お前……どういうつもりだ？」


「？　どういうつもりって？　そういうつもりだけど？」


　あっけらかんとアディ。だからそういうつもりってどういうつもりだよ!?


「何テンパってんの？　いいからさっさと入って、適当に座っててよ。私シャワー浴びてくるからさ」


「シャ……！」


　ぼく、絶句。


　……無理だ！　いろんな意味で、この状況、ぼく、無理だ！　グレード高すぎる！


「痛たたたた……」


　ぼくは、唐とう突とつに腹を押さえ、その場に蹲うずくまった。


「？　何？　いきなりわざとらしくどうしたの？」


「い、いや……なんか腹痛くて。クラッサマノリエイエスがあたったのかな。部屋入りたかったんだけどなー。うーん。はは。悪いけど今日はここでお暇いとまさせてもらうわ。じゃっ」


　いいつつ、踵きびすを返し、その場を立ち去ろうとするぼく。


　いや、そりゃ、ぼくだっていつかそのステージに立ちたいと思うよ!?


　けど、この展開……いくらなんでも急すぎるわ!?　心の準備、まったくできてないっ！


　据すえ膳ぜん食わず、敵前逃とう亡ぼうを試みるぼく。が。


　カチコンッ！


　そうは問屋がおろさなかった。


　そんな聞きなれない効果音と共に、目の前に一いつ瞬しゆん閃せん光こうが走ったかと思うと、


「あのねぇ……。あんた。ここまでノコノコついてきといて、今さらそんなつもりじゃなかったですまされると思ってんの!?　世の中ナメんじゃないわよ！」


　ぼくの置かれた状況は一変した。


　ズゴゴゴゴ……！


　一、二、三、四……いや、到とう底てい数えられる数じゃない。恐おそらく優に万は超こえるだろう。


　万を超える数の、小さな稲いな妻ずまの槍やりが、完全にぼくの退路を断つ形で周囲からぼくを狙ねらっていた。


「ふ、ふざけんなぁっ……！」


　腰こしぬかしそうになりながら、ぼく。魔力無む駄だ使いしてんじゃねーよ……！


　その臆おくした一瞬のスキをついて、ガシッ。ぼくのマントが、アディにワシ摑づかみにされる。ウッ！


「もう逃にげられないわよ。単純な膂りよ力りよくだけなら四天王で私が一番。観念して──私に一晩差し出しなさい」


「こ、このケダモノ……！　悪魔！」


「何いってんの？　私もあんたも魔族じゃない」


　もはやなすすべがなかった。


　ぼくはマントを引っ張られ、ずるずる部屋の中へ引きずり込まれる。
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（だから魔ま界かいなんか来たくなかったんだよ……！）


　ぼくは乙女おとめのように顔を両手で覆おおい、まもなく訪れるであろう最終決戦アルマゲドンの衝しよう撃げきに、ただただ身を硬かたくするのであった……。





　　　　※




　──が。


「…………。？」


　部屋に入って二、三分。


　ぼくはそこで異変に気づき……うっすら目を開けた。


　来るような気がしていた衝撃が、いつまでたっても来ない。


「助かった……のか？」


　ぼくは床ゆかに手をつき、ゆっくり上半身を起こそうとする──


　が。その瞬間。


　ずるっ。


　右手を突つこうとした床の上に、何か──感かん触しよくからすると紙──が置いてあったらしい。ぼくはそのままバランスを崩くずし、


「うおっ？」


　そのまま少しだけ右側によろけた。


　その瞬間。


　ゴッ！


　ぼくの頭が、ぼくの隣となりにあった背の高い物体に接せつ触しよく。


　するとその物体は、ものすごくたやすく崩ほう壊かいし──


　どどどどど。ぼくの頭上に降り注いだ。


「うおっ……？」


　と驚おどろきの声をあげたが──降ふってきたのは、別に驚くようなものでもなかった。


　なんせ降ってきたのは、ぼく程度の防ぼう御ぎよ力でも、ほぼダメージを喰くらわないような物体。


　床に落ちていて、ぼくのバランスを崩させた物と同じ──


　要するに、ただのバラバラの紙だった。


　どうも、ぼくは積み上げられたプリントの塔とうのような物に接触し、それが崩壊してぼくに降り注いだらしい。


「な、なんだこの紙は……？」


　姿勢を整え、ぼくはぼくに降り注いだそのわけのわからないプリントに目を通す。


　そこには──


　何か、冷蔵庫のような物体の、設計図のようなイラストが描かきこまれていた。


「何舞まい上がってんのあんた……？」


　その時、前方から呆あきれたような声がして、ぼくはビクッと顔を上げた。


　そこにいたのは──


　まさに風ふ呂ろ上がり。頰ほおをいい感じに赤く火ほ照てらせ、バスローブをまとい、髪かみをタオルでまとめた、異様なほど色っぽいアディ。


　アディは、部屋の中央で、腰に手を当て、瓶びんに入った液体をゴクゴク飲み始める。


「や、やあ」


　もうなんかテンパりすぎてよくわかんない。ぼくは妙みように明るくアイサツした。


「何がやあ、よ」


　アディは怪け訝げんに首を少しだけ捻ねじり、半分ほど減った瓶を傍かたわらのサイドボードに置いた。


「何ボッとしてんの？」


　そしてぼくに聞いてくる。


「え」


「え、じゃないわよ。あんたが散らかしたんだから、ちゃんと拾ってよ。それ一応国家機密なんだから、一枚でもなくなったら大問題なのよ」


　咎とがめるようにいいながら、アディは自分でも散らかった紙の側そばに跪ひざまずいて、一枚一枚拾い始める。


「…………？」


　ぼくはなんだかわけがわからず首をかしげた。


　なんか──予想してた展開と少し違ちがう。


　なんか予想以上に静かな立ち上がりというか……全然そういうことに発展する気配がないというか……


「？　何ちょっとガッカリした顔してんの？　あんた」


　そんなぼくを見て、やはり怪訝そうにアディ。


「だ、誰だれがガッカリなんかするか……！」


　な、何いってんだコイツは。


　そっちにそういう気がなくなったんなら、こっちとしても好都合に決まってるだろ。


　あーよかった。ほんとによかった。命拾いしたよ、まったく。


　なんか我ながらムッとしてるような気がしないでもないが、多分気のせいだろう。


　ぼくは平静を装よそおうように、落ちている紙の回収に手を貸し始める。


「ていうか……何のプリントなんだ？　これ」


「はあ？　何いってんのあんた。これ、大型殲滅巨人兵器フレア・モビルの設計図よ」


　平然と、アディ。


「はぁ!?」


　ぼくはギョッとした。


「こ、これが!?　大型殲滅巨人兵器フレア・モビルの設計図!?」


「厳密にいえば、大型殲滅巨人兵器フレア・モビルを造るパーツ、の設計図だけどね。大型殲滅巨人兵器フレア・モビルは一○万の全く異なるパーツが組み合わさって完成するの。そのパーツ一つにつき、一枚一枚設計図があるから……設計図も一○万枚あるのよ」


　引き続きプリント──設計図を拾いながら、アディ。


　マジかよ……じゃあさっき見た冷蔵庫みたいな奴やつも、巨きよ人じん兵器のパーツだったのか。


「だから無くなるとまずいっていってんのよ。一枚ないだけで完成できないかもしれないんだから」


「ていうかさ……」


　ぼくは根本的な疑問をぶつけることにした。


「そんな重要なもんが。何でお前の部屋に集まってんだ……？」


　アディとか、思いっきり紛ふん失しつ物多そうなタイプだし。すげー嫌いやなんだけど。


「洗いなおしてんのよ」


　少し不ふ機き嫌げんな表情でアディ。


「巨人計画、ここんところ予算不足で停てい滞たいしてんでしょ？　だから、どっかコスト削さく減げんできるパーツないかと思って。一枚一枚見直してんのよ」


「エッ？」


　ぼくは絶句した。


「一枚一枚って……一○万枚、ぜんぶ？」


「当たり前でしょ」


　アディはこともなげにいい、


「じゃなきゃ意味ないじゃん。こればっかりは、わかる魔族ほとんどいないしね。私がやるしかないのよ」


「…………」


　正直にいおう。


　ぼくはそんなアディの言葉に、少し感心していた。


「お前……そんなタイプだっけ？」


　ていうか、こいつらが、ほんの少しでも『人類抹まつ殺さつ計画』に関係ありそうなことに触ふれてんの初めてみた。


　なんかさっきより、ちょっとだけ真しん剣けんにプリント集める気になってきた。手を動かしながら、ぼく。


「完全に、頭使うより、体動かすほうが得意のタイプかと思ってたけど……」


「ふん。まぁ完全に否定はしないけど。けどこの計画だけは……特別なのよ」


　アディは語調に少しだけ真剣さを増して、


「ねぇ。あんたさ。先代の四天王って覚えてる？」


　そして唐とう突とつにそんなことを聞いてきた。


「先代？　いや……」


　迷ったが、ぼくは思わず正直にそう答えた。というか、そうか。基本一代限りの、フィクションの四天王と違って。リアル四天王は、ＯＢとか、先せん輩ぱい四天王が存在すんのか……。


「でしょうね」


　アディは案外あっさりその返答に頷うなずき、


「私らの代が就任したの、先代が引退しただいぶ後だったし。かなりの期間、四天王の座空位だったもん。けど私は覚えてる」


　そう続けた。


「巨人計画はさ。私が四天王に就任した時。その先代の〝知〟の四天王から、直々に引き継ついだものなのよ」


「ほう……」


「私にとっちゃ、先代〝知〟の四天王は、唯ゆい一いつ無二の英えい雄ゆうみたいなもんだからね。だからあの方から受け継いだこの計画だけは、絶対頓とん挫ざなんかさせるわけにはいかないの」


　一段と声に力をこめながら、アディはいう。ふーん……。


「先代の〝知〟ってことは……一応、ぼくの前任者……か……」


「そうよ」


　そこでアディは頷き、


「あんたなんか比べるのも失礼なくらい優ゆう秀しゆうでカッコいい男だったわ。なんであのお方の後任者が……あんたみたいな、フツーのオトコなのかしら」


　心底不思議そうに、アディ。んなもん……むしろこっちが聞きたいわ。


「ま、でも……あんたにはあんたで、いいトコもあるけどね」


　と、複雑な気分になっていると。アディは今度は意外なことをいいだした。


「あんたって……私らからしたら当たり前みたいなことにも、なんか、いちいち全力で反発してくるし。それが呼び水になって、結局、前よりあいつらとよく話したりするようになってんのよね……」


　なんか納なつ得とくいかなそうな表情でいうアディ。なんだ……そのぼく的に哀かなしすぎる長所は。


「ふーん」


「あんた来てから。私ら、前よりなんかまとまり出てきた気ぃするし……あんた来るまで、私ら、もうちょいつかず離はなれずの距きよ離りだったもん。いろいろあったしね」


「？　そうなのか？」


　それは意外な。


「うん。だからまぁ……あんたにはあんたで、感謝してる。ありがとね、山田」


　ぺこりと素す直なおに猫ねこ耳みみ頭を下げながら、アディ。


「い、いや……」


　そういわれたら、ぼくも、なんかそんな悪い気がしないじゃないか……。別にこいつらを仲良くするため反発してるわけじゃないんだが。


「といっても……あんたへの感謝なんて、あのお方への感謝に比べれば微び々びたるものだけどね。もっと感謝されたいなら、せいぜい頑がん張ばって私らにアピールしなさい。そしたら、また褒ほめてやるわ」


　最後にアディは、照れ隠かくしなのか、照れた表情で鼻を鳴らしながらそんなことをいうのだった。





「あーあ」


　そしてそんな、なんかこっぱずかしい空気の中。


「なんか変に語っちゃったわ。こんなつもりじゃなかったのに……」


「そ……そうだな」


「んじゃ、時間もないし……。そろそろ始めよっか？」


　すっくと立ち上がり、ぼくの方を見ながら単刀直入にいってくる。


「え……!?」


　ぼくは動どう揺ようした。


　こ……こいつ。まだそういうことするつもりだったのか。


　が。


（ま、まぁ……でも、それもいいか……？）


　何な故ぜだろう。部屋の空気のせいか。今の語らいのせいか。……ぼくが馬ば鹿かなせいか。


　ぼくの脆ぜい弱じやくな精神は、ふと、そんな結論をぼくに授け始めた。


（どうも、こいつそんなに悪い奴でもなさそうだし……よく見ると、時折可愛かわいいし……）


　日本には、意志薄はく弱じやくという言葉がある。


　ぼくの為ために生まれた言葉である。


「そ、そうだな……いいぞ。始めようぜ」


　ぼくは緊きん張ちようしながら立ち上がり、そしてまず、マントを外した。ブレザーも脱ぬぐ。ベルトも外す。うおー緊張してきたわ……。ぼくは引きつった顔で、アディのほうを見る。


　そこにあったのは──





　あんぐりと大口を開け固まっているアディの顔。





「………………」


「………………」


　──一いつ瞬しゆんで直感した。





　……何かがおかしい。





　パチパチッ。


　周囲で、やたら、何か静電気のようなものがはじけるのが見える。


「あ、あんた……何やってんの？」


　バチバチバチッ。部屋に閃せん光こうを走らせながら、しかし完全に困こん惑わくした表情でアディが聞いてきた。


「え？　い、いや、だって。始める、っていうから……」


　何かがおかしい。何かがおかしい。焦あせりながら答えるぼく。


「始めるって……巨人計画のコスト見直しを始めようって意味だったんだけど」


「………！」


「あんたなら、この設計図も読めるかと思って。時間もないし。不本意だけど、私がやってた作業、手伝ってもらおうと思って──」


　ゴォォ……窓も開いていないのに、室内に強く風が吹ふき始めた。


「い、いやいや。でもさ」


　ぼくは掠かすれる声で反論。


「マント買ったり。メシ食ったり。なんかデートっぽい雰ふん囲い気き演出してなかった？」


「さすがにタダでこんなめんどくさい仕事手伝わせるのは気がひけたから……ほんの気持ちだったんだけど」


「……。この部屋入る前も、ムードがどうとか……」


「洗せん濯たく物もの干しっぱなしの部屋で、集中して仕事できないかと思って」


「シャワー！」


「？　シャワーに何の問題が？」


　アディはぱちんっ、と指を鳴らす。


　するとその瞬間──


　部屋の天てん井じようという天井から、アディに向かって、電気の帯が降り注いだ。


「私ら雷かみなり属性の魔ま族ぞくは充じゆう電でん切れたら死んじゃうしね。雷らい撃げきシャワーなんか四六時中浴びてるけど」


「……………………」


　ぼくは無言で床ゆかにくずおれる。


　知るかよ……そんな風習。ていうか、別に水に濡ぬれたりしないんだったら、バスローブなんか着る必要ないだろ!?


　終わった……。


　ぼくの切れる手札カードはこれでなくなった……。


「さて、と……」


　バチバチバチバチッ！　充電も終え、ますます元気になったアディが、全身から電気をほとばしらせながらゆっくり呟つぶやく。


「それじゃ、次、こっちの質問ね」


　一歩、二歩、とゆっくりこちらに歩み寄りながら、アディはいう。


「あんたは私と何を始めようとしてたの？　正直に答えてね。噓うそついた場合。魔界史上最大の稲いな妻ずまがあんたを貫つらぬくことになる」


「……………………」


　何で……何でこうなるんだろう。


　ぼくの名前は山田。


　人間界でも魔界でも、空気を読み間ま違ちがえてしまう男…………。





　　　　※




　翌朝。


「お」


「あ……」


　六六五階。魔王城大型貫かん通つう魔導エレベーター前。


　その入り口の前で、ぼくと鉢はち合あわせしたのは──


「なぁんだ。ヘンタイか……」


　ぼくの顔を見るなり、失礼すぎるセリフと共に溜ため息いきまで漏もらす赤あか髪がみの女。


〝雷〟のアーディンブルグ。


「な、なぁ……。ぼくの評価。昨日の朝よりさらに下がってないか……？」


「当たり前でしょ──！」


　ゴウッ。髪の毛を逆立てながらアディ。


「あんな……あんな破は廉れん恥ちなこと考えてる奴やつ。ヘンタイ以外どう呼べばいいのよ!?」


　赤面しながら、ぼくを鋭するどく見み据すえてくるアディ。うっ……！


「殺されなかっただけでもありがたいと思いなさい。次同じようなことやったら。地の果てまで追いかけてでもあんたを殺すわよ……！」


「わ、わかりました……」


　ぼくは土下座。




[image: ]


　確かに昨日、殺されなかったのは一〇〇万に一つの幸運だった。


　アディがどうもぼく以上にそういうことに免めん疫えきがなかったことがよかったのだろう。


　ぼくが何を企たくらんでいたか話した後、アディは真っ赤になって自分の部屋から飛び出していってしまったのだ。ぼくはその隙すきにかろうじて逃にげ延びた。何もかもが紙かみ一ひと重えだった……。


「お、お詫わびといっちゃなんだけど。昨日の巨きよ人じん計画の見直し。無料で手伝うからさ……」


　ぼくに出来るかどうかわからなかったが。見た感じ、理解できないというほどでもなかったので、何か力にはなれそうだった。


「当たり前でしょ！　勿もち論ろんその場合、あんたには自分の部屋でやってもらう。あんたは今後一いつ切さい永久に私の部屋に侵しん入にゆう禁止よ！」


　ぼくに指を突つきつけながらアディ。


　……とかやってると。


「オイ」


　エレベーター前に、さらにもう一体、四天王が合流した。


　相変わらず何を考えてるかわからないような無表情を貼はり付けている男、炎ほのおのイグナレスである。


「ちょっとイグナレス。聞いてよ……！」


　アディはまだ怒いかりが収まらないのだろう。本来嫌きらってるはずのイグナレスにまで、ぼくの話を持ちかけようとしている。


　が。


「いや待て」


　イグナレスはそれを制し、


「さっき部屋を出たら。こんなものが扉とびらの下にはさまっていた」


　イグナレスはそういうと、一枚のメモをぼくとアディに見せてくる。


「ヴォルフォレカからだ」


「ユキ……？」


　ぼくとアディは顔を見合わせ──そのメモに目を通してみる。


　そこには、こんなことが書かれていた。









いっくんへ。


元気？


わたしは……元気じゃないです。


昨日の夜、とんでもないものを見てしまいました。


あっちゃんが……やっくんのマントをワシ摑づかみにして、「一晩差し出せ」とか怒ど鳴なりながら、やっくんを部屋にラチ、していたのです。


やっくんも嫌いやがってるように見せかけてなんだか少し嬉うれしそうでした。多分お互たがい合意の上でそういうことをやっていたのだと思います。


わたし……正直いってショックだった。


あっちゃんとは、何でも話し合える仲だと思ってたのに……まさかやっくんとそんな深い（でも少し歪ゆがんだ）仲にまでなっていただなんて。


所しよ詮せん女の友情なんてそんなものなのですね。


でも……わたしは涙なみだを拭ふきました。


だってこれは、おめでたいことだもの。





だからとりあえず、魔界新聞社にこのネタを報告しにいってきます！





最近暗いニュース多いもんっ！　巨人兵器の計画中断とか。


たまにはこういう明るいニュースをみんなに提供しないとね！


あっちゃんといっくんもそれを望んでるはず！


あーよかった。こんなわたしでもみんなの役に立てて。


というわけでいってきます。お昼頃ごろには戻もどるから、心配しないでね♪







四天王最高戦力　雪のヴォルフォレカ（通つう称しようユキ）














「「ふざけんなあのガキッッ……！」」


　メモを読み終えたぼくらは、怒りに声を震ふるわせた。


「誰だれがこんなヘンタイ拉ら致ちしたっていうのよ!?」


「誰が嫌がってるように見せかけて少し嬉しそうなんだ……！」


　そんな記事載のったら、ぼくら正直破は滅めつじゃないか……！


「山田……お前変わった趣しゆ味みしてるんだな……」


　メモを読み終えたイグナレスがボソッといっているが、だからそうじゃないって……！


「新聞社に直行するわよ。私たちの全権力を使ってこの未み曾ぞ有うの危機を乗り越こえる」


「異議なし」


　そしてぼくとアディは、同時にようやく開いたエレベーターに全速力で乗り込む。


　こうして。


　今日もくだらない火消しに終われ、人類抹まつ殺さつ計画はまた遅ち延えんする……






　第四話　女風呂と四天王







『円えん卓たくの間』。


　魔ま王おう軍の中ちゆう枢すうにして、魔界の中心。


　遥はるか古代の大戦時には、ここで自軍・他軍の命運を握にぎる作戦の発案・決定が行われ、そしてその作戦によって、数十万・数百万の魔族の命が失われたという。


　その円卓の間が……


　ゴゴゴゴゴゴゴ……


　いや、魔王城全体が……ひどく揺ゆれていた。


「…………」


「…………」


「…………」


　そんな中、ぼく、アディ、ユキは、黙もく々もくと円卓に向かい、粛しゆく々しゆくと事務作業を繰くり返している。


　ゴゴゴゴゴゴゴ……


　無言。


　ゴゴゴゴゴゴゴ……


　……無言。


　ゴゴゴゴゴゴゴ……


　…………無言。


　ゴゴゴゴゴゴゴ……！


「あぁもううっとうしい……！　んがぁ！」


　そんな中とうとう耐たえられなくなったように、突とつ如じよアディが声をあげ、右手でつくった稲いな妻ずまの矢（推定攻こう撃げき力七○○○～八○○○）を思いっきり震しん源げん地──前方に放ほうり投げた！


　ずがぁん！　稲妻の矢は、問題なく標的に直撃！　舞まい上がる衝しよう撃げき波はと砂さ塵じんの中、うっすら姿を現したのは──


　長い銀髪に、ただならぬ気配をまとった、恐おそろしく研とぎ澄すまされた美び貌ぼうを持つ男。魔王軍最高戦力、〝焰ほのお〟のイグナレス。


　髪を焦こげ付かせ、煤すすだらけになったイグナレスは、いきなりの攻撃に、一いつ瞬しゆんハッと我に返ったようにぼく達の方を見たが……そしてその間、地震は止まっていたが……


「…………ダメだ」


　次の瞬間、深刻そうな顔で首を横に振ると。


　顔の前に組んだ手に顎あごをのせながら、カタカタカタカタ……右足で、貧びん乏ぼうゆすりを始める。その瞬間。


　スゴゴゴゴゴゴ！　再び魔王城が揺れ始めた。


　そうなのである。


　さすが魔王軍最高戦力四天王。


　ぼく、アディ、ユキを悩なやませる、魔王城全体を震しん動どうさせるような揺れの正体は……イグナレスの、城を揺るがすほどの、デタラメな脚きやく力りよくによる貧乏ゆすりだった……。


「なんなのよ一体ぃぃぃ……!?」


　頭を抱かかえたのは、アディ。


「なかなか会議始められないねぇ……」


　珍めずらしく嘆たん息そくしながらいったのはユキ。


「いい加減にしろよ……！」


　ぼくはぼくで頭を抱える。


　貧乏ゆすりが原因で会議ができなくなる四天王って……一体なんなんだよ!?


　殺意を抱いだきながら、ぼくはいつも通り円卓につっぷした。





　そろそろ自己紹しよう介かいの必要もないはずだが、一応軽くやっておこう。


　ぼくの名前は山田。ごく一いつ般ぱん的な元男子高校生。


　現在、〝『人類抹殺計画』を最終段階にまで移行させれば元の世界に帰れる（超ちよう意訳）〟という状じよう況きようで、一人、魔界で、魔族に囲まれ、四天王をやっている。


　……のだが。


　相変わらず……『人類抹殺計画』は、ほぼまったく進んでいなかった。


　毎度毎度、わけのわからない脱だつ線せんに巻き込まれ、結局まったく仕事をしない。


　そして、毎度のことだが、今日もいつもと同じ様相を呈ていしている。


　今回の原因はイグナレスだった。


『円卓の間』に入るや否いなや、イグナレスは、人間とは迷めい惑わくさがケタ違ちがいの、全力貧乏ゆすりを始め。何度注意しても、それをやめようとしないのだ。


「だぁかぁらぁ！　何をイライラしてんのよ、あんたは!?」


　もう何度目の押し問答か分からないが。アディが我が慢まんできないように、イグナレスを問い詰つめる。


「そうだそうだ。何かに腹立ってるなら……その原因、ぼくらにいえよ」


　ぼくも頷うなずき、同意した。少なくとも、この貧乏ゆすりをやめてもらわないと、会議に辿たどり着けない。アディに加担するしかない。


「その質問には答えられない」


　しかしイグナレスは貧乏ゆすりをしながら、クソシリアスな表情でそう即そく答とうした。


「な、なんで……？　わたし達仲間なのに……？」


　その返答に、ユキが涙ぐむ。


「あ……もしかしてわたしが原因？　そうだよね、やっぱりわたしが……」


「ユキ。悪いが今日はその自殺のくだりに付き合う精神的余よ裕ゆうがない。やってもつっこまんぞ」


　バッサリ、イグナレス。


「……………………」


　ユキは死んだ。


　キャラクター的に。


「なんなんだよ……じゃあ、直接の原因はいわなくていいから。何系の怒いかりなのか。せめてそれぐらい教えてくれよ」


　なんとか原因を突つき止めようと外そと堀ぼりからイグナレスの悩みを聞くぼく。


「ぼくらの誰かに腹をたててるのか……？」


「違う」


「あ、わかった。あんた……腹へってんじゃない？」


「違う」


「いっくん……もうつっこんでくれないの？」


「ああ」


「ユキちょっと黙だまってて」


「ユキ黙れ。あ、そうだ。もしかして部下の失態に腹をたててる……とかじゃないのか？」


「違う」


「わかった。あんた給料低いのがやなんでしょう」


「それもあるが違う」


「いっくん……ほんとにほんとにもうつっこんでくれないの？」


「ああ」


「ユキ黙ってて」


「お前だけ質問の角度おかしいから」


「だって……」


「今はあんたのキャラクター煮に詰つめる場じゃないでしょ!?」


「ユキ、ハウス」


「ひどいよ！　ばかぁ！　みんななんて永久凍とう土どの礎いしずえになればいい！」


　ひゅごっ！　ユキは北風と涙なみだと共に消えた。


　どこかへ。


「……。今回……オレメインの話だよな？」


　沈ちん黙もくの後、イグナレスが不安そうに聞いてくる。


「大だい丈じよう夫ぶ。おとなしそうなフリしてボケに貪どん欲よくな女は退場したから」


「ていうか心配ならさっさと何悩んでるか教えろよ……」


　ぼく、いう。


「………………」


　しばしイグナレスは沈黙していたが……


「……わかった。話そう」


「話すんかい」


「ただし──アディ、できればお前には退席して欲しい」


　そこでイグナレスは、アディに目を向け、やや言いにくそうにそう訴うつたえかけた。


　俺とアディは、そこで一瞬意味が分からず顔を見合わせ、


「え？　なんで？」


　いう。


　イグナレスはそこでまた一瞬口ごもり……


「それはつまり──その。今回の話は、ちょっとこう……18禁（18万歳未満禁止）というか。山田にしか理解できない淫みだらな側面を持ち合わせているというか……」


「サ……サイテー」


　赤面アディが、何な故ぜかぼくに軽けい蔑べつの視線を投げかけ、


「山田……あんたって……四六時中そんなこと考えてんの!?」


「え……えぇぇ!?　ぼく!?」


　何でいきなりぼくが軽蔑される流れになってんの!?　前回粗そ相そうしたから!?


「当たり前だろう。山田の頭の中は四六時中子供にはお見せできないことばかりだ」


　堂々とイグナレス。お前がぼくの何を知っている!?


「ち、違……」


「サイテー。マジサイテー。あんたらはそこで一生そうやって猥わい談だんしてなさい。この……四天王のヨゴレコンビが！」


　恥はずかしそうにそういい捨てると、カッ！　アディはぼくに向けて円卓上にあった分厚い本を投とう擲てき、その本はぼくの顔横二ミリというスレスレの場所を通って、ゴッ！　そのまま背後の壁かべを突き破り、魔ま界かいの外へ消えていった。


「フン……」


　直撃していれば首から上がなくなっていた一撃を放った女アディは、鼻を鳴らすと、コツコツヒールを鳴らし、バタンッ。円えん卓たくの間から出て行った。


「まったく……なんなんだあの女は」


　しかし憤ふん然ぜんとイグナレス。


「男がエロティシズムについて考えて何が悪い……筋違いの怒りにもほどがある」


「お前の存在自体が筋違いなんだよッッ……！」


　なんかぼく、魔界での評判どんどん下がってきてないか……!?


「ぼくのキャラクターを勝手に貶おとしめるな！」


　そんで──ぼくとお前だけになったら、結局、『四天会議』続行不可能だろうが!?


　いつものことといえばいつものことだが。今日も『人類抹まつ殺さつ計画』はさっぱり進みそうにない……。







　　　　※




「入ってくれ」


「はあぁぁ……」


　数分後。結局ぼくは、内密に話したいというイグナレスに案内され、イグナレスの部屋を訪おとずれていた。ぼくは毎回毎回、一体何をやってるんだろう……。


「そういえば、山田をこの部屋に案内するのは初めてだったな」


「ん？　そうだな……ん？」


　初めて足を踏ふみ入れたイグナレスの部屋を軽く見み渡わたすぼく。


「な……なんだこの部屋!?」


　そこでぼくは、とんでもない光景をまのあたりにする。


　ぼくやアディと同じ間取りの部屋なので、部屋自体はかなり広いのだが……どこにも〝壁〟が見えない。部屋の壁の前に、本ほん棚だな──のような収納家具がびっしり並べられていて、壁が隠かくれているのだ。ただしその本棚に入っているのは本ではない。


　そこに並べられているのは〝コイン〟……


　部屋を覆おおう本棚の中に、びっしり……数万……いや下手すれば数十万枚のコインが、まるで本でも並べるように、縦に延々しきつめられているのだ。


「ひぃぃ……」


　ぼくはなんかとんでもなくおぞましいものを見てしまったような気がして、両りよう腕うでをさすった。コイツ……どんな精神構造してんだ!?


　しかし、そのコインの山はまだ序の口。


　ぼくを本当に仰ぎよう天てんさせるものは、部屋の中央にあった。


　コインが入ってる本棚以外、何も存在しない虚きよ無む的な部屋の中央──


　そこに、コイン棚とはまた別の意味で、イグナレスの正気を疑うようなものが島のように集められている。


　そこにあるのは、昨今日本ではあまり見かけない、黒く大きく四角く奥行きたっぷりの……間違いなく地デジに対応していない『アナログテレビ』。


　赤と白のレトロボディ。繫つながる二本のコントローラーは日本の歴史を変えた……『ファミ○ン』。


　そしてその前に置かれているのは、袋ふくろのあいた、間違いなくメイド・イン・ジャパン製……見慣れた……あまりに見慣れたパッケージに包まれている、じゃがいもを薄うすく切り、油で揚あげ、子供とオタクとラノベ作家が大好きな国民的菓か子し『ポテト○ップス』（たぶん新たな遺物）。


　絶対に魔界にあってはならない三種の神器が、そこには、奇き跡せき的に、集合していた……！


「オイッ！」


　もう、そんな雑なつっこみしか出てこない。ぼくはイグナレスに怒ど鳴なる。


「いい加減魔族の本能取り戻もどせよ!?　どこの世界にファミ○ンやりながらポテチむさぼる四天王いるんだよ!?」


「心配するな。オレは人間どもの下等な玩がん具ぐなどに決して毒されたりはしない」


　そういうと、イグナレスはフッ、と手に取ったソフトの基き盤ばんに息を吹ふきかけ、ファミ○ン本体にソフトをさしこむ。コイツ……いつの間にこんな高等テクを!?


「これはただの精神修しゆ行ぎよう……」


　いいながらイグナレスは、さしこまれたソフト──『く○おくんの大運動会』と書かれている──もう世界観も何もあったもんじゃない──をスタートさせ、


「オレの心を惑まどわそうとする人間と、それに抗あらがおうとするオレの、見えない、火花散る、壮そう絶ぜつな、精神修行の世界なのだ！」


　カチャカチャカチャカチャ……ボタンを連打しながら、


「ああクソ！　鉄パイプとられた！　ざけんなれいほう！」


「めちゃくちゃ無む我が夢中じゃねーか！」


　お前ただ『くに○くん』やりたいだけだろ!?


「なんなんだ……なんなんだよお前は…………!?」


　ぼくはこの四天王一つかみどころのない男の振ふり回し攻こう撃げきに、疲つかれ果て、思わず座り込んだ。


　意思決定は何故かコイントス（不正の疑ぎ惑わくあり）。


　テレビとファミ○ンを突とつ然ぜんつなぎとめるような記き憶おく力アリ。


　貧びん乏ぼうゆすりで魔王城を揺ゆるがし。突然オレを18禁キャラとして売り。部屋の本棚はぜんぶコイン。そしていつの間にか何故か『くに○くん』に夢中。


　このデタラメな男とオレはどう付き合えばいいっていうんだ……!?


「心配するな」


　と、心配していると、イグナレスがテレビを見たまま背中でこちらにいってきた。


「お前をここへ呼んだ理由は、ここでお前と『くに○くん』をやりたいからではない」


「当たり前だろ……もしそうならお前、いい加減クビにするぞ……！」


「実はな。少し大事なものをなくしてしまって──それを捜さがすのを、お前に手伝って欲しいんだ」


　テレビから、シンプルなファンファーレのようなものが流れ出したかと思うと、イグナレスはくるりとこちらに向き直り、そういってきた。どうやら『くに○くん』は１ゲーム終しゆう了りようしたらしい。やっと話が始まりそうだ。


「ん……？　大事なもの？」


「ああ……まぁ打ち明けると、恥ずかしながら、〝コイン〟なんだが」


　本気で少し恥ずかしそうにイグナレス。


「…………コイン？」


「ああ……ほら。いつもオレが、意思決定するコインあるだろう？」


「あ、ああ……」


　正確なフォルムまでは思い出せないが、とりあえずうなずくぼく。


「実はあのコインをどこかで紛ふん失しつしてしまったんだ」


　深刻そうな顔で、イグナレス。


「あれがないと、オレは、どうにもイライラしてしまってな……」


「いや……」




[image: ]


　ぼくは部屋を見渡しながら、


「え？　補欠は山ほどいるように見えるけど……」


「駄だ目めなんだ」


　イグナレスは苦く悩のうするように首をふり、


「確かにオレがいつも使ってるあの魔界硬こう貨かと、ここにある硬貨は、すべて同じもの。種類も重さも製造年月日すら同じものをここには揃そろえている」


「そ、それはそれでなんか引くけど…………ま、まぁ、いいじゃん。だったらそれ使えば？」


「いや、だから駄目なんだ。あのエース級のコインじゃないと」


　と、イグナレス。


「オレはこうして、補欠を山ほど用意してはいるが。実はあのコインを手にしてから今まで、ほとんど補欠を使ったことはない。つまり、念の為ため用意はしているが、オレが使ってきたコインは、基本的には、ずっとあの〝一枚〟だったんだ……」


「ふーん……」


「で、今朝紛失してることに気づいて、初めて補欠も手にとってみたんだが……やはり微び妙みように違ちがうんだ。重さも形も同じはずなんだが、どうも手に馴な染じまない。何かが違う」


「まぁ……なんとなく分かるけど……」


　分かるけど。


「そもそも……あのコインは、お前にとって絶対必要なものなのか？」


　コイントスしてはいるものの、実質形だけというか……結局イグナレスが自分の意思で出目を変えてるっぽいし、そんなんだったら別になくてもいいんじゃ……と思いぼくは聞くが、


「絶対に必要だ」


　イグナレスは譲ゆずらない。


「まず、ないとイライラするし。正確な判断が下せなくなる」


「どんだけ依い存ぞんしてんだよ……」


「なにより、そもそも、あのコインは頂き物なのだ」


　イグナレスはいう。


「え？　そうなのか？」


「ああ。昔もらった物だ。あまり物にこだわらないオレが、唯ゆい一いつずっと持っているものといってもいい。あれだけは見つけたい」


「うーむ……」


　そこまでいわれると、協力してやりたくもなるけど……


「だったら──さっきなんでアディ遠ざけたんだよ」


　ぼくは聞く。


「そんな捜しにくいモン捜すなら、あいつら……もしくは、他ほかに、部下とかの手も借りたほうがいいんじゃ」


「そんな情けないことができるか……！」


　恥はずかしそうにイグナレス。


「コイン捜しを手伝わせるなど……いくらなんでも、淫みだらすぎる……！」


「いや……」


　ぜんぜんその感覚は理解できないんだが。魔ま族ぞくだから？


「わかった……まぁいいよ。手伝ってやる」


　と、ぼく。


「！　本当か!?」


「ああ……まぁ、切実さだけは伝わってきたからな」


　大事な物とか、思い出の品みたいな物がなくなった時のガッカリは、人魔さほど差はないのだろう。仕方ないので、ぼくはまさかの〝コイン捜し〟を承しよう諾だくする。


「でも、どうやって捜す？」


　このクソ広い魔王城、いくらなんでも何の策もなしに捜してたんじゃ埒らちがあかないだろう。ぼくは聞く。


「安心しろ。策ならある」


　イグナレスはそういうと、立ち上がり。


「ついてこい」


　自信満々に、ぼくを部屋から連れ出した──





　そ　し　て　悪　夢　の　幕　は　あ　が　っ　た。





　　　　※




「オイオイオイオイオイ…………！」


　一○分後──


　ぼくはとんでもない場所に連れ出されていた。


　前方には、スライド式の、魔界製の強化硝子ガラスによる扉とびらが設置されており。その向こうに見えるのは……湯気が立ち込める大浴場。


　背後には、番頭──顔の半分が男、顔の半分が女の、アシュラという魔物──が座っており、ぼくらの立っている部屋の入り口には、『女（雌めす）風ぶ呂ろ』というのれんの文字。


　要するに一○分の刻ときをかけてぼくらは──


　何な故ぜか魔王城にある大浴場の、女性用脱だつ衣い所に出で歯ば亀かめのように進入していた。


「イィィグナレス!?」


　いい加減殴なぐるよ!?　ぼくにお前以上の戦せん闘とう力あったら絶対殴ってるよ!?


　ぼくはテンパリながらイグナレスに詰つめ寄ったが、


「しっ。山田。気持ちはわかるがそうイキりたつな。そして声を落とせ。せっかく気絶させた番頭が目を覚ますだろう……！」


　イグナレスは口元に指をたて、シリアスきわまりない表情で背後に視線だけ送る。


　その先にいるのは──ダラン、と番台に崩くずれ落ちているアシュラの姿。


　そう──考えられないことに、この男はここへ侵しん入にゆうする為ために、どれほど才能の無む駄だ遣づかいなのか、漫まん画がなんかでよく見かける〝目にも留まらぬ動き→背後に回って首筋にトン……〟攻撃をリアルでアシュラに放ち、強行突とつ破ぱでここまで辿たどり着いているのである。


「イキりたってんのはお・ま・え、だろうがぁぁ……！」


　なんかもう、いろいろ取り返しつかない事態になってきた！　ぼくはわななきながら抗こう議ぎしたが、


「事情を説明しよう」


　イグナレスはムカつくほど落ち着き払はらった声で呟つぶやき、


「どうもオレは、昨日、この脱衣所にコインを忘れたくさいんだ」


　まったくわけのわからない事情を説明しだした。


「はあ……!?」


　なんで女湯の脱衣所にコインを忘れる!?


「まさかお前……そこまで……」


「なんだその懲ちよう役えき二万年クラスの罪人を見るような目は……！　そうじゃない。そこまですれば法に触ふれることくらいわかっている」


　首を振り、意味不明なことをいうイグナレス。


「そうじゃないんだ。忘れたのか？」


　そん中イグナレスは続ける。


「ここの大浴場は、男湯と女湯、日ひ替がわりで浴よく槽そうを交替させているだろ」


「あ……！」


　そういやそうだった。ここの大浴場は、日本の旅館とかでよくある、日替わり男女風呂交替制……！


「つまり昨日、オレは普ふ通つうに男湯に入った時、この脱衣所を使い。ここでコインを忘れたんだ」


　と、イグナレス。


「今思えば、風呂に来た時までオレはコインを持っていたが、帰りはコインを持っていなかった……オレの手にはコーヒー牛乳しかなかった」


「知るか！　ていうか、だったら一人で……もしくはもっと普通に捜せや……！」


　ぼくは断然抗議。なんせ……


「女湯開場まで残り一○分しかないんだぞ!?」


　そう──幸い、今はまだ、大浴場が開場する時間に達していない。だから脱衣所にも、浴場にも、人っこ……いや魔物っ子一体、どこにも誰だれもいない。しかし一○分後には……


「明日になれば、またここ男湯に戻もどるんだし……明日でもいいんじゃないのか!?」


「駄目だ。それまであのコインなしでは……オレの精神が瓦が解かいする」


「絶対しないって！　お前のその図太すぎる精神、絶対瓦解しないって！」


「無理」


「だってこれさぁ……絶対、ぼくらがコイン捜してるうちに、女子入ってきて〝キャー〟ってなるパターンじゃん!?」


　半泣きでぼく。


「お決まりのラブコメパターンになるじゃん！」


「心配するな……オレの目が黒いうちは、そんなベタな路線には絶対もっていかせん」


「お前にそんな権限ねーだろ!?」


「山田……悪いがお前としゃべくり漫まん才ざいしてる時間はない。残り九分しかないんだ」


　ふう。脱衣所の時計を見ながら呆あきれたようにイグナレス。こいつホントむかつくわー。


何もかもお前のせいだろう?!


「今さら足あし抜ぬけは不可能だ。お前は自分で首をつっこんできたんだからな。魔界刑けい務む所しよで服ふく役えきしたくなければ──残り九分、死ぬ気で捜せ！」


　そういうとイグナレスは、すさまじい速さで脱衣所のラックに載のっている脱衣カゴをチェックし、忘れ物を調べ始める。


「なんなんだ……なんなんだよこの人生……！」


　ぼくはもう全泣きで、その下着泥どろ棒ぼうじみた作戦に半ばヤケクソ気味に加わる。








「おっ!?」


　捜そう索さく開始直後。二手に分かれて捜していたイグナレスから、歓かん喜きの声があがった。


「あったのか!?」


　時計を見る。まだ時間は六分ほど残っていた。これなら五体満足で名めい誉よを保ったままここから脱だつ出しゆつできそうだが……！


「いや……違ちがった」


　イグナレスは落らく胆たんし、


「コインじゃなかった。よく見ると……コレだった」


　いいながら、イグナレスがぼくに見せてきたもの。それは、上半分が鶯うぐいす色いろ、下半分が桜色にペインティングされたファミ○ンソフトで、タイトル欄らんには『くに○くんの時代劇だよ全員集合』と書かれていて──


「またくに○くんかよ!?」


　おかしいだろうが!?　ぼくは空の脱衣カゴを床ゆかにたたきつけた。


　まずコインと『くに○くん』見間違えるイグナレスの目の節穴ぶり！


　魔界の大浴場に何故か置かれている『くに○くん』！


　たとえここが日本だったとしても、普通浴場に『くに○くん』はねぇ！


「ん……？」


　などといってる間に、今度はぼくが、脱衣カゴから忘れ物を発見した。


「な……なんだこれ……？」


　手にした籠かごからずるりと出てきたのは──


　ぼくの身長の三分の一ぐらいの大きさの布製のカップ──が、三つ連なったもの。三つ連なった大きさは、ぼくの身長と同じくらいはある。


「なんだ……それ、キメコのブラじゃないか」


　そんなぼくを見て、淡たん々たんとイグナレス。


「キメコのブラ?!」


　キメコって……第二話登場のあのキメコ!?


「顔面だけで構成されてるあいつらに、なんでブラの必要性が……」


「気合い入れるデートの前とかつけるらしいぞ？」


「そんなことするからあいつらすぐ恋れん愛あいで行き詰まるんじゃ……」


　ていうか、まだ今日女湯になってないのに置いてあるってことは、少なくとも二日以上前から置きっぱなしってことか？　どんだけ粗そ忽こつ者ものなんだよキメコ……。


「お？　これは……」


　今度はイグナレスが何かを発見する。


「山田。見ろ」


「なんだよ……どうせまた『くに○くん』だろ……」


「いや。今回は『ロック○ン２』だった」


　ぼくに『ロック○ン２』のソフトを差し出しながらイグナレス。


「どっちにしろおかしいだろ!?」


　何故魔ま界かいの大浴場に『ロック○ン２』が存在する?!　誰か世界観修正してくれ！


「そうか……『ロック○ン』に続編があったのか」


　イグナレスはきいちゃいねぇ。


「１は高難易度ながら最初にステージセレクトできたりいろいろ斬ざん新しんな点も目立ったからな。商業的にどうかと心配してたんだが……」


「お前もうただのファンだろ……」


　ダメだ……ユキも大たい概がいだが、こいつも野放しにしておくと永遠にボケたおしてくる……二人きりとか地じ獄ごくだ。


　ぼく別にＮ○Ｃとかいってないんだぞ？　もう勘かん弁べんしてつかぁさい……


　ぼくはフラフラと籠が集められたラックにもたれかかる。


　が──


　その瞬しゆん間かん──


　奇き跡せきは起こった。





　ちゃりーん。





　ぼくがラックにどん、ともたれかかった瞬間。


　ぼくの頭上にあった籠が、ぼくの頭の上に落下し──そこから何かが飛び出し、床を転がった。


　ぼくとイグナレスの目が、同時に、その転がりだした物体に向く。


　転がり、転がり、やがてカタカタカタカタ……とその場で回り、静止したのは、くすんだ金色の、一○円玉ぐらいの大きさの、コイン。


「お……」


「おおっ!?」


　ぼく達は歓喜の声をあげ──そしてイグナレスは、素す早ばやい動きでそれを回収した。


　そして手の中でしばしそれを弄もてあそび、


「この手て触ざわり……冷たさ……重さ……コインのへこみ具合……そして魔界暦れき三○八八年製という年代表記……間違いない！」


　ピーン、イグナレスは嬉うれしげにコインを親指で宙にはじき、


「これこそオレのエースコイン……！　焰ほのおのイグナレス……ここに復活！」


　ぱしっ！　スタイリッシュにそれをキャッチ、そんな見み得えをきってみせる。


　お、おお……！　なんかカッコいい！　やってることは犯罪スレスレだけど。この場面だけ切り取るとなんかカッコよく見える。


「よ、よし……それじゃさっさとズラかろう！」


　ぼくは安あん堵どしながらイグナレスにいった。


　時計を見ると、残り三分はある。アシュラもまだ気絶……気絶だよな？　とにかく番台からピクリとも動く気配はない。完全犯罪達成である。


　脱だつ衣い所から逃にげようとするぼくとイグナレス。


　しかし。


「ちょっと！　ちょっと起きて！　もう、何で番頭寝ねてんのよ?!」


「しょうがないよ。ちょっと早くきちゃったし……」


　入り口のほうからそんなそろそろ聞き慣れた声が聞こえてきたのは──


　その瞬間だった。





　　　　※




（ど……どうすんだよ!?）


　ぼくとイグナレスは、反射的に脱衣所の後方──


　つまり大浴場、もちろんラブコメのお約束どおり、湯船の中まで後退し、小さくなりながら小声で青ざめて顔を見合わせた。


　さっき入り口から聞こえてきたのは、間違いなく、アディとユキの声……！


（どうしてくれる!?　絶対責任とれよ?!　おれが窮きゆう地ちに追い込まれた責任と！　こんなベタな展開になった責任、お前、絶対とれよ!?）


　だからいわんこっちゃねぇ！


　ぼくは激しくイグナレスをののしったが、その間にも、


「ったく……やってらんないわ……男ってなんでああも全員エロいのかしら……」


「わたしも……さっきボケ流されてショックだった。やっぱり男子ってガサツだよね……」


　少し離はなれた場所──恐おそらく既すでに脱衣所に進しん入にゆうしている──から、アディ、ユキの声が少しくぐもったように聞こえてくる。


　恐らく既に衣服も脱ぬぎ始めているのだろう。


　まずい……ただでさえぼくの貞てい操そう観念が疑われてる最中──この状じよう況きようで、ハチあわせなどしようものなら、ぼくはまじで社会的に抹まつ殺さつされる……！


（イ・グ・ナ・レ・ス～～！）


（心配するな。策なら思いついている）


　ピーン。服を着たまま湯船につかり、冴さえない風ふう貌ぼうになっているイグナレスが、しかし顔だけはクールなままでコインを飛ばしながらいった。


（この壁かべをブチ抜く）


　いいながらイグナレスが手をあてたのは、湯船のすぐ傍かたわらにある壁──すなわち、男湯に繫つながる壁である。


（アディとユキが、ここへ入る直前、オレがこの壁を蹴け破やぶり、向こうに亡命する。お前も後に続け）


（そ、それで!?）


（物音を聞きつけ、アディとユキは女湯のほうからこの穴を見に浴場に進入してくるだろう。その隙すきにオレ達は、向こうの無人の男湯の脱衣所へ抜け、そのまま外へ逃げ出す──誰だれにも姿を見られずに、だ）


（く………）


　ぼくは一瞬うめく。なんという運任せの作戦だ。失敗の可能性もかなり高くある。


　しかし、このままじっとしていても、ただ死、あるのみ。


　ぼくはイグナレスを見つめる。


（イグナレス──不本意だが……）


（他に方法はない。──だろ？）


　妙みように男前な表情でイグナレス。


（ああ……ぼくの運命──お前に預ける）


　ぼくもかつてない男前な表情で頷うなずく。


　後が無い連帯感から、魔界の女おんな風ぶ呂ろで、妙な友情が生まれた。


「あーあ、やってらんない。今日ぐらい、ひとっ風呂あびて、ヤケ食いして、パーッとヤなこと忘れましょうよ」


「そうだね。まあわたしたち毎日それやってる気もするけど……そうだね。今日は一段とパッーっといこう！」


　とかやってるうちに、向こうの準備は完かん了りようしたらしい。そろそろ入ってきそうな気配が漂ただよう。


（イグナレス！）


（任せろ相棒……うぅぅぅりゃあ！）


　小さく雄お叫たけびをあげるとイグナレスは、何の意味があるのか一度コインを打ち上げた後……すさまじい速度で浴場の壁に横蹴りを放った。


　さすがは貧びん乏ぼうゆすりで城を揺ゆるがす足の持ち主！　その蹴りの威い力りよくは申し分なく──


　どっごぉぉぉお！　正確に壁を崩くずし、壁にぼくらがちょうど通れるだけの大きさの穴が空く！


（ナイス……イグナレス！）


「!?　何の音!?」


「浴場の中からだよ?!」


　しかし悠ゆう長ちように脱出口確保に喜んでるヒマもない。


　外から、血相を変えたような二人の声が聞こえてくる。


（イグナレス！）


（わかってる。いくぞ！）


（おっしゃ！）


　バババ！　ぼくらは四天王の名に恥はじない身のこなしで湯船から跳ちよう躍やく、イグナレスが空けた穴へ飛び込み、向こう──男子浴場の湯船へ──一瞬、あれ？　ぼく魔界まで来て何やってるんだろう……？　と我に返った瞬間もあったりしたが、とにかく、女子浴場からの脱出に成功、男子風呂へ移動した！


「よし！　ここまではパーフェクト……」


「後は無人の脱衣所をつっきれば……」


　浴よく槽そうを抜ぬけ出し、脱衣所へ向かおうとするぼくら。


　が──


　そんなぼくらの目の前に、妙なものが目に入った。


　湯気でよくみえないが……なんだろう？


　バスタオルか何かを巻いた、人間のような立ち姿の生物が二体、そこに立っているような──


「あ、あんたらは……何考えて生きてんのよ……!?」


　ゴゴゴゴゴ……やがて湯気が、向こうから発せられる殺気のようなものに押される形で、その場から少しずつ霧む散さんし始める。


　そこにいたのは──


　バスタオルを巻いて、赤面しながら、しかしもはや怒いかりのあまり自分の姿のことなど忘れ去ってるような気配すらある、赤あか髪がみの女……〝雷かみなり〟のアーディンブルグ。


　そして。


「キャアア！　ひ、ひどいよ……壁蹴破って女湯に入ってくるなんて……ひどいよ！　女の敵にもほどがありすぎるよ、いっくん、やっくん！」


　悲鳴と共に泣きそうな声でいっているのは、同じくバスタオルに蒼あお髪かみの少女──〝雪〟のヴォルフォレカ。


「ち、違ちが……五秒待ってくれ」


　ぼくは二人を制止し、


「イグナレス！　どういうことだ?!」


　作戦参さん謀ぼう長官に厳しく詰つめ寄った。


「わ、わからん……オレ達がいた場所は確かに女湯……その隣となりに飛び込んで、何な故ぜここにアディ達がいる？」


「隣が女湯？　何いってんの？　女湯は最初からこっちだけど？」
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　いいながら、背後──硝子ガラス越ごし──脱衣所の入り口を親指でさすアディ。


　ぼくとイグナレスがそこに目を向けると、そこにはさっき、確かにオレ達がいた脱衣所入り口にかかっていた、『女（雌めす）風呂』の暖の簾れんの文字。


「私達が起こしてすぐ、番頭が変えてくれたのよ。今日はまだ昨日と女湯と男湯の場所変えてなかったからって……」


「えぇぇ……？」


　ぼくとイグナレスは顔を見合わせた。


　それはそれでおかしなことになる。


　向こうが今日、男湯だということは、昨日は女湯だったということになる。


　しかし、昨日女湯だった場所に、何故かイグナレスのコインはあった……！


「お前…………」


　ぼくは気の毒なひとを見る目でイグナレスを見た。


「なんだその目は！　だから違う！　オレは昨日確かに男湯でコインを──」


「コイン？　あの……もしかして……さっきこっちの脱衣所に落ちてたこれのこと？」


　ピン、とユキがはじき、イグナレスに渡わたしたのは…………イグナレスが持っているのと同じコイン。


　そのコインを手にした瞬しゆん間かん。


「お……おおっ!?」


　イグナレスが表情を激変させる！


「この手て触ざわり……冷たさ……重さ……コインのへこみ具合……そして魔ま界かい暦れき三○八八年製という年代表記……間違いない！」


　ピーン、イグナレスは嬉うれしげにコインを親指で宙にはじき、


「これこそオレのエースコイン……！　焰ほのおのイグナレス、ここに復活！」


「ドラァッ！」


　さすがに今回はドツいた。ジョ○ョばりに。


「お前……適当か!?　さっきはさっき拾った奴やつで間違いないっていってたじゃん!?」


「いや……さっきはそんな気がしたが。オレが捜さがしていたのは間違いなくこっちだ。しっくりくる感じがまったく違う」


「じゃあさっきのコイン誰のだよ!?」


　キメコか?!　ふざけんなよ！


　え……何？


　じゃあ要するに、最初から、昨日男子脱だつ衣い所だったのは今いるこっちのほうで……


　俺らはさっきまで、正真正しよう銘めい、昨日まで女子脱衣所だった場所でコイン捜しして、そこからコイン持ってきただけってオチなの!?


「さ・て・と。つまらない漫まん才ざいは終わった？」


　モメていると、楽しげな──でも氷より冷たい冷れい徹てつな声が、浴場に響ひびき渡った。


　ぼくとイグナレスは首をギギギと曲げる。


　そこにいるのは……


　殺意のこもった笑え顔がおでボキボキと指を鳴らすアディ。


　そして、


「ねえ。〝つまらない〟漫才は終わった？　終わったの？」


　泣き顔で、なんか、アディより妙に〝つまらない〟を強調した声で笑顔でいうユキ。


　やべ……なんかコイツ、自殺のくだり流したこと根にもってるのか……!?


「そろそろ教えとかないといけないようね……。罪を犯おかした者は罰ばつを受けるという、魔界ではごく当たり前のルールを……」


　ヴゥゥン……両手に稲いな妻ずまの玉を発生させるアディ。


「我が名はヴォルフォレカ。魔界の大気を統すべる王なり……」


　ピキキピキピキピキ……今まで唱えたことないような文句と共に、頭上に巨きよ大だいな氷河の槍やりを具現化していくユキ。


　その二つの矛ほこ先さきはぼくとイグナレスにピタリと向けられ──ドンッ！　そのまま勢い良く、発射！　迫せまり来る当たれば即そく死しの攻こう撃げき呪じゆ文もんに対し、


「「うおおおおおおおおおおおおおお!?」」


　ぼくとイグナレスは、必死の防ぼう御ぎよ態勢をとった──！





　　　　※




「今後一ヶ月、営業終しゆう了りよう後、大浴場のブラシがけね」


　そして──その攻撃の後。アディ達から、ぼくらに、さらなるペナルティが告げられた。


「くっそ……ぼく、家でもこんなのやったことないのに……！　何でこんなメに…！」


　まぁ……でも、あれだけのことして、死ぬわけでもなく、この程度で済んでるんだし。それはむしろ幸運なことなのか……。


　というわけで、ぼくは早さつ速そく、その日の営業終了後、大浴場にデッキブラシをかけていた。


「山田……」


　すると、隣から声。そこにいるのは──


　全身黒コゲ。裂れつ傷しよう、打だ撲ぼく跡あと、包帯、絆ばん創そう膏こう。いろんなものでお顔をコーディネイトしている四天王、焰のイグナレスの姿。


「アディとユキから、あれだけの攻撃を喰くらったのに。お前がかすり傷一つおってないように見えるのは……気のせいなのか？」


　納なつ得とくいかないような声でイグナレス。


「光の中。オレには、オレの背中の後ろに逃にげ込んでぼくを盾たてにした学ラン姿の男が見えた気がしたのだが……」


「き……気のせいだよ!?」


　事実はもちろんイグナレスの推測どおり……ぼくはあの時、とっさに自分の身を守る為ため、あの場にあったもっとも頑がん丈じような物……つまり魔王軍最高戦力四天王、焰のイグナレスを盾につかい、なんとか一命をとりとめていた。


「そ……それより、さっさと終わらせて、『くに○くん』でもやろうぜ!?」


　疑ぎ惑わくをかわすように、ぼく。


「む……」


　計算通り、イグナレスの顔色が変わる。


「……構わんが……なら、オレがれいほうでもいいか？」


「い、いいよ。どこでも好きに使えよ」


「ようし……せっかくエースコインを取り戻もどしたんだ。オレのコインを使ったボタン連打を見せてやる」


「…………。まさかその為にコイン捜してたんじゃないよね？」





　魔界にきて一月半──


　ぼくが人間界に帰れる気配は──


　いまのところ、まだ、一向に漂ただよってこない。






　第五話　ヴォルフォレカ・クエストと四天王







　そこは──


　まるっきり地じ獄ごくのような光景だった。


　暗く、臭くさく、苔こけむした洞どう窟くつの中。


　ぼくの目の前には、凄すさまじい早足で歩き回る、身長五メートル以上の巨きよ人じんが六体。鋭するどく尖とがった爪つめを持つ吹雪ふぶきをまとった虎とらが七体。血走った目をした黒い竜りゆうが八体。計、二一体の魔物の群れ。


「や、やっくん……気をつけてね」


　そんな怪かい物ぶつ達の群れを前に立ち尽つくすぼくに、背後からオズオズと声をかけたのは、蒼あおい髪の内向的そうな表情の少女──魔王軍最高戦力、雪のヴォルフォレカ。


「き、気をつけろって……何を？」


　ゴクリと唾つばをのみこみながら、ぼくは聞く。


　そんなぼくに、ユキはクソ真ま面じ目めな顔で、


「このダンジョン、シンボルエンカウントだから……接せつ触しよくしたら、戦せん闘とうになるの」


　そう、いう。


「戦闘!?」


　ていうか──シンボルエンカウント!?


　ぼくは五、六畳じようぐらいの部屋を、隙すき間まなく動き回る巨人、虎、竜の群れを見て、あらゆるやる気を失う。


　アイツらに接触しないで突とつ破ぱするとか──絶対無理なんですけど!?


「がんばろうね、やっくん。ちょっとした小旅行の始まりだね☆」


　背後で、グッとコブシを握にぎり締しめながらユキ。


「命がけの大だい冒ぼう険けんの間ま違ちがいだろう!?」


　ぼくは半泣きで叫さけぶ。


　あーもう、いつも思うことだが、何な故ぜ、ぼくがこんなメに!?





　いつも以上にのっぴきならない状じよう況きように追い込まれている、今回。


　何故、ぼくがこんなメにあっているのか……


　すべては、今朝の四天会議。


　いつものメンバーが、いつもの場所に座っていなかったことが、今回の不幸の始まりだった……！







　　　　※




　今朝、四天会議の為に円えん卓たくの間を訪おとずれたぼくを待ち受けていたのは──


「……あれ？」


　予想外の、光景だった。


　いつもなら、ぼくが円卓の間に入ると同時に、時間にうるさく口やかましいアディが、「ちょっと山田！　何やってんの!?」などと文句をいい、その隣となりでイグナレスが、「裏……。山田。遅ち刻こくだ」などと、意味のわからないジャッジを下す……


　まぁ、そんなくだりから、一日がスタートするのだが……


　今日はいつもと様子が違う。


　円卓に、いつもぼくに真っ先に嚙かみ付いてくるアディの姿はなかったし。


　さらに、いつも無意味にコインを弾はじいているあの男、イグナレスの姿もなかった。


　あるのは、蒼い髪かみの、円卓の上で、何か必死に作業している純じゆん朴ぼくそうな少女。


　雪のヴォルフォレカ。通つう称しようユキの姿だけ。


（珍めずらしいな……あいつら遅刻か……？）


　そしてぼくはユキに視線を向ける。


（ユキと………………二人かぁ）


　もしかして……これはチャンスなのか？


　ぼくは一いつ瞬しゆん考える。


　ユキは、純朴で常に一生懸けん命めいな性格だし、うまく取り込めば、今日こそ、『人類抹まつ殺さつ計画』を進められるかもしれない。


（ようし……！　今日こそは……！）


「おーい」


　ぼくはユキを取り込むべく、先に円卓につき、何やら一心不乱に、円卓の上で紙に何かを書き付ける作業をしているユキに近づいていった。


　しかしユキは、どれほど集中してるのか、声をかけたぼくに気づかない。


（何書いてんだ……こいつ……？）


　こいつのこんな真しん剣けんな表情、あまり見たことがない。ぼくはユキの背後から、ひょい、とユキが何を書いているのかを覗のぞき込んだ。


　そこには──


　こんなことが書かれていた。









タイトル──『Ｖヴオルフオレカ・Ｑクエスト』


対象年ねん齢れい──『一八万歳～二二万歳』


プレイ人数―『一～四人』


ジャンル──『四天王専用ＲＰＧ』


企き画かく意図──


『刺し激げきのない四天王生活の、一服の清せい涼りよう剤ざいになって欲しい。


人界の娯ご楽らく道具をベースにしているので、人類抹殺のヒントも生まれるかもしれない。


なにより──四天王ではなく、ただの一クリエイターとして、どこまでのものができるのか、自分の限界に挑ちよう戦せんしてみたい』









「なんで……四天王が円卓でゲームの企き画かく書しよ書いてんだよ!?」


　ぼくはもう泣きたかった。力なくユキの背後で床ゆかにくずおれる。


「あれ!?　やっくん!?」


　ビクッ！　そんなぼくに気づき、慌あわててユキがぼくのほうへ振ふり返った。


「ビ、ビックリしたぁ。おはよう、やっくん」


「おはようじゃないだろ……！　なんなんだよ、その企画書は!?」


「？　別に普ふ通つうに……Ｖヴオルフオレカ・Ｑクエストの企画書だけど？」


　きょとんとした顔で、ユキ。〝普通にＶヴオルフオレカ・Ｑクエスト〟ってどういうことだよ!?


「ほら……ちょっと前に、ドラ○エって奴やつ、やったでしょ？」


　なんか照れたような表情で、ユキ。


「あれやって以来、なんか、あの世界観いいなーって。実はずっと思ってたの。なんていうか……剣けんと魔ま法ほうの世界っていうか……ああいうのいいなって」


　はにかみながら、ユキ。


　いや。いやいや。


　あの世界観いいなーもクソも──魔界ココ、実物じゃん!?　わざわざそんなもんに頼たよらなくても、お前ら、本物のファンタジー世界の住人じゃん!?


「ユキ。あのな。ぼくら四天王がやるべき仕事というのはな……！」


　頼たのむ、そろそろ自分達が魔族であるということを思い出してくれ。ぼくはユキを説得しようと口を開くが、


「あ！　そうだ……！　ちょうどよかった！　やっくん。良かったら……わたしのヴォルクエ、体験版、プレイしてみない?!」


　それより早く、ユキが、凄すごい勢いでぼくに迫せまってきた。はあ?!


「た、体験版!?」


「うん。実は、みんな喜んでくれるだろうな……と思って。この企画書書く前から、わたし、ちょっとずつヴォルクエ、つくってたの。睡すい眠みん時間削けずって。だから体験版はもうあるんだ」


　告白してくるユキ。だから魔族が睡眠時間削ってゲームの体験版つくってどうする!?


「や、やってくれる？」


「や……やるわけないだろう！」


　ぼくはハッキリお断りした。


「だから！　ぼくらがやるべきなのは、『人類抹殺計画』なんだってば！　あのなぁ……いい加減、仕事しようぜ!?」


　ぼくが来てから一月半。いまだに……いまだに、一回も、『人類抹殺計画』についての会議してないぞ!?


「ぼくはやらない。ヴォルクエはお前一人で責任をもってやってくれ」


　ぼくはそう吐はき捨て、不ふ機き嫌げんに円卓に座ろうとする。


　が。


「そう………………だよね」


　敵は──想像以上に手て強ごわかった。


「わたしみたいなゴミ虫がつくったゲームなんて……誰だれも……やりたくないよね」


　今までの、浮うかれたようなトーンから一変。


　ユキは、ある意味、そろそろ聞きなれた……魔界の闇やみより暗いトーンで、呪のろいの言葉を呟つぶやく老ろう婆ばのように、一人、ブツブツ呟きだした。ウッ……！


「い……いや……だから……そういうことじゃなくてね？　ぼくは四天王としてね？」


　めんどくさいことになってきた……


　ぼくは立ち止まり、さっきより多少優やさしいトーンで声をかける。が。


「いいの……気休めなんていらない。ゴメンねやっくん……困らせたね？　やっくんからしたら、わたしなんか、今の数分、喋しやべってやっただけでもありがたく思えってレベルだよね……？」


　ますます昏くらく笑い、自じ嘲ちよう気味にいうユキ。どんだけ自じ虐ぎやく的なんだコイツ!?


「そ……そんなこともないけど……」


「じゃあ……ヴォルクエやってくれる？」


「うーん……」


「そう……だよね。わたしと遊ぶなんて苦痛でしかないよね？　わかった。今……ここで半径三キロを吹ふき飛ばしながら自じ爆ばくするから……あの世で許してね？　やっくん」


　妙みようにスッキリした涙なみだを流しながら、カァァァァ……発光し始めるユキ。


　オイィ！　自爆するなら、ぼくから三キロ以上離はなれた場所でやれ！


「わかった……分かりました！　やる……やるよ！」


　くそう……結局このパターンだ！


「やればいいんだろ、ヴォルクエ！」


　この世には、どれだけ抗あらがっても変えられない運命というのが存在するらしい……！


　ぼくはすべてを諦あきらめ、叫んだ。


「ほんと!?　やった！　それじゃ……わたし支し度たくしてくる！　ルン♪」


　すると次の瞬間、ユキはまるっきり魔法のように、さっきまでダダ漏もれだった涙を消し去り、満面の笑えみで去っていく。


　あのアマ……！　全部芝しば居いか?!


　こうして……今日も『人類抹殺計画』は、まったくもって一ミリも前進しない……。





　　　　※




「で……そのクソゲーに、なんで私らまで参加しなくちゃいけないのよ?!」


　『Ｖヴオルフオレカ・Ｑクエスト』。最初のダンジョン内、怪かい物ぶつの群れを前にして文句を叫さけんでいるのは──長い赤あか髪がみにつりあがった瞳ひとみの少女。雷かみなりのアーディンブルグ。そして、


「まったくだ……あのなぁ山田。オレ達は、一応、出張先で『人類抹殺計画』に関する重大な打ち合わせがあったんだぞ……?!」


　ピーン、とコインを弾く──元気もないのか、げんなりした表情でいう四天王、焰ほのおのイグナレス。え!?　そうなのか!?


「ユキに国宝の第一級召しよう集しゆう信号弾だんを打ち上げられたので、仕方なくすべてキャンセルして帰き還かんしたが……恐おそらくもう、アイツらとの会談は不可能だろうな……」


「あぁぁぁぁ……！」


　ぼくは頭を抱かかえる。何な故ぜだ……何故いつも、ぼくが『人類抹殺計画』をやれない時に限ってこいつらは計画に前向きになる……!?


「クッ。もうこうなったらヤケクソだ……」


　どのみち、クリアするまでここから出られない。ぼくはヴォルクエを骨の髄ずいまでしゃぶるしかない。


　あ、そうそう。ちなみにヴォルクエ。テレビゲームなのかと思ってたら……


　魔術で作った仮想世界で行われる、思いっきり自分の身体からだを使ったプレイヤー参加型ガチゲームらしい。戦せん闘とうも行われるし、四天王の修行にもなるようにというユキの粋いきな計らいのようだ。


　もういいよ……もう散々凶きよう報ほうまみれだ。ここから一つや二つ、凶報にまみれたところで、もう状じよう況きように大差ない……。


「みんな、参加してくれてありがとう。体験版だから、プレイできるのはこのダンジョンだけなんだけどね。それじゃ、そろそろいこっか？」


　笑顔でいう、ユキ。


「…………」


「…………」


「…………」


　そんなユキに、ぼく、アディ、イグナレスの冷ややかな視線が向かう。


「？　みんな……どうしたの？」


「どうしたのって……どうかしてるでしょ」


　アディはユキを指差し、


「なんで……アンタだけ、そんなガッツリ勇者ルックなのよ!?」


　イライラした声でそう指し摘てきした。


　ぼくとイグナレスも、正直、コクリと頷うなずく。


　そう──そうなのである。


　ぼくら三体は、いつも通りの格好をしているのだが……このゲームの企画者、そしてパーティのリーダーであるユキのヴォルフォレカだけが……金色の、中央に水すい晶しようのはまった鉢はち金がね。赤いマント。青い鎧よろい。どこかで……少なくとも、日本では、どこかで見かけたことのある、いかにも勇者な格好をしているのだった。


「え～、やだ、気づいちゃった？」


　照れながら、頰ほおに手をあてるユキ。


「き……気づくに決まってんでしょこのガキ!?　なんなのよ、それ!?」


「え～？　ほら、だって、選ばれし勇者って、いつだって、パーティに一人じゃない？　それが誰かって考えると……やっぱり、普通に考えてわたしかなって……」


　オドオドと、しかしよく考えるとめちゃくちゃ自信満々なセリフをかましてくるユキ。このガキャ……！


「ふ……ふざけんじゃないわよ！」


　そのセリフに、ぼくら三人は爆ばく発はつした。


「このパーティで一番勇者っぽいの、この私でしょ!?」


「いや……オレだ。そうだ。ここは公平にコインで決めないか？」


「お前はお前で黙だまってろ……！　ていうか、ぼくだろ？　この中で一番ドラ○エうまいのぼくだぞ？」


　なんかもう──何がなんやらわからなくなってきた。


　勇者役をとりあう魔王軍の四天王って、何重の意味で間ま違ちがってるんだ……？


「え～？　何それ……だってみんなそんなノリ気じゃなかったのに……？」


　困こん惑わくしたようにユキ。


「そ、それとこれとは別よ」


「そうだそうだ」


「わ、わかったよう……じゃあ……公平に、ジャンケンで決めよ？　それで、勇者やりそこねた子は、他の役やるってことで……」


　というわけで、ユキのセリフの後、ぼく達はジャンケンを開始する。


　結果──


　金色の鉢金。赤いマント。青い鎧。完全無欠の勇者ルックを手にしたのは──


「よかったー♪」


　主しゆ催さい者しやの執しゆう念ねんなのか、なんなのか。格好そのまま。雪のヴォルフォレカがゲット。


「チッ……ま、いっか」


　やけに露ろ出しゆつ度どの高い、赤いビキニアーマーを身につけ、ブンッ。巨きよ大だいな剣けんを振ふり回しているのは──ジャンケンで二番目に勝ち、『戦士』役をゲットした雷のアーディンブルグ。


「フン……ま、これはこれで適役というところか……」


　緑のとんがり帽ぼう子しに、緑のローブ、そして何故かつけひげまでつけて満足気に笑っているのは……


　ボッ。人差し指の上に、小さな火の玉をつくる、『魔ま法ほう使つかい』役をゲットした焰のイグナレス。お前……それでいいのか？


　そして──


「……………………」


　つけてるのはふんどしだけ。


　上半身はほぼむき出し、下半身もかなり露出している『武道家』役に……ぼくが内定していた。


「な、なあ……」


　さすがに、文句の一つもいわせてくれ。


「なんかぼくだけおかしくないか!?」


　確かに、この格好、いかにも『武道家』っぽいけど……リアルでやるには、いささかハシャギすぎてないか?!


「しゃあないじゃん。あんたジャンケン負けたんだし」


「そうだよ、やっくん」


「そうだ。だからコイントスすればよかったんだ」


　しかし三体はまったく聞いてくれない。くっ……！


「それにしても山田って、前からジャンケン弱いよな……」


　いったのは、イグナレスだ。


「え？」


　そういえば……いわれてみれば、魔界に来てから何度かジャンケンやった記き憶おくはあるが、ぜんぶ、ぼくが負けている気がする。
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「お前……ちゃんと動体視力駆く使しして、相手の出す手をギリギリまで見切ってから出してるか？」


　心配そうにいってくるイグナレス。え…………？


「な、なにそれ？　お前ら……そんなハイレベルなテクニック使ってんの？」


「そりゃあそうだろ。ジャンケンは、要は身体能力の差だからな」


「マジで?!」


　だったら──たかが人間であるぼくが、お前らに勝てるわけないじゃないか!?


「さて。それじゃ、役どころも決まったところで。そろそろ冒ぼう険けんの始まりだよ！」


「オッケー。私の剣けん技ぎ見せてあげるわ」


「火の魔法ならオレに任せろ」


「…………」


　なんか……さっそく……釈しやく然ぜんとしねー。


　釈然としないまま、勇者ユキ一行の旅は始まった。








「さあ、まずはこの部屋を抜ぬけないとね……！」


　パーティの一番後ろに立ちながら、ユキがいう。


　普ふ通つう、勇者が一番先頭だと思うのだが、「勇者は他の存在に比べたら圧あつ倒とう的に重要な存在。絶対やられるわけにいかないから一番後ろに行く」という、ユキの持論によりやつはそのポジションにおさまっていた。その説明に、みんな軽くイラッとした。


　そして先頭は、武道家がもっとも素す早ばやさが高いハズという理由で何故かぼくだ。


　もういい……もう好きにすればいい……。


「ここを抜けると、泉があって、そこに一本の剣がささっているの。その剣は、歴戦の勇士である主人公の父親が、主人公が一五歳の誕生日になったら入手できるよう置いていったものなんだけど、実はこの父親、今は魔王に操あやつられて悪の尖せん兵ぺいになっていてね──」


　ユキはぺらぺら裏設定みたいなモンを喋しやべりだしたが、正直、ぼくらはそんなもんどうでもいい。しかも、なんかもう、古今東西で五万回ぐらい聞いたことあるベタなストーリーラインだし。


　そんなことより、どうやって、この魔物の群れを抜けるかだが……


「ん……？」


　と──ぼくは、そこで気づく。


「あれ……？」


　目の前に……妙みような光景が広がっていた。


　さっきまであれほど、ネズミ一匹ぴき通さないくらいの間かん隔かくで部屋を動き回っていた目の前の魔族達が……


「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……」


「ハァ、ハァ……ウッ」


　なんか──だいぶタラタラした動きになってきていた。


「センパイ……ウチら、いつまで動いてりゃいいんですか……？」


「しらねーよ……文句あるならユキ様にいえば？　ぜってー殺されるけど」


　そして、ゼェゼェいいながら、愚ぐ痴ちりあってる魔物二匹の声が聞こえてくる。


　あ……なるほど。


　これはゲームじゃない……リアル。


　ダンジョン内をうろつく、シンボルエンカウントの魔物達だって、ずっとウロついてりゃ疲つかれるに決まってる。しかもぼくら、ここ来てから、喋ったり、ジャンケンしたり、着き替がえたり……相当長い時間何もせずここにいるし。奴やつらの疲れも限界なのだろう。耐たえられず、へたり込んでる奴とかけっこういる。


　おかげで、部屋の中に、通り抜けられそうな隙すき間まがいくつかうまれた。


「よし……いくぞ！」


　というわけで、洞どう窟くつに足を踏ふみ入れてから、正確には四七分と四二秒後。


　ぼくは、ヴォルクエのファーストダンジョンで、第一歩を踏み出す。


　が。


　ドゥドゥ！


　わけのわからない耳みみ障ざわりな警告音のようなものが鳴り響ひびき──


　ぼくらの周囲の景色が、ぐにゃりと曲がったのは、その瞬しゆん間かんだった。








「な……なんだ!?」


　いきなり周囲の様子が変わったことに、動どう揺ようを隠かくし切れないぼく、アディ、イグナレス。


　デレレレレレ……♪


　同時に、どこからともなくどこかで聞いたことのあるようなないようなメロディラインの、好戦的なＢＧＭが流れ出す。


「あ……戦せん闘とうだ！」


　その音楽を聴きいて、ユキが嬉うれしそうにいう。


「せ、戦闘!?」


　驚きよう愕がくしたのはぼくだ。


「な、何でだ?!　ぼくは今、どの魔族にも触ふれてないぞ？」


　納なつ得とくいかず、ぼく。


「うん……でも仕方ないよ」


　笑え顔がおで、ユキ。


「し、仕方ない？」


「うん。だってヴォルクエは、シンボルエンカウントと同時に、ランダムエンカウントも採用してるんだもん♪」


　得意げな笑みで、ユキ。


「「「エンカウント……多っ！」」」


　ぼく、アディ、イグナレスのつっこみがシンクロした。


　てことは、そこら歩いてる魔族に接せつ触しよくしても戦闘だし、普通に歩いてても戦闘になるの!?


　テンポ……悪っ！


　しかも──


「も、申し訳ございません」


「これも仕事ですので……」


「おい、押すなよ！」


「そっちこそ！」


　バトルフィールドに現れた魔物（普段は部下）の数が、やたら多い。


　さっき部屋にいたのとはまた別の、スライムやらキメラやら弱そうな魔物が、ひいふうみい……えーと……全部で四二匹くらい出現してる。


「ヴォルクエは、最大八四匹まで同時にエンカウントするの」


　そんな中、嬉しそうにユキ。は、八四匹!?


「そんなゲーム、前代未み聞もんでしょ？」


　笑顔でユキはいうが……いや……前代未聞は前代未聞だけど、決していい前代未聞さではないよね!?


「ウ、ウソでしょ……？　こ、これ、ぜんぶ相手にすんの!?」


　アディも呆あきれ顔だ。


「殺していいならともかく……この実力差の相手を、生かさず、殺さず、退けていくのは……相当の手間だぞ……？」


　やはりげんなりした顔でイグナレス。


「いくよ！　みんな！」


「……………………」


「……………………」


「……………………」


　こうして、一人ノリノリ、三人げんなり、温度差全開パーティによる超ちようかったるいザコ戦は、この後、二六分ほど、タラタラと続いた……。





　　　　※




「ふう。なんとか最初のフロアを切り抜けたね？」


　三時間後──


　ぼく、ユキ、アディ、イグナレスは、ヴォルクエの最初のダンジョン、二つ目のフロアになんとか到とう着ちやくしていた。


　あの後も、シンボル／ランダム、両エンカウントにいちいちつきあい、律りち儀ぎに戦闘してきたので（まぁぼくは巧こう妙みように戦ってるフリしてるだけで何一つやっていないが……）、最初のフロアを抜けるだけで、壮そう絶ぜつに時間をロスしてしまっていた。


　ていうか……マジでエンカウント多すぎ！


「ユ、ユキ。このヴォルクエってさ、この先もこの調子で続くわけ？」


　アディもぼくとまったく同じ感想を抱いだいているらしい。


　頭痛がしているように、額をおさえながらユキに聞いている。


「？　どゆこと？」


「ど、どゆこと？　じゃないわよ!?　何カマトトぶってんの?!


　つまり、これから先もこんなに延々ザコ敵と戦わなくちゃいけないのかって聞いてんのよ!?」


　もう、半分、涙なみだ目めになりながらアディは聞く。


「え？　あっはは、やだ、アッちゃん。そんなわけないじゃない」


　しかしユキは天真爛らん漫まんに笑った。


「……あ!?」


「いくら四天王一人望あるわたしでも、これ以上、ボランティアで働かせる魔族集めるの無理だよ。このダンジョンに出てくる敵は、さっきのでほぼぜんぶだよ？」


　笑顔で、ユキ。


　ていうか……こいつ、ボランティアであんな重労働、あいつらにやらせてるんかい?!　恐おそろしい奴だ……！


「じゃ、じゃあさ……」


　しかしアディは未だ納得いかない顔で振ふり返り──


「じゃあなんで、あいつらわたしらの後ついてきてんのよ?!」


　辟へき易えきした顔で聞く。


　その質問には、ぼくもイグナレスもコクコクと頷うなずいた。


　そう──なのである。


　ずっと気になっていた。さっきのフロアで倒たおした雑ざ魚こ達は、戦闘終しゆう了りよう後、何な故ぜか悉ことごとく、むくりと起き上がり、そして無言でぼくらの後をゾロゾロついてきているのである。ついてきてない魔物はいないため、その数は……ザッと一○○体を超こえていた。


「？　なんでって……あ、そっか。ヴォルクエの目玉、〝ともだちシステム〟紹しよう介かいしてなかったね」


　後頭部をぺしっと叩たたき、ぺろりと舌を見せながらむかつく反省の表情を浮うかべるユキ。


「〝ともだちシステム〟……!?」


「うん。ヴォルクエでは、なんと。倒したモンスターを、仲間にすることができるの！」


　得意満面に、ユキ。


　フン……


　ぼくは、正直鼻で笑った。


　悪いが人間界では、そのシステムを実装したゲーム、とうの昔から存在している。


　お前の発想力など、人界の、特に日本のゲームクリエイターのみなさんに比べれば……


　と、含ふくみ笑いを浮かべていたぼくだったが。


「倒したモンスターが仲間になる確率は一○○％。つまり、倒したモンスターは自動的にみんな仲間になるの」


　胸をはりながら、ユキ。


　何ィ?!


「で、ヴォルクエでは、パーティ人数に上限がないから……すごくにぎやかなパーティ・バトルが楽しめるんだ♪」


　ユキは嬉しそうにいったが……


（オイオイオイオイ）


　ぼくは啞あ然ぜんと背後──ぼくらについてきている、一○○体超のモンスターに目を向けた。


　て、てことは……こいつら、全員、既すでにパーティの仲間だったの!?


「物語を進めれば進めるほどパーティ増えるから……最後のほうは、天文学的なパーティ人数になるね」


「それ……絶対破は綻たんすると思うんだが…………」


　一匹ぴき一匹のステータス見るだけで一日かかりそうなんだが……。


「ま……もうザコ戦がないなら、なんでもいいわ」


「となると……このフロアは、何のフロアなんだ？」


　アディと同じく、ややお疲れ気味の表情で聞くイグナレス。


「あ、ここは中休み。セーブポイントのあるフロアだよ」


「セーブポイント!?」


「ほら」


　前方を指差すユキ。


　すると、薄うす暗ぐらい洞窟の床ゆかの上、ボワァァァ……直径一メートルくらいの、青白い光を放つ、魔ま方ほう陣じんのような紋もん様ようが浮かび上がっていた。


「お……おお!?」


　まさかのリアルセーブポイントに、思わずテンションを上げ、殺さつ到とうするぼく、アディ、イグナレス。


「こ、これがセーブポイントか……」


「あれ？」


　しかしここで、アディが疑問の声をあげる。


「ゲームのセーブポイントは、記録残す為ためだけど……


　このセーブポイントは、何の為にあんの？」


　確かに──そりゃそうだ。ぼくは、思わず、イグナレスと顔を見合わせる。


　いわれてみりゃ、現実世界で、どうやってセーブポイント使うんだ？


「あ、だから。セーブポイントって、中断できる場所って意味でもあるでしょ？　だからこのセーブポイントは、使えば、ヴォルクエを一時中断して、外の世界に戻もどることができるの」


　笑顔でユキ。


「「「エッ!?」」」


　今日一番の驚愕の声をあげたのは、ぼく、アディ、イグナレスだ。


「外の世界に」


「帰れるのか!?」


「え？　う、うん……ちゃんとセーブさえすれば、その後円えん卓たくの間に戻れるよう魔ま術じゆつプログラミングしてあるけど……」


　困こん惑わく気味に、ユキ。


　その言葉に……ぼく、アディ、イグナレスは、思わずハイタッチした。


　帰れる……これで帰れる！


　やりもせず断ったり、始めてすぐ帰ったりしたんじゃ、そりゃ、クリエイター・雪のヴォルフォレカに失礼だったろうが。


　ぼくらはもう、三時間もこのクソ……いや、ヴォルクエをプレイしたんだ。


　十分、帰る権利得てるだろう！


「ユキ……だったら、もう、私ら帰るわ」


　アディ、ハッキリいう。


「えぇっ!?　だ、だって……面おも白しろいのはここからだよ!?」


「わかってるわかってる。ただ、今日は、もう遅おそいから。続きは今度、万ばん全ぜんの体調で、と思ってさ」


　アディの適当な方便に、ぼくとイグナレスもうんうん頷く。


　当然、出たが最後、こんな世界に二度と戻るつもりはない。


「えぇ～？　うーん……まぁ、それも悪くないけど……。わ、わかった。じゃあ……そうする？」


　少し不満げにだが、ユキ、いう。


　おお！


「じゃあ……アッちゃん、ちゃんとセーブしてね」


「わかってるって！」


　いいながら、セーブポイントの上に乗るアディ。


　すると──


「じゃあ、いうね？」


　何故かユキが……どこからともなく、分厚い本を取り出し、ページを開き、そう宣言した。


「最初の五○文字が、【おきぐめそ　ごごにぬの　ゆうていみやおうきむこうべじいたぺぺぺぺ……】」


「ちょちょちょ……な……何してんの、あんた!?」


　呆あつ気けにとられたように、アディ、ぼく、イグナレス。


「え？　セ、セーブ……だよね？」


「そ、そうよ？」


「だ、だから……中断のぱすわーど、教えてあげてるんだけど……」


　当然のように、ユキ。


　中断のパスワード!?


「ま、まさか……ここのセーブ。バックアップ式じゃなく、パスワード式なの?!」


　青ざめた顔でアディ。


「そ、そうだよ？　わたし、バックアップより、パスワードのほうが思い出に残るから好きだし……ヴォルクエは、五一二文字のパスワードからなるようにしたの」


　と、ユキ。


「よ、余計なコトををを……！」


「しかも五一二文字って!?」


　パスワード……長っ！　絶対暗記ミス誘ゆう発はつするじゃん!?


「これを暗記してくれないと、中断が認められないから、外に出られないけど……どうする？」


「…………」


　ぼく、アディ、イグナレスはへたり込んで、無言で口をつぐむ。……無理。


「たぶん、先に進んだほうが早く出られると思うけど…………」


「……………………」


「……………………」


「……………………」


　ぼくらは無言で立ち上がり、幽ゆう鬼きのように、ゆっくりセーブポイント（パスワード式）を通過し、先へ進んだ。


　ヴォルフォレカ・クエスト。それは、プレイヤーを無言にさせる呪のろわれたゲーム……。





　　　　※




「さあ、いよいよ最後のフロアだよ」


　二時間後──


　ぼくらは、とうとう、次のフロアへ到とう達たつしていた。


　第二フロアは、セーブポイントしか見せ場がないクセに道のりだけ異常に長く、なんの面白さもない移動時間だけで、二時間が経過していた……。なんなのこのクソゲー。


「……ん？　あれ？　でも、最後のフロア？」


　ぼくはその言葉に、ようやく活力を取り戻す。


「うん。ほら……そこに剣けんがささってるでしょう？」


　前方を見ながら、ユキ。


　第三フロアは──第二フロアと打って変わって、六畳じようくらいの大きさの洞ほら穴あなに、小さな泉、そしてその前方に剣がささってるだけの、手て狭ぜまなエリアだった。


「あ、ああ……」


「あれが、勇者の父親が置いていった、『父の剣』。あれを抜ぬけば、このダンジョンはゲームクリアだよ？」


「おお！」


「ちなみに『父の剣』は、序じよ盤ばんの主力武器だし、終盤では、とある鍛か冶じ屋にたのめば強力な聖剣にその姿を変え──」


　ユキの設定話が再び火を噴ふいたが、しかしそれでも、ぼくらはホッと胸をなでおろした。


　内容的には、ザコ戦とセーブポイント、二つしか見所のなかったハズのこのダンジョンだが、実感としては異常に長いダンジョンに感じられた。


「ようし……それじゃ、さっさと終わろう……」


　ぼくは嘆たん息そくし、そして突つき立っていた剣をズッ──と抜き出す。


　ドゥドゥ！


　わけのわからない耳みみ障ざわりな警告音のようなものが鳴り響ひびき──


　ぼくらの周囲の景色が、ぐにゃりと曲がったのは、その瞬間だった。





　デレレレレレ……♪


　流れ出す、好戦的なＢＧＭ。


「あーあ……」


　それを見て……ユキが嬉うれしそうに嘆息している。


「やっくん……やっちゃったね」


「な……何が？」


「『父の剣』は、勇者が抜いた場合何も起こらないけど……それ以外のキャラが抜いた場合、トラップ発動、戦せん闘とうに突とつ入にゆうするの」


「何ィ!?」


「しかもペナルティバトルだから、出現モンスター数はＭＡＸの八四体。激闘の予感だね」


「「ヤ・マ・ダァァ……！」」


　魔王軍最高戦力四天王・雷かみなりのアーディンブルグと、焰ほのおのイグナレスの本気の殺意ある眼まな差ざしがぼくに向けられる。


　いや……しらんがな！　ぼくのせい!?　ぼくのせいなの?!


「安心してやっくん。あなたは死なないわ。……わたしが守るもの」


「……………………」


　ぼく、閉口。


　ヴォルフォレカ・クエスト。


　それはぼくにとっての、クソゲー・オブ・ザ・イヤー。





　　　　※




　そして悪夢は、まだ終わらない。


　翌日、四天会議の為に円卓の間を訪おとずれたぼくを待ち受けていたのは──


「……あれ？」


　予想外の、光景だった。


　昨日と違い円卓には、アディも、イグナレスも、ユキも……全員が揃そろっているが。


　今日は円卓にいる四天王全員が──机に向かって一心不乱に何か書き物をしている。


　……嫌いやな予感がした。


（何書いてんだ……こいつ……！）


　ぼくは一番手近にいたアディの背後から、ひょい、とアディが何を書いているのかを覗のぞき込んでしまう。


　そこには──予想通り、こんなことが書かれていた。









タイトル──『Ａアーデインブルグ・Ｆフアンタジー』


対象年ねん齢れい──『一八万歳～二二万歳』


プレイ人数―『一～四人』


ジャンル──『四天王専用ＲＰＧ』


企画意図──


『同どう僚りようの雪のヴォルフォレカに、本物のＲＰＧとは何かを教えてやりたい。特にエンカウント率の調整は死ぬ気でやる。バックアップデータ搭とう載さい（予定）』









「やっぱりな……！」


　どしゃっ。床ゆかにくずおれながら、ぼく。


　見ると、イグナレスは『Ｉイグナレス・Ｏオブ・Ｄデステイニー』。


　ユキは『Ｖヴオルフオレカ・ＱクエストⅡ　～皇こう帝ていからの挑ちよう戦せん状～』


　というクソゲー候補の企き画かく書しよにとりかかっていた。


（絶対……こうなると思ってたんだ……！）


「あ？　やっくん、オハヨー」


　そんなぼくを見つけ、ユキが挨あい拶さつしてくる。


「……おはよう」


「昨日はありがとね。ヴォルクエⅠやってくれて」


　笑顔で、ユキ。


「ヴォルクエⅠ……どうだった？」


　そしてユキは恐おそる恐る聞いてくる。


　クソゲーです。


　そう即そく答とうしたいのだが……。


「…………」


　熱っぽい目つきでぼくを見つめる女……ユキ。


　こいつ……ベクトルが間違ってるだけで。基本的に、ぼくらを喜ばせようと一生懸けん命めいなのは伝わってきちゃうタイプだし。なかなかそうバッサリも切り捨てられないんだよな……。


「ま、まぁ……思い出に残るゲームだったんじゃないか？　いろんな意味で」


　そう逃にげるので精せい一いつ杯ぱい。


「ほんと?!　やったぁ！」


　しかしユキは、そんなセリフでコトの外喜んでしまう。


「よーし……Ⅱも頑がん張ばるぞ。あ……そうだ、やっくん」


「ん？」


「よかったらヴォルクエⅡのアドバイザーになってくれない？」


「いや、遠えん慮りよしとくよ」


　ぼくはぼくで、この企画書を完成させなければならないのだ。


『山田物語』。


　お前らに本物のゲームがどういうものか見せ付けてやる……！　具現化は、こいつらに任せりゃいいしな……！


　こうして、今日も、円えん卓たくの間の時間は無む駄だに流れていく。






　第六話　山田と四天王







「んじゃ、また明日あしたね」


　魔ま王おう城、六六五階。


　いつもの四天会議を終え、ぼく、アディ、イグナレス、ユキは、各自の部屋に向かうべく、エレベーター前で解散した。


　ちっ。


　今日も、まったく、人類抹まつ殺さつ計画は進まなかった……。


　ぼくはいつも通りの落らく胆たんを抱かかえながら、他の三人と別れ、トボトボ自室に向かい、自室の扉とびらを開く──


　その瞬間。予想外の光景が、ぼくの目に飛び込んできた。


「………………？」


　部屋の中。そこに、栗くり色の、子供用のオーバーオールのようなものをまとった、むすっとした表情の、でもそこが逆に可愛かわいらしくもみえるような、幼女が立っていた。


（……？　誰だれだ？　ここ、ぼくの部屋だよな？）


　ぼくは一いつ瞬しゆん不安になり、一度廊ろう下かに出て部屋のネームプレートを確かめると……


　そこには【魔王軍最高戦力　四天王・知の山田】の文字。


　てことは……


「君……誰？　ここで何を……あれ?!」


　ぼくは視線を再び部屋の中に戻もどし、ギョッとした。


　部屋の中。今、幼女が立っていた……と思った場所に。別のヤツが立っていた。


　そこにいたは、全長一○センチ程度、そしてぼく的には人生で一番恨うらみを抱いだいている小さな鳥……


　そう、ぼくをここまでつれてきた張本人（？）。


　すべての元げん凶きようにしてこの事件の黒幕、通つう称しよう……スズメ！


「あれ!?　お前……そんなとこで何やってんだ?!　女の子は？」


　ぼくは意味がわからず聞くが、


「女の子……？　誰じゃそれは？」


　スズメも怪け訝げんそうに首をかしげ、オウム返しに聞いてくる。


　なんだよ……こいつも見てないってことは。やっぱり、ぼくの見間違えだったのか……？


「ていうか。お前……今までどこいってたんだよ!?」


　そうだ、そっちのほうがよほど重要だ。


　コイツの顔見るの……一ヶ月ぶりぐらいだ！


「この一ヶ月。ドラ○エしたり。キメコの恋れん愛あい相談したり。アディとデートしたり。イグナレスと出で歯ば亀かめみたいに女おんな風ぶ呂ろ侵しん入にゆうしたり。ヴォルクエしたり。ぼく、死ぬほど大変だったんだぞ?!」


　言葉にすると、全く大変さが伝わらないのがいやだが。とにかくスズメにつめよりながら、ぼく。


「もうなんでもいいから、いい加減、人間界に帰せよ！」


「お、お、お、……落ち着け！」


　スズメはそんなぼくの手から逃のがれ、天てん井じように飛ひ翔しよう、


「今日はその用件でここへ来たんじゃ！　話を聞かねばお主が損するぞ?!」


　そこで旋せん回かいしながらそんなことをいってくる。


「ぼくが損する……？」


「そ、そうじゃ！　人類抹殺計画まったく進まんし。仕方なく。お主を、人間界へ早く帰らせる手助けをする為ため……ここへ来たんじゃ！」




[image: ]


　旋回しながら、スズメ。


「余り力を無む駄だ使づかいしたくはなかったが……。ここまで計画が遅おくれてる以上仕方ない。裏技を使う。それを使えば、お主が目的を達成するスピードは一○倍……いや、うまくすれば、一○○倍以上速まるのじゃ！」


　いきなり、クイズ番組の最終問題のようなことをいい出すスズメ。


「はぁぁぁぁ……？」


　何いってんだコイツ？　そんな都合のいい話が……


「……………………」


　……ある可能性あるか。この世界、なんでもアリだし。


　ぼくはとりあえず追い掛かけ回すのをやめ、回れ右。腕うでを組んで壁かべにもたれかかり、話を聞く姿勢をとる。


「ふう。ようやく話せるわい……。よく聞けよ山田。わしの考案する裏技とは……つまりこういうことじゃ」


　早速語りだすスズメ。


　そして予想外、なことに。


　そこでスズメが語りだした裏技は──


　実際に、『人類抹殺計画』の進行を一○○倍以上スピードアップさせることができる……ガチで真ま面じ目めな手段だった。







　　　　※




　翌朝。


　円卓の間。四天会議。


　というわけでぼくは──


　昨夜のスズメとの約束通り。さっそく行動を開始することにした。


「んじゃ……今日の『四天会議』の議題なんだけど」


　円卓の前で、アディがあくびまじりにいう。


「ヒマだし……今日は『魔王軍しりとり』でもしようか？」


　野や郎ろう……！


　ぼくはさすがに憤いきどおりかけたが……


　なんとか怒いかりを収め。冷静に、その言葉を無視する。


「んじゃ、いくわよ。しりとりの〝り〟で……リビングデッド」


「ふむ。〝ト〟……か」


　それを受け、ぴーんとコインをはじき、しりとりにのっかったのはイグナレス。


「裏……。よし。それじゃあオレはトをとって……トロルキングだ」


　と、イグナレス。


「いっくん……今の、コイントス関係あったの？」


「それだけは教えられん」


「そ、そうだよね……わたしなんかに……ゴメンね」


　ユキも会話に加わり、


「えっと、トロルキングのグ……からだよね？　じゃあわたし……グールキング」


　なんか、そんな反則くさい技わざで自分のターンを乗り切っている。


　そして当然次にアディ、ユキ、イグナレスが視線を向けたのは……


　ぼく。


「………………」


「………………」


「………………」


「ちょっと……何してんのよ!?」


　しばしの沈ちん黙もくの後。アディが咎とがめるような目つきでぼくにいった。


「空気読みなさいよ！　次、アンタの番でしょ?!」


「やっくん、早く。次〝グ〟だよ」


「コインで占うらなってヒントをやろうか？」


　さらにユキとイグナレスも話しかけてくるが……


「悪いけど」


　ぼくは顔を上げずにそれらの言葉を遮さえぎり、


「ぼく。今後、『四天会議』『大四天会議』中は。『人類抹殺計画』に関係ある話以外、一いつ切さい、お前らと喋しやべらないから」


　そう、言い切った。


　それを受け、アディ達は、ぽかん、とした表情。


「？　何いってんの？　どういう意味？」


「ど、どういうって……だからつまり。今後ぼくは、お前らと、ドラ○エしたり、キメコの恋愛相談のったり、デートしたり。


　女風呂侵入したりヴォルクエしたりしりとりしたり……そういうこと一切しないってことだよ！」


　ものわかり悪い奴やつらだなぁ。ぼくはややイラッとしながらいう。


　しかし三人は、まったくわからない、という顔だ。


「？　なんで？」


「な、なんでって……だからつまり。こういうことだよ！」


　そこでぼくは、手にしていた、長い長い一本の〝巻物〟を、アディに向かって放り投げた。


「？」


　アディは怪訝そうにそれを受け取り。そしてユキとイグナレスが立ち上がり、その背後に回って、後ろからそれを覗のぞき込む。


　そこには……こんな風なことが書かれているはずだった。





　第一条・魔王様を常に敬わなければならない


　第二条・魔王軍では違い法ほう薬物の使用を固く禁止する


　第三条・むやみな闘とう争そう・殺せつ生しようは絶対にやめましょう





　といったようなことが、延々と。


　つまり。そこに書かれているのは、魔王軍が長年の歳月をかけて作り上げていった軍則である。


「？　なによコレ……別に、ただの軍則じゃん」


　それを見て、アディが特に驚おどろきもせずいうが、


「ま、待って……あっちゃん。いっくん」


　最初に気づいたのはユキだった。


「最後に……なんか、今までなかったルール増えてる！」


「は？」


「あん？」


　目を剝むく二人。


　そう。その通り。そこには、昨日まではどこを見ても記されていなかった、新たな軍則が追加されていた。


　その新たな軍則とは……





　魔王軍軍則


　第二五五条・今後魔ま王おう軍最高戦力四天王は、円えん卓たくの間にいる間、『人類抹まつ殺さつ計画』に関する議題以外の事こと柄がらを取り上げることを固く禁止する。


　違い反はん者は第一級軍規違反罪により死し刑けい。








「は……はぁぁぁ!?」


　新ルール、魔王軍軍則、第二五五条を見たアディ、ユキ、イグナレスは、思わずのように立ち上がり声をあげた。


「な……なによコレ!?」


　納なつ得とくいかないようにアディ。


「どうもこうも。見ての通りだ」


　ぼくは鼻を鳴らしながらいった。


「今後、円卓ココでは『人類抹殺計画』に関係しないことは、一切禁止させてもらう。それが嫌いやなら……お前らは死刑だ」


　決然と、ぼく。


「はぁぁぁ……!?」


「や、やっくん……！」


　アディとユキが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいているのを見てぼくは……


（う…………）


　やはり、なんだか、どうにも、気が重かった。


　そう。


　これが、スズメが用意した作戦。


　『軍則追加』。


　四天王には、四人全員の賛成を得て、さらにベラの許可を得れば、新たな軍則を制定できる、という権利が存在している。


　その権利を使おうといったのは、あのスズメだった。


　どうやったのかは知らない。しかしスズメは昨日、あの後、人間のぼくを無理やり四天王にネジ込んだ時のように、ぼく以外の四天王全員の判を得た新軍則制定の書類を、どこからともなく偽ぎ造ぞう、入手。


　ぼくもそれに判を押し……そしてそれを今朝、ベラに提出。


　ベラが「別にいいんじゃん？」と頷うなずいたので、あっさり可決。


　というわけで、超ちよう暴君な作戦だが……


　ぼくは、とうとう、ここまでのお気楽な流れを断たち切り、多少、『人類抹殺計画』を優位に進める環かん境きようを手に入れたのである。


「こ、これ……やっくんが作ったの!?」


　察しよく、困こん惑わくしながらユキ。


「……その通りだ。この法は、ぼくが細工をして、今朝正式に採用させた」


　なんとなく、まっすぐユキの顔が見られない。俯うつむきながら、モゴモゴとぼく。


「……こうでもしないと現状を変えられそうになかったんでな」


「…………」


「…………」


「…………」


　沈黙に包まれる円卓。


「ひ……ひどいよ！　なんで……なんでこんなことするの……!?」


　そんな中、再び、ユキが理解できない、というような表情で暗くいった。


「やっくん……最近、楽しそうだったじゃない！　そりゃ、最初はちょっととっつきにくい感じだったけど……段々、ホントに、普ふ通つうの友達みたいになってきて。わたしもあっちゃんも、〝よかったね〟っていってたんだよ？」


　目を潤うるませながらユキ。う……！


「…………そんなに嫌だったのか？　『人類抹殺計画』以外の議題でオレ達と騒さわぐのが」


　ピーン。そこでコインを弾はじきながら淡たん々たんと──しかしいつもより少し元気がないようにも聞こえる声で、イグナレスも加わってきた。


「……だったら悪かったな。オレはてっきり……お前も、少しは、楽しんでくれていたのかと」


　寂さびしげにイグナレス。うう……！


「ユキ。イグ。……もういいわよ」


　さらに。


　アディが、俯いたまま、暗い口調でそう呟いた。


「アイツがそうしたいってんなら……そうさせてあげましょ。この法律、もう、どうやったって覆くつがえせないんだし」


「で、でも、あっちゃん……」


「しょうがないよ。今日まで楽しかったのは…………私達だけだったんだってサ」


　そういうとアディは、俯いたまま、円卓の扉とびらのほうへスタスタ歩いていく。


「あ……あっちゃん！」


「アディ！」


　慌あわててそれを追う、ユキとイグナレス。


　こうして、ぼくが四天王になってちょうど二ヶ月を迎むかえた、この日。


　ぼくは再び、魔界でも、一人ぼっちになった。





　　　　※




　【青せい天てんの霹へき靂れき。魔王軍最高戦力〝雷かみなり〟のアーディンブルグ氏引退か？】


　【三日連続無断欠勤。四天王間のトラブル原因か？　軍法により五日以上の無断欠勤は理由を問わず強制除隊】


　【後任探し難航？　候補はゴート氏？　魔力格差が最大の問題】





　四日後。早朝。


　円卓の間に向かいながら、一人、魔界の新聞群に目を通していると、そこに出ているのはそんな文字ばかり。


（あいつ……何考えてんだよ……！）


　その見出しを読んで、ぼくはけっこう動どう揺ようした気持ちになる。


　ぼくの、新軍則追加作戦より四日。


　この新聞にもあるとおり。あの日以降──アディは部屋から出なくなり、そしていよいよ、明日も休めば、魔王軍を強制除隊という瀬せ戸と際ぎわまで追い詰つめられていた。


（そんなに……落ち込むことかよ!?）


　だって、たかが、円卓でグダつくのを禁止しただけだぞ？　それ……四天王まで辞やめるまでのことか……?!


「山田」


　思っていると、その時だった。背後から、声。


　見るとそこには──珍めずらしく嬉うれしそうな顔した、いつものスズメの姿。


「お、お前……」


「おめでとう。なんか……うまく流れを変えたようだし。しかも、あの五う月る蠅さい化け物〝雷〟のアーディンブルグまで排はい除じよできそうじゃないか」


　弾はずんだ声で、スズメ。


「これでわしらのシナリオはより磐ばん石じやくになったな！」


「…………」


　その弾んだ声に……なんか、めちゃくちゃ、イラッとした。


「お前が……あいつの何を知ってるんだよ……!?」


　思わず、ぼく。


「え？」


「いいから……お前、ちょっと黙だまってろよ」


　ぼくは乱暴にスズメを振ふり切り。一路、円えん卓たくの間を目指す。





　　　　※




「あ。お、おはよう」


　その、二、三分後。


　円卓の間の入り口で、声。


　見ると、さすがに少し気まずそうな表情のユキがそこに立っていた。


「ん…おはよう」


　ユキとイグナレスは、アディと違ちがい、あれ以降も円卓の間に来ているので一応毎日話してはいるが……あの日以来、やはり、どこかぎこちない。


「やっくん……あっちゃんのことなんだけど……」


　ユキは円卓の上に荷物を置き、椅い子すをひきながら、恐おそる恐るぼくに話しかけてきた。


「……ああ」


「やっぱり、部屋から返事、ない」


　ユキはいう。


「たぶん……今日も出てこないと思う」


「……そうか」


「やっくん……あっちゃんに謝りにいこうよ？」


　と、そんな中。


　おずおずとユキがいってきた。


「あっちゃん、部屋にいるし。まだ一日あるから。今ならあっちゃん、引き止められるよ！」


「……もう終わったことだ」


　ユキの言葉が終わる前に、ぼくは複雑な気持ちで新聞を円卓に投げ出し、ユキの話を遮さえぎった。


　確かになんかすっきりしないものは残る。


　けど、ぼくは、もともとスパイなんだし。これでいいんだ。


　この結末で……ぼくは満足なんだ。


　ぼくは重い溜ため息いきを一つつくと、その場から無造作にたちあがる。


「ど、どこ行くの？」


「トイレ」


　このままここでユキと二人きりでいても、息苦しい。


　ぼくは扉を開き、一度円卓の間を後にした。








「山田」


　廊ろう下かに出た直後ぼくを待ち構えていたのは……


　イグナレス。


「アディのところに行くのか？」


　イグナレスは無表情のまま、しかしどこか期待したような声でいった。


「……だから行くわけないだろう」


　どいつもこいつも、ぼくを誰だれだと思ってるんだ……？　ぼく、そんな熱血じゃないっていうのに。


「……そうか」


　無表情のまま、しかしあからさまに落らく胆たんしたようにイグナレスがいう。


「でも山田」


　そこでイグナレスは、ぼくをシリアスに見つめ……


「く○おくんは……四人いないとやれないんだぞ？」


　なんか、野球は九人いないとやれないんだぞ──みたいなトーンでぼくを説得にかかってくる。


「お前、散々一人用でやってただろ……」


「…………」


「もう終わったことだ」


「アイツは明日の朝、荷物まとめて正面玄げん関かんから出て行くらしいぞ」


　ピーン。


　イグナレスはぼくの言葉を無視していらん情報をぼくに提示してきた。


「さっき部屋を壊こわすと脅おどして聞いた。つまり、考え直すなら明日の朝がタイムリミットだ」


「だから行かないし考え直さないって！」


　ぼくはこの状じよう況きように満足してるんだ！


　ぼくはイグナレスも振りきり。


　円卓の間からぐんぐん遠ざかる。





　　　　※




　なんなんだ……みんな、何を勘かん違ちがいしてるんだよ……!?


　ぼくは、アテもなく魔ま王おう城の廊下を歩きながら、辟へき易えきしていた。


　ユキも、イグナレスも。前提として、ぼくがこんな状況になってしまったことを後こう悔かいしてると思い込んでるフシがあり、なんだか腹が立つ。


（ベストな環かん境きようになったんだっつーの）


　これで、ドラ○エしたり、キメコの恋れん愛あい相談のったり、デートしたり。


　女おんな風ぶ呂ろ侵しん入にゆうしたりヴォルクエしたりしりとりしたり……そういうくだらないことに時間とられないで済むんだ。これで……これでぼくは満足なんだ。


「ったく……。ん？」


　と、そこでぼくは、自分の革かわ靴ぐつの紐ひもがほどけていることに気づき、何気なく屈かがみこむ。


　──その瞬しゆん間かんだった。


「…………ん？」


　最初に頭に浮うかんだ感想は、〝なんか暗くなったな〟だった。


　異変に気づき、見上げると、そこには──ぼくめがけて落下してくる大岩。


「なっ──おおおっ!?」


　いきなりのことで、まったく反応できなかったが、立ち止まっていたおかげで一命をとりとめた。


　岩は、ぼくの鼻先数センチ前を通過し、


　ゴガァ！　次の瞬間、ぼくの目の前の場所に落下、粉々に砕くだけ散っている。


「な、な、な…………!?」


　ぼくはいきなりの出来事に腰こしを抜ぬかしながら絶句した。


「チッ……」


　前方、廊下の角。


　よくは見えないが、そこにいた小こ柄がらな人型魔族が舌打ちと共に、踵きびすを返し、どこかへ走り去っていくのが見える。


「な……なんだ……!?」


　なんかこんなシーン……漫まん画がとかアニメとかでよく見たことある。


　何か知らないけど……


　今、ぼく。


　もしかして……あいつに『暗殺』されかけたんじゃないのか……!?


（え……えぇぇぇ……!?）


　自分で辿たどり着いた仮説に、ぼくはぶわっと冷たい汗あせを浮かべた。


　確かに、魔王軍の、四天王である。権力争いとかに巻き込まれて、狙ねらわれたりするのも本当なら日常茶さ飯はん事じなのかもしれない。


　でも、少なくとも、ここにきて二ヶ月はそんな事態に遭そう遇ぐうしなかったのに。なんでいきなり今……？


「あれ？　山田？」


　と、腰を抜かしていると。前方から、声。見るとそこには、、身長一八○センチ近くある、ガタイのいい、黒の短たん髪ぱつの女。


「べ……ベラ様!?」


　ぼくは慌あわてて立ち上がり、反射的に跪ひざまずいた。こいつ……どんだけ久しぶりなんだよ?!


「あ、あの……ベラ様、この一ヶ月ほど、一体どこにいらっしゃったんですか？」


「いや。ちょっと野や暮ぼ用でよう」


　淡たん々たんと、ベラ。いや……野暮用で一ヶ月留守にする魔軍司令官って！　どんだけ無責任なんだよ?!


「それより。それ。どうかしたんか？」


　ぼくの前方を見ながら、ベラ。


「え、あ、ああ。それが……」


　ぼくは今起こった一部始終を説明する。突とつ然ぜんの大岩。謎なぞの暗殺者。


　ぼく的には、なかなかの大ニュースを伝えたつもりだったが、


「ああ……さっそく影えい響きよう出てきたか」


　ベラはわりと驚おどろく様子もなく頷うなずきやがった。


「多分、アディの記事を見たからだな」


　そしてベラはこともなげにいう。


「アディが辞やめるから……？」


　一瞬、意味がわからずぼくは首をひねる。


「それと、今ぼくが殺されかけたこと……なんか関係あるんですか？」


「？　関係あるも何も……山田…………まさか知らんかったんか？」


　啞あ然ぜんとしながらベラはいう。


「自分の噂うわさ」


「？　ぼくの噂？」


「二週間ぐらい前。魔王軍内で、いきなり、ウワサがたったんだよ。


　もしかして。〝知〟の山田おまえって、人間なんじゃないか……とか、なんとか」


　ベラは淡々といったが……


（え…………えぇぇぇぇぇぇぇぇ!?）


　こっちは──内心パニックになっていた。


　ぼくの正体が……噂になってた?!


「まぁその後……あ、コレコレ。公式にコレが出回って、沈ちん静せい化したんだけどよ」


　ベラはいいながら、ポケットの中から何かを取り出し、ぼくに差し出す。それは一枚の、紙。


　そこに書かれている内容の書き出しはこうだった。









【報告書】


【魔王軍最高戦力〝知〟の山田の〝人間〟疑ぎ惑わくについて】


　こんにちは。魔王軍最高戦力四天王、〝雷かみなり〟のアーディンブルグです。









「これは……？」


　ぼくは困こん惑わくする。


「魔王軍内の機関紙……知らないのか？　〝魔界だより〟。その号は、緊きん急きゆう特別増刊号で、アディが冒ぼう頭とう書いてんだよ」


　と、ベラ。


〝魔界だより〟？　し、知らねー。知らねーが。とにかく、続きを読んでみる。









　さて、先日より皆みな様さまをお騒さわがせしています、魔王軍最高戦力〝知〟の山田の〝人間〟疑惑についてですが……









　そこでぼくは一度ゴクリと唾つばを飲み込み。


　そして緊きん張ちようしながら続きを見た。そこには──









　ご安心下さいませ。


　それは根も葉もないウワサだということが判明しました！









　そう、書かれている。









　本人にも確認しましたし、第三者による調査委員会が調査も行いました。


　結果、魔王軍最高戦力〝知〟の山田の正体は、一○○％魔族でございます。









「第三者による調査……？　本人に確認……？」


「ま、当然ウソだけどな」


　訝いぶかしがるぼくに、ベラはあっさりいった。


「え……えぇっ?!」


「アタシは正直、ちょっとやろうかと思ったりもしたんだけど。アディが強きよう硬こうに反対してよォ。わたし達の仲間を疑うのかって……」


　アディが、ぼくの事を庇かばった？


　そんな話。アイツらの口から、一回も聞いてないぞ!?


「アイツ、お前のこと、異常に気にいってるからなあ」


　そしてぼくの持ってる紙、アディの書いた文の続きを指差す。そこにはアディの字で──









　山田はまだ魔王城に来たばかりです。右も左も分かりません。


　でも、まだ短い時間しか接していませんが、ハッキリいえることがあると思います。


　それは彼の人ひと柄がらの良さです。


　生まれ付き魔力強すぎて、幽ゆう閉へいされたり、バケモノみたいに怖こわがられたり。もしくは逆に、変に、崇すう拝はいする対象として崇あがめられちゃったり。魔王軍入ったら入ったで、いきなり準トップの地位。


　私ら三人には、魔界に、対等に付き合える魔族がほとんどいません。


　でも、私らだって、一いつ緒しよにご飯食べたり。くだらないことで口論したり。そういう、普ふ通つうのことがしたいのに。昔からずっとしたかったのに。ずっと相手がいなかった。


　でも。


　でも、そこに、アイツが現れた。


　みなさんご存じの通り。四天王の、最後の一席には、山田が来る前にも、たくさんいろんな奴やつが入れ替かわり立ち替わり座っていました。


　でも、どいつもこいつも一緒だった。


　別になんもしてないのに。勝手にビビるか、勝手に媚こび売るか、もしくは、無理して仲良くなろうとして……勝手に空回りするか。


　んで、挙句、精神的に疲つかれたから辞めてしまう。なんなのよそれは!?　私らは……普通に仲良くしたかっただけなのに。


　でも、山田だけは、ちょっと違ちがった。


　山田だけは……なんか知らないけど。来て、一秒で、私らに普通にツッコミ入れてた。


　てなわけで。彼は、久しぶりに出現した、対等に話せる魔ま族ぞくなんだから……大切にしたいと思います。


　長くなりましたが。この新しい仲間、〝知〟の山田を、今後とも。皆みな様さまどうかよろしくお願いします。




アーディンブルグ














（なん……だよコレ）


　文章を読み終えたぼくは、思わずヨロめいていた。


　なんで──こいつは、こんなにぼくを買いかぶってるんだ。


　なんで──こいつは、こんな文章を書いていたことをぼくに教えなかったんだ。


「この記事で一回疑ぎ惑わくは晴れたけど。やっぱ納なつ得とくしてねぇ連中がいたんじゃねーの？　で、アディ引いん退たいの記事見て、そいつらが息を吹ふき返かえした。多分、お前狙ねらってんのそいつらだよ」


　ベラは解説を続けていたが、ぼくはもう、ぼくの命を狙う連中についてなんて、どうでもよくなっていた。


　こんなモン読んだら……


　こうしちゃうじゃないか。


「ベラ様。あの……この前通した、例の新軍則。今から取り消すことできますかね……？」


「ん？　そりゃー、四天王全員の同意があればできるけど……？」


「そうですか……！」


　ぼくは走り出す。


「お、おい！　どこいくんだよ?!」


「ちょっとアディの部屋に……いってきます！」


　ベラが後ろでまだ何かわめいていたが。もう聞こえない。ぼくは、魔王城の廊ろう下かを爆ばく走そうする。





　　　　※




　一度だけ。一度だけ正直になろう。


「やっくん……最近、楽しそうだったじゃない！」


　ユキは言ってたじゃないか。


「俺はてっきり……お前も、少しは、楽しんでくれていたのかと」


　イグナレスも。


「しょうがないよ。今日まで楽しかったのは…………私達だけだったんだってサ」


　アディだってそうだ。


　ぼくは目を閉じ、思い浮うかべる。


　魔界で過ごした二ヶ月の日々。


『人類抹まつ殺さつ計画』を押しのけてやった、ド○クエ。


　キメコ。


　ショッピングデート。


　コイン捜し。


　ヴォルクエ。


（本当にこれでいいのか……!?）


　ぼくは……本当は、こういう生活に憧あこがれてたんじゃないのか!?


『卒業』したと。『卒業』したと思い込もうとしてたけど。


　ぼくはこの生活を……楽しいと思ってたんじゃないのか!?


　そして走り出して数分後──


　ぼくは魔王城の玄げん関かんに到とう着ちやくし、そしてとうとう、そこで長い赤あか髪がみの女の背中に追いついた──





　　　　※




「アディ！」


　ぼくはその背中に向かい、息も絶え絶えで絶ぜつ叫きようした。


　ぼくの声にビクッとアディが震ふるえ、こちらに向き直る。


　そしてアディは、ビックリしたような顔をした後、思い出したようにムッとした表情を浮かべ、


「な、なによ……！　今さら何か用？」


「行くな！」


　いや、ぼくは──


　勿もち論ろんあいつらのことを仲間だとも友達だともなんとも思ってないし、正直アディがこのままやめても構わないんだけど。どうもあの新聞を読む限り向こうはぼくのことをけっこう買ってるというか好意を抱いだいているようなのでそこは現代っ子特有のしたたかさで利用できるもんは利用してやろうという気になったというか。


　あと、意外に身の危険とかあるみたいだしぼくに従順で腕うでに覚えのあるガードマンは確かに必要だし今から後任の四天王とまた一から仲良くなるのもそれはそれでリスク高いというか。要するにリスクマネジメントの観点から……アディはこのまま四天王においておいたほうが、ぼくにとってメリットになるかもしれないというか。


　ぼくは何の意味があってこんな言い訳をしてるんだ？


　とにかく、叫さけんだ。


「四天王には……お前が必要なんだ！」


「はぁぁぁ!?」


　アディはますますイラだった表情を浮かべ、


「な……何いってんのあんた!?　私なんかいらないっていったのあんたでしょうが！」


「す、すまん、ぼくが間違ってた！」


　とにかくぼくは叫ぶ。


「やっぱお前がいないと締しまらないし。ユキとイグナレスも今以上に怠たい惰だになる。後任の四天王とやらもロクでもなさそうな奴になりそうだし。だいたい、巨きよ人じん兵器はどうするんだよ!?　一緒につくるって約束したじゃないか！」


「ちょ、ちょっと……待ってよ」


「今回のこと、謝罪しろというならいくらでも謝罪する」


　なんかアディが動どう揺ようしたような表情を浮かべたので、ぼくはそれを遮さえぎって頭を下げる。


「例の軍則を取り消す許可も、さっきベラ様に貰もらった。だから頼たのむ。ぼくは……もうちょっとお前らと一緒に仕事したいんだよ！」


　ぼくは頭の中に、一人ぼっちだった日本とは対照的な場所、魔王城の円えん卓たくの間を思い浮かべる。


　そこでは、自分に自信がなさそうな、でもけっこうわがままな、蒼あお髪かみの色白の女と、いつもコインを飛ばしている、何を考えてるのか分からない銀ぎん髪ぱつの男と、そして、攻こう撃げき的な目をした、長い赤髪を垂らした口うるさい女が、ぼくがゲームをやっている後ろから、


「ちょっと何やってんの!?　そっちは行き止まりだっていってんでしょ!?」


「し、仕方ないよ。やっくんはわたし達のアドバイスなんか……」


「山田。次どっちにいけばいいか、占うらなってやろうか？」


　いろいろ野次を入れてくる。


「ぼくは……ぼくは、あの光景を、そんなに悪いものだと思ってなかったんだ」


「ちょ、待っ」


「だから頼む、もう一度四天王に──」


「ちょ……待てっていってんでしょーがぁぁぁ！」


　アディはそこで叫び、ぼくの首を無理やりグイッと右方向に回した。


「痛いてぇぇぇ!?　な、なにすんだ。こ、このぼくが今、せっかく──」


　と文句をいおうとして、ぼくは絶句した。


　アディに回された、つまり、ぼくが今まで見ていた方向から右四五度の角度にある場所。そこには───


　ピーン。


「ま、まさか……お前らがそんなアツい関係だったとはな」


　なんか照れたような顔のイグナレス。


「あ、あっちゃん、よかったね……やっくんにそんなにも想われてて」


　涙なみだぐんでいるユキ。そしてなにより──


「歴史的な和解だ！」


　よく見ると。そこには、メモや、巨きよ大だいな目玉（恐おそらく魔界のカメラ的なモノ）を携たずさえた、おびただしい数の魔物が集結していた。


　そして、


「アーディンブルグさん！　今の山田氏からの熱ねつ烈れつな復職ラブコールを受けた感想をお聞かせ下さい！」


　体長五メートルはあるであろう、全身緑色の一つ目の巨人が、


「巨人を一いつ緒しよにつくる約束とは!?　それは仕事を外れたプライベートな約束と受け取ってもよろしいでしょうか!?」


　翼つばさを持ち、恐ろしく尖とがったやりを持つ、茄な子す色の、ツルツルした肌はだの悪魔が、


「お二人の関係はどこまで進んでいるのでしょう!?　具体的にお聞かせ下さい！」


　前を向いているのか後ろを向いているのかもわからない、人形の岩石。


　ぼくなど片腕で肉につ塊かいにできそうな連中が、ぼくとアディにマイクのようなものを押し付け話を聞こうと迫せまってくる。


　な……なんだこいつら?!


「だ、だからいったでしょうが……！　私が引退する瞬しゆん間かんの言葉を聞こうと。魔界中のマスコミがてぐすねひいてここで待ち構えてたのよ！」


「な、何ィ!?」


「それなのにあんた、あんな臭くさいセリフ連発して……馬ば鹿か！」


　赤面し、わななきながらいうと、アディはぼくの腕を摑つかみ、そのままその輪から脱だつ出しゆつするように跳ちよう躍やくする。


「す、すまん……！」


　魔界の夜空を飛びながら、ぼく、謝罪。


「まぁ……いいわ。それじゃ……わたし、四天王戻もどっていいのね？」


「う、うん。悪かった」


「まぁ……私たちも悪かったわよ。今後は改心して、ちょっとは『人類抹殺計画』やるからさ。ま……力あわせて、がんばって四天王やっていこうよ」


　アディはいう。


　こうして──今回の、アディ脱だつ退たい騒そう動どうは無事幕を閉じ。ぼくの要望もある程度は通り。


　物語は、美しく着地した……かのように思われた。しかしぼくは甘くみていたのだ。


　四天王の根っからの怠惰さを。


　ぼくの要望は……実はまったく通っていなかった。






　エピローグ







『四天会議』。


　参加できるのが、魔ま王おう軍六六六万の魔族の頂点中の頂点、魔王を除いたＮｏ１～５にあたる魔族だということ、遥はるか古代より続けられてきた由ゆい緒しよある会議であるということ、そしてなにより、『人類抹殺計画』は、そこで話をつめない限り、永遠に前進しない──魔界にとって、非常に高貴で重要なる会議。


　だからこそ。


　だからこそ、である。


「悪い……最近疲つかれたまってるし。九八％幻げん聴ちよう、もしくは聞き間ま違ちがえだと思うんだけど。二、三、確かく認にんしていいか？」


　軍則も元に戻し。アディ騒そう動どうもひとまず沈ちん静せい化かした、二日後。


　久々に、まともに行われることになった『四天会議』の開始早々。


　円卓の間で。ぼくは周囲にいる三体──その中でも、特にリーダー面づらをしている女、アーディンブルグ──に、ゆっくり事情説明を求めた。


「ったくどんくさいわね……これだから山田は。でも私は寛かん大だいだから質問を許可してあげる。どうぞ？」


「んじゃ、まず質問、その一。ぼくら魔王軍最高戦力『四天王』の最終悲願ってなんだっけ？」


「？　『人類抹まつ殺さつ』？」


「正解。んじゃ、質問、その二。お前がこの前、今後は改心して、ちょっとは手伝うっていってくれた計画なんだっけ？」


「……忘れた」


「『人類抹殺計画』だろうが！　もう忘れたの!?」


　あの熱血な感じはなんだったんだ!?


「じゃあ、最後、質問、その三！　そんな状じよう況きように置かれてるぼくらが、今日この『四天会議』で話し合わなければならない議題って……一体なんだ!?」


　ぼくは、祈いのるような気持ちでアディに詰つめ寄ったが……


「だからそれはさっきいったとおり……」


　アディは、怪け訝げんな顔でぼくを見たまま……こういうのだった。





「この……新しくベラ様が持ってきた。人間達の〝機密情報〟について研究することでしょ？」





　円卓の上を指差すアディ。


　そこにあるのは、


　白とグレーを基調とした、ポップなボディ。


　本体につながれた、二つの鉄アレイを平面にした形のコントローラー。


　そして本体の傍そばに置かれた、ポップなイラストと、文字の書かれたい小さなブロック。


　それは俗ぞくにいうファミ○ンの後こう継けい機……


　……スー○ァミ。


「だからなんでやねん!?」


　ぼくは思わず関西弁になりながら、手元にあった資料を円卓に叩たたき付けた。


　仕事まったくしてないのに、ファミ○ンだけ進化してどうする?!


「ていうか、これ、もう、明らかに〝機密情報〟じゃないってお前らわかってるよな!?」


「……え？　わかんない」


「……わ、わたしもわかんない」


「オレもだ」


　そういうとイグナレスは、フッ。傍に置かれていたソフトに一度息を吹ふきかけると、パチンッ。こなれた動作でスー○ァミのスイッチを入れる。


「少なくともお前は絶対わかってるよな!?」


　ぼくはつっこんだが、三体はそれを無視し、始まったゲームに夢中になる。


　もう……もう、なんなんだよこの四天王……。


　ぼくはその場でくずおれる。


　ぼく……あの時、なんであの軍則強引に保持しなかったんだろう……??


（スズメも怒おこってどっかいっちゃったしな……！）


　昨日、軍則を元に戻したぼくが部屋に帰ると。こんなメモだけ残してスズメは部屋から去っていた。









このアホウ！


お主のせいで、一度本国に報告に帰らねばならんくなったわい！


わしが不在の間、何かあったら『勇者』に相談しろ。


そろそろ向こうも動きだすハズじゃ。




雀すずめ














（なんかこのメモもメモで不ふ吉きつな感じだし……。あーあ……こんなことになるなら。やっぱ大人しくスズメに従っとけばよかったかなぁ……？）


　ますます苦く悩のうを深めるぼく。


　が、その時だった。


「ちょっと山田！　何やってんの!?　あんたがいないと始めらんないでしょ!?」


　円えん卓たく上のテレビの前に陣じん取どりながら、アディがいう。


「そうだよやっくん。このゲー……機密情報、ヴォルクエ並に解くの難しそうだよ？　早く早く」


　その隣となりにいるユキが手招きし、


「山田。本当に早くしろ。これ、スゴイぞ……グラフィック、ＢＧＭの和音数、すべてが初号機とは比べ物にならん！　システムも……アクションパートと統治シミュレーションパートの混在……!?　これスゴイって！　これスゲー！」




[image: ]


　イグナレスは……もう完全にオタクの素養丸出しのテンションでぼくを呼んでいる。


　それを見てぼくは、


「……仕方ねぇな」


　……諦あきらめて立ち上がり、三体と合流した。


　まぁ……少しずつだけど。四天王との距きよ離りも縮まってきてるんだし。


　そのうちなんとかなる……かもしれないしな。


「その代わり……今日だけだぞ。明日からは絶対『人類抹殺計画』やってもらうからな？」


　とはいえ、ぼくは念の為ためクギをさしておくが。


「……………………」


「……………………」


「……………………」


　……返ってきたのは、ファミ○ンとは比べ物にならないくらいパワーアップを果たした、スーフ○ミの素す晴ばらしいＢＧＭだけだった。





　ぼくの名前は、山田。


　職業は、元は普ふ通つうの高校生、今は普通の四天王。


　このぼくのわけのわからん肩かた書がきは……


　もうしばらく。外れそうにもない。






　あとがき







　はじめましての人も、そうじゃない人も。こんにちは。


　大だい楽らく絢けん太たといいます。


　今回からまた新しいシリーズです。またてんやわんやです。


　よろしくおねがいします。





　バイトの出勤まで残り五四分しかないので急ぎます。


　何を書けばいいのか。このシリーズの生まれた経けい緯いでも。


　この作品に着ちやく手しゆしたのは、確か二○○七年の春だったと思います。


　その頃ころやっていたシリーズが、五巻で一いつ旦たん終わりになり、次回作をどうしようか……の時に生まれた無数のアイデアの一個です。


　その時は、いろいろあったんですが、その無数のアイデアの中から三つ選んで、それぞれ短編を書いて、ドラゴンマガジンに載のせて、一番人気あったヤツをシリーズ化にしようかとかいってた気ぃします。


　が。


　まず、その三つのアイデアのうち一つを、急きゆう遽きよ書き下ろし短編として普ふ通つうに雑誌に書くことになってもうて、消化。


　直後、その間に、五巻で終わったシリーズがもう一回始められることになり、凍とう結けつ。


『ＢＩＧ－４』は死にました。





　その後……二○○八年。


　再開したシリーズが、再び終わりまして、新シリーズの構想が必要になり。


　そこでまた、『ＢＩＧ－４』がひっぱりだされてきました。


　この時は、けっこう腰こしすえて『ＢＩＧ－４』をやるつもりだったので、かなりいろいろ書きました。四し天てん王のうモノっていうのは決まってても、いまいち料理の仕方が決まらなかったので。この時考えた四天王の料理法は、こんな感じです。


・日本から学生が異世界に一クラスぶん召しよう還かん。その中から、とある四人があるお城の四天王に、また別の四人が違ちがうお城の四天王になり、そいつらの小こ競ぜり合いをひたすら書く。


・舞ぶ台たいは魔ま界かい。主人公は魔族。登場人物達は、全員副四天王。怪かい物ぶつのような本四天王をひきずりおろし、自分達が四天王になる為ための究極の下げ克こく上じようバトルが始まる。


・舞台は魔界。主人公は魔族。偶ぐう然ぜんであった四体の魔族は、ハ○ター試験……じゃなく、四天王になる為の四天王試験に健全な野心を抱かかえ挑ちよう戦せんする。


・舞台は日本。とある学校に、魔王の娘むすめがやってくる。そいつが学園の中から四人の生徒を選出、人間界制服の為の尖せん兵ぺいとして四天王を選び、ひたすら巨きよ人じんと戦わせ、拷ごう問もんのような修しゆ行ぎようをうけさせる。


　どれも、悪くはないけど、何故か詰つまる。


　そのうちの、確か下克上モノで、一応、イラストレーターさんまで決まって、ラフとかあがってきてる段階までいってたんですが、それも、三ヶ月ぐらいコネくりまわして、ぼくの頭がパーンとなったり、担当さんがたまたま代わったりで、立ち消えになり。


『ＢＩＧ－４』は死にました。（二回目）





　やべ。残り二四分しかない。


　続けます。


　それから二年後、二○一○年。


　二回も死んでおきながら、成じよう仏ぶつしない作品がありました。


『ＢＩＧ－４』です……。


　巡めぐり巡って、また、『ＢＩＧ－４』に着手する運命になりました。


『ＢＩＧ－４』にザオ○クをかけてくれたのは三代目担当の、現担当さんです。


「『ＢＩＧ－４』の企き画かく書しよの残ざん骸がい見たんですけど。私、やっぱりあれ面白いと思うんですよ」


「『ＢＩＧ－４』!?　いやぁ、やりたいけどもうあれ無理ですって！　四天王でやるなら、やっぱ現代より魔界のほうがいい。でも、魔界の魔族が主人公って時点でぜんぜん感情移入できひんねんて！　矛む盾じゆんしてるんです！　この問題を解決するには二○○○億年あっても無理！」


「じゃあこうしたらどうです？　舞台は魔界、チームのベースは魔族の四天王。


　そこに一人だけ人間……つまり主人公が、何故か迷まよい込んでしまう」


「…………………………。あ……あー、うん、はいはい。そのアイデアね？　うーん、まぁ、それくらいのアイデア、ぼくもとっくに思いついてたんですけどねぇ」


「（我が慢まんして）え、えぇ。これでなんとかやりませんかね」


「んー……」


『ＢＩＧ－４』の恐おそろしさは知ってたんで、ちょっと迷ったんですが……


「じゃあ……やってみますか……？」


　最終的にクビを縦に振ふりました。


『ＢＩＧ－４』、三度目の挑戦です。


　戦いの幕が開きました。





　……そっからもまーた地じ獄ごくでした。


　半分くらい書きあげた後、


「ぼくが集中する為には、長い時間が必要なんです。担当さん、しばらく放置してくれませんか？」


「わかりました」


　一ヶ月後。とりあえず出来ているところまで原稿送ってみる。


「大楽さん。原げん稿こう読みました」


「はい。どうです？」


「何がどうなってああなったんですか?!　前書いてあった部分なくなって、ぜんぜんつまんなくなってんですけど!?」


「（笑）」


「何この東北弁の新キャラとか!?　勘かん弁べんしてくれ。前のＶｅｒヴアージヨンに戻もどしましょうよ！（泣）」


「（泣）」


　一ヶ月棒に振ったり。


　しかし、それでも、生活費稼かせぐ為バイトして、執しつ筆ぴつして、バイトして、執筆して、バイトして、バイトして、バイトして、バイトして、バイトして、俺バイトしかしてねぇじゃねぇか！　と思いながら執筆して。


　もう、ほんまに、五○回ぐらい九州の漁ぎよ港こうに蒸発してやろうかと思いましたが、そのつど、担当さんに助けてもらい。


　で、ウンウン唸うなってる間に、いつのまにかイラストレーターもワダアルコさんという超ちよう弩ど級きゆう美び麗れい絵師さんに決まってて、感動的なラフあげてくれて、また助けられたり。（ほんまにありがとうございました……）


　あと、普ふ段だん殴なぐり合ってる（マリオ○ートで）同期の葵あおいせきなが、帯に燃える応おう援えんコメントくれたり。（正直、あのコメントは本気で目め頭がしらがあつくなったよ……ありがとうございました）。


　まぁ、もちろん、他の同期（淡あわ路みち帆ほ希まれ、石いし踏ぶみ一いち榮えい、瀬せ尾おつかさ、三み浦うら良りよう）とか、お世話になってる人あげていったらキリないねんけど……。


　結果、


「もう無理！　でも……やっぱ、もうちょっとやる？」


　の、〝もうちょっとやる？〟の部分が積み重なって。


　とりあえず、こうして、一巻のあとがきを書くところまではなんとかこられました……。


　後は、もう、この作品はこれ買ってくれた人にお任せします。煮にるなり焼くなりお好きにどうぞ。でも、まぁ、気にいってくれると、やっぱり嬉うれしいです。


　……とかいってるうちに。予定時間を二〇分程オーバーしてる。


　こりゃ今日はバイト遅ち刻こくか……まぁ……しゃあない。


　そんな感じでお時間です。


　うまくいけば、二巻も出るようです。


　その時、ご縁えんがあれば、またよろしくおねがいします。ありがとうございました。







大楽　絢太　





[image: ]


BIG-4


ぼくの名前は山田。目覚めたら四天王になってました。





大だい楽らく絢けん太た
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